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第
五
十
八
回

″合
宿
教
室

（厚
木
γ

全
参
加
者
の
感
想
文
と
短
歌
詠
草

″合
宿
教
室
″
５８
年
の
歩
み

″合
宿
教
室
″
の
日
程
表

（三
泊
四
日
）

第
５８
回

″合
宿
教
室
″
の
あ
ら
ま
し

走
り
書
き
の

″感
想
文
″
と
第
二
回
目
の

″短
歌
詠
草
″

合
宿
中
に
創
作
さ
れ
た

「
短
歌
詠
草
」

あ
と
が
き

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
２２
枚

（２９
ぺ
‐
ジ
か
ら
７‐
ぺ
‐
ジ
の
左
頁
に
掲
載
）

と
　
き
　
平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
二
日

（木
）
か
ら
二
十
五
日

（日
）
ま
で
三
泊
四
日
間

と
こ
ろ
　
神
奈
川
県
厚
木
市

「七
沢
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」

参
加
総
数
　
一
四
二
名

″は
し
が
き
″
に
代

へ
て

理
事
長
　
上
村
和
男
…
２

大
学
別
参
加
者
数

・
そ
の
他
の
人
数
の
内
訳

8754

参
加
者
全
員
…
２７

参
加
者
全
員
…
７３
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″は
し
が
き
″
に
代

へ
て

（公
社
）国
民
文
化
研
究
会
理
事
長

（東
海
ゴ
ム
エ
業
帥
顧
間
）

上

村

和

男

昭
和
三
十

一
年

（
一
九
五
六
）
の
本
会
創
立
以
来
、
第
五
十
八
回
目
を
迎
へ
た

「全
国
学
生
青
年
合
宿
教
室
」
を
、
八
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
五
日

ま
で
の
三
泊
四
日
間
、
神
奈
川
県
厚
木
市

「七
沢
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
に
於
い
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
こ
こ
は

「合
宿
教
室
」
が
九
州
地
区
以

外
で
開
催
さ
れ
る
端
緒
に
な

っ
た
最
初
の
会
場
で
、
今
回
で
六
回
目
の
使
用
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
例
年
に
比
べ
猛
暑
が
続
き
、
開
催
中
の
夜
も
寝
苦
し
い
中
、
日
程
行
事
は
円
滑
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

「朝
の
集
ひ
」
で
は
国
旗
掲
揚

。
国

歌
斉
唱

・
ラ
ジ
オ
体
操
が
行
は
れ
、
二
日
目
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
バ
ス
で
大
山
阿
夫
利
神
社
の
下
社

へ
参
拝
に
出
掛
け
ま
し
た
。
長
い
石
段
を

汗
か
き
つ
つ
登
る
中
で
詠
ま
れ
た
多
く
の
短
歌
が

「短
歌
全
体
批
評
」
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
三
日
目
の
夜
は

「戦
時
平
時
を
間
は
ず
、
祖
国
日
本
の

た
め
に
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
、
全
て
の
祖
先
の
み
霊
」
を
お
迎

へ
し
て
慰
霊
祭
を
厳
か
に
執
り
行
ひ
ま
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
参
加
し
た
男
女
大
学
生
並
び
に
社
会
人
と
主
催
者
側
の
講
師

・
助
言
者
を
合
せ
総
数

一
四
二
名
は
喧
喚
な
都
会
生
活
か
ら
暫
く
離
れ
、

静
か
な
自
然
の
中
で
心
ゆ
く
ま
で

「人
生
と
学
問
」
を
語
り
合
ひ
ま
し
た
。

こ
の
感
想
文
集
の
表
紙
に
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
て
―
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
求
め
て
―
と
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
歴
史
を
知
ら
な
い
学
生
や
青
少

年
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
憂
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
戦
後
の
歴
史
教
育
で
は
、
自
ら
が
育
っ
た
自
国
に
つ
い
て
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
思
考

か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
例
へ
ば
自
衛
隊
を

「暴
力
装
置
」
と
表
現
し
た
り

「侵
略
性
」
が
あ
る
と
の
観
念
を
植
付
け
る
教
育
が
な
さ
れ
る
、　
一
方
で
、
隣

国
の
中
国
や
韓
国
は

「
日
本
は
戦
前
の
軍
国
主
義
国
家
」
を
目
指
さ
う
と
し
て
ゐ
る
と
喧
伝

・
扇
動
し
続
け
て
き
て
ゐ
る
た
め
、
そ
れ
へ
の
反
発
が
国

内
に
あ
り
ま
す
が
、
単
な
る
反
発
で
は
な
く
、
今
こ
そ
日
本
の
歴
史
や
伝
統
を
踏
ま
へ
た
勉
強
が
必
要
で
あ
る
と
考
へ
ま
す
。
さ
う
し
た
観
点
か
ら
日

本
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
代
表
の
伊
藤
哲
夫
先
生
を
招
聘
し
て
歴
史
事
実
に
基
づ
い
た
ご
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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参
加
者
は
伊
藤
先
生
を
は
じ
め
多
く
の
講
師

・
助
言
者
の
懇
切
な
指
導
に
よ

っ
て

「歴
史
に
学
ぶ
と
い
ふ
こ
と
は

一
体
ど
う
い
ふ
こ
と
か
」
、
ま
た

「知
識
の
伝
達
が
主
軸
と
な

っ
て
し
ま

っ
て
ゐ
る
現
代
日
本
の
大
学
は
呆
た
し
て
こ
れ
で
良
い
の
か
」
、
さ
ら
に

「
人
と
し
て
生
き
る
基
本
と
し
て
、

人
と
交
は
る
時
に
ど
う
い
ふ
心
掛
け
で
相
対
す
べ
き
か
」
な
ど
に
つ
い
て
心
底
に
留
め
、
勉
強
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
ひ
ま
す
。

そ
し
て
、
今
後
の
学
生
生
活

・
社
会
生
活
の
中
で
生
か
し
て
い
く
た
め
の
大
切
な
何
か
を
感
得
す
る
も
の
が
有

っ
た
と
確
信
し
て
を
り
ま
す
。
恐
ら

く
き

っ
と
今
の
日
本
の
欠
陥
が

一
体
ど
こ
に
宿

っ
て
ゐ
る
か
に
つ
い
て
気
づ
か
れ
た
所
が
あ

っ
た
と
思
ひ
ま
す
。
主
催
者
と
し
て
の
願
ひ
は
実
は
そ
こ

に
あ
り
ま
す
。
さ
う
し
た
点
か
ら
出
発
し
直
し
て
下
さ
る
こ
と
こ
そ
、
今
の
日
本
に
求
め
ら
れ
る
所
だ
と
思
っ
て
ま
す
。

こ
の

「感
想
文
集
」
は
合
宿
日
最
後
の
帰
り
際
に
走
り
書
き
で
書
か
れ
た
も
の
で
、
充
分
意
を
壺
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
精
魂
を
傾
け

て
過
ご
し
た
合
宿
で
の
思
ひ
を
書
き
留
め
て
く
れ
た
も
の
で
す
。
紙
面
の
都
合
で
全
文
を
載
せ
ら
れ
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
是
非
と
も
ご
精
読
賜
り

ま
す
や
う
お
願
ひ
い
た
し
ま
す
。

こ
の
文
集
に
十
余
名
の
会
員
が
休
日
を
割
い
て
取
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
合
宿
を
運
営
さ
れ
た
運
営
委
員
長
の
廣
木

寧
さ
ん
を
は
じ

め
運
営
委
員
の
方
々
、
指
揮
班
長
の
最
知
浩

一
さ
ん
と
指
揮
班
員
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
合
宿
教
室
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
今
年
も
ま
た
、
各
界
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
支
援
に
対
し
、
会
員

一

同
に
代
り
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

来
夏

（平
成
二
十
六
年
）
の

「第
五
十
九
回
合
宿
教
室
」
は
九
月
五
日

（金
）
か
ら
八
日

（月
）
の
三
泊
四
日
間
、

兵
庫
県

「国
立
淡
路
青
少
年
交
流
の
家
」
で
開
催
し
ま
す
。

詳
細
の
合
宿
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
三
月
ご
ろ
配
布
予
定
で
す
。
多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。
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第 58回全国学生青年合宿教室 (平成 25年 8月 22日 ～25日 )於 「七沢自然ふれあいセンター」

参
加
者

（学
生
班
）

（算
用
数
字
は
参
加
学
生
数
）

東
北
大
学
１
　
林現
波
大
学
１
　
東
京
大
学
１
　
亜
細
亜
大
学
１

神
奈
川
大
学
１
　
國
學
院
大
學
２
　
専
修
大
学
２
　
拓
殖
大
学
１

明
星
大
学
ｌ
　
一界
都
大
学
２
　
ユエ
命
館
大
学
１
　
大
阪
大
学
３

追
手
門
学
院
大
学
１
　
九
州
工
業
大
学
２
　
九
州
産
業
大
学
１

中
村
学
園
大
学
２
　
熊
本
大
学
２
　
宮
崎
公
立
大
学
１

ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル

・
イ
ン
・
ジ
ヤ
バ
ン
高
等
学
校
１

計
　
一二
十
九
名

（）つ
ち
女
子
六
名
）

（社
会
人
参
加
者
）
　

二
十
二
名

（う
ち
女
子
七
名
）

（招
聘
講
師
）
　

一
名

（国
民
文
化
研
究
〈
こ

　

エハ
十
八
名

（事
務
局

・
ア
ル
バ
イ
ト
）
　

五
名

（見
学
者

・
慰
霊
祭
協
力
）
　

七
名

総
計
　
一
四
二
名

学
習
院
大
学
１

中
央
大
学
１

福
岡
大
学
１０
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回数 年 度 開催地
加
員
参
人

主 要 講 師

1 昭和31年 霧 島 広田洋二・日下藤吾・川井修治

2 7/ R2`E 福  岡 竹山道雄・高山岩男・浅野晃

3 // 33fF 佐  賀 勝部真長・木下彪・森三十郎
// 344F 阿 蘇 花田大五郎・中山優・野口恒雄

″ 3541 雲 仙 木内信胤・花田大五郎・佐藤慎一郎

6 // 364■ 雲  仙 小林秀雄・木内信胤・津下正章

7 37笙「 阿 蘇 福田恒存・木内信清L・ 黒岩一郎
// 38笙F 雲  仙 竹山道雄・木内信清L・ 木下広居
// 39イF 桜 島 小林秀雄 。広田洋二 木内信胤

0 // 40FF 大  分 岡潔・花見達二・木内信消L・ 夜久正雄

l ク 41年 雲 仙 福田恒存・木内信胤・戸川尚
// 42イF 阿 蘇 336 林房雄・大田耕造・木内信消L

3 43イF 霧  島 353 竹山道雄・高谷覚蔵 。木内信消L

4 44イ
「 阿  蘇 岡潔・木内信胤・木下道雄・奥田克巳

45年 雲  仙 小林秀雄 木内信胎L・ 桑原暁一
46fF 霧  島 村松剛・木内信胤・戸田義雄

7 47年 阿  蘇 木内信胤 山本勝市・胡蘭成
ク 48年 雲  仙 村松剛・木内信胤・山口宗之
// 49年 霧  島 小林秀雄・木内信胤・戸田義雄
// 50年 阿 蘇 福田恒存 木内信清L・ 夜久正雄
″ 51年 佐世保 長谷川オ次 村松剛・木内信消L
// 52年 雲 仙 木内信胤・衛藤藩吉・高木尚一
// 53年 阿 蘇 小林秀雄・木内信胤・松本唯一

ク 54年 霧 島 木内信胤・高山岩男・山田輝彦

554F 雲  仙 福田恒存・法眼晋作・宝辺正久
ク 56年 阿  蘇 齋藤忠・村松岡J・ 青砥宏一

// 57年 霧  島 齋藤忠・黛敏郎・幡掛正浩

58年 雲  仙 齋藤忠・小堀桂一郎・長内俊平
// 59年 阿 蘇 吉岡一郎 小堀桂一郎・加納祐五
// 60年 阿 蘇 市原豊太・高村坂彦・小田村四郎

″ 61年 島 原 江藤淳・村松剛・小柳陽太郎
″ 62年 阿 蘇 小堀桂一郎・鈴木一・開正臣
″ 63年 島  原 児島襄 小堀桂一郎・加納祐五
平成元年 島 原 村松岡1 山田輝彦・国武忠彦
2年 阿  蘇 黛敏郎・小柳陽太郎 占部賢志
ク 3年 厚  木 田久保忠衛・国武忠彦・山内健生
ク 4年 阿 蘇 257 村松岡l・ 平川祐弘・奥冨修一

5年 厚 木 村松剛・佐伯彰―・白濱裕

ク 6年 阿  蘇 徳岡孝夫 小堀桂一郎・絹田洋一
″ 7年 厚  木 小川三夫・長谷川三千子・東中野修道

一 “合宿教室"58年の歩み一
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回数 年 度 開催地
加
員

参

人 主 要 講 師

″ 8年 阿 蘇 竹本忠雄・伊藤哲夫・坂口秀俊
ク 9年 厚 木 213 西尾幹二・竹本忠雄・酒村組一郎

0年 阿  蘇 小堀桂一郎・徳岡孝夫・志賀建一郎

1年 富  士 井尻千男・長谷川三千子・山口秀範

2年 阿  蘇 小堀桂一郎 。東中野修道・布瀬雅義

3年 富  士 伊藤哲夫・長谷川三千子・小野吉宣

4年 江田島 中西輝政・山内健生 。青山直幸

5年 富  士 小堀桂一郎・伊藤哲夫・占部賢志
// 16年 阿  蘇 中西輝政・小田村四郎
″ 17年 伊 勢 長谷川三千子・松浦光修
″ 184F 霧  島 井尻千男・吉田好克・占部賢志
″ 19年 奈 良 小堀桂一郎・小川三夫・小野吉宣
// 204F 伊  勢 伊藤哲夫・占部賢志
″ 21年 厚  木 長谷川三千子・ペマギャルポ・占部賢志
″ 224「 阿 蘇 中西輝政・小柳左門
// ,R4E 江田島 小堀桂一郎・山内健生
″ 24`F 阿  蘇 竹田恒泰・小柳志乃夫
// 2ら 4ニ 厚  木 伊藤哲夫・國武忠彦

累計・参加人員 14,594
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(公社)国民文化研究会・大学教富有志協日会 主催

平成25年 第58回全国学生青年 “合宿教室"日程表  (厚木)

受 付 :1● :00日綸

日会式 :14:●0■繊

開会式
(挨拶)国民文化研究会 代表

オリエンテーション

合書饉旨説明及び諸注意伝達

合薔運営委員長 廣木 寧氏
合書指揮班長  最知浩―氏

起床 (6:00) 起床 (6:00) 起床 (6:CO)

朝の集ひ 朝の集ひ 朝の集ひ

朝食 00■ 朝食

講麟

「近臓譜日の動向と日本日のありやう

日本政策研究センター 代表
伊藤哲夫先生

膊鶴

「古事記一神武天皇―」

昭和音楽大学名ヨ教授

□E忠●先生

請●

「思想の日輌」

中島法律事務所

中島繁樹先生

種別研修

費疑慮薔

班割研修

11‖

全体感想自由発表

理自研●
地区別慇議

感想文●●

第二回短歌自作

昼食 昼食 ゼ慶b)日調議会理●●|

合書運営委員長 廣木 事氏

日会式饉了(1000'後 、●食 
“

艘

‐
"′
~~彙
晨■人臓

“大阪澤広鶴口海環境菫薔センター

ス米■俊先生 全員発表 北濱 菫氏

劇作短歌全体批評

コ後信用金暉石日支店

■44o  須
田清文先生

班別短歌相互批椰

野外研修・短歌劇作

「大山」散策

(短歌提出)

自己紹介及び班別研修

「 0本への回帰 B48集」輌読

舛
鳩
　
輔

殖
鳩
　
朧

食

浴

　

聰

夕

入

　

休

講 話

合自導入講彗

「再生すべき『日本』とは何か

東洋崎0
E本秀―郎先生
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第
五
十
八
回

″合
宿
教
室
″
の
あ
ら
ま
し

（八
月
二
十
二
日

・
木
曜
日
）

第
五
十
八
回
全
国
学
生
青
年
合
宿
教
室
は
、
神
奈
川
県
厚
木
市

「七
沢
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
に
て
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら
集

っ
た
参
加
者

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
ひ
を
胸
に
受
付
を
済
ま
せ
、
開
会
式
に
臨
ん
だ
。

一一

開
会
式

合
宿
教
室
は
京
都
大
学

一
年
安
永
知
生
君
の
開
会
宣
言
で
幕
を
開
け
た
。
国
歌
斉
唱
に
続

い
て
、

「戦
時

・
平
時
を
問
は
ず
祖
国
日
本
の
た
め
に
尊

い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
す
べ
て
の
祖
先
の
み
霊
」

へ
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。
次
い
で
主
催
者
を
代
表
し
て
今
林
賢
郁
国
文
研
副
理
事
長
が

「敗
戦
後
遺
症

を
克
服
し
て
生
き
生
き
と
し
た
日
本
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
国
民

一
人

一
人
、
と
り
わ
け
若

い
学
生
青
年
の
心
の
中
に
国
を
思
ふ
心
を
蘇
ら
せ
た
い
。

そ
れ
が
合
宿
教
室
を
続
け
て
ゐ
る
私
共
の
願
ひ
で
す
」
と
述
べ
た
。
来
賓
の
宮
台
功
厚
木
市
副
市
長
か
ら

「激
励
の
お
言
葉
」
を
頂
戴
し
た
後
、
参
加

学
生
を
代
表
し
て
東
京
大
学
大
学
院

一
年
の
高
木
悠
君
が

「班
員
、
講
師
、
さ
ら
に
は
先
人
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
ま
せ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。
廣
木
寧
合
宿
運
営
委
員
長
は
、
こ
こ
で
学
ぶ
歴
史
は
暗
記
物
で
は
な
い
。
先
人
の
言
葉
に
学
び
、
そ
の
魂
に
触
れ
る
歴
史
だ
。

歴
史
の
大
海
は
皆
さ
ん
を
溺
れ
さ
せ
ず
、
伸
び
伸
び
と
泳
が
さ
う
と
待
ち
構
へ
て
ゐ
る
。
楽
し
く
学
ん
で
ほ
し
い
と
語
り
か
け
た
。



△暑
導
入
講
義
　

「再
生
す
べ
き

『日
本
』
と
は
何
か
―

「武
士
道
」
を
通
し
て
考
へ
る
―
」

東
洋
紡
い
　
庭
　
本
　
秀
　
一　

郎
　
先
生

冒
頭
で
、

「歴
史
に
日
本
の
再
生
を
学
ば
う
」
と
参
加
を
呼
び
か
け
て
来
た
が
、
そ
の

「再
生
す
べ
き
日
本
」
は
、

ど
こ
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
は
先
人
の
言
葉
に
感
応
す
る
私
た
ち
の
心
の
中
に
あ
る
と
強
く
述
べ
ら
れ
、
ま
づ
新
渡
戸
稲

造
の
著
書
で
あ
る

『武
士
道
』
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。

ド
イ

ツ
留
学
時
代
の
新
渡
戸
が
、
ベ
ル
ギ
ー
人
教
授
か
ら
、
学
校
で
宗
教
を
教

へ
ず
し
て
ど
う
し
て
道
徳
教
育
を
授

け
る
の
か
と
の
質
問
に
答

へ
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
が

『武
士
道
』
著
述
の
動
機
と
な

っ
て
ゐ
た
こ
と
を
、
講
師
自
身
が

学
生
の
頃
米
国
に
留
学
し
、

「神
道
は
邪
教
だ
か
ら
改
宗
し
た
方
が
良
い
」
と
言
は
れ
て
自
身
の
宗
教
に
つ
い
て
初
め

て
意
識
し
た
経
験
と
重
ね
合
せ
な
が
ら
説
き
始
め
ら
れ
た
。

『武
士
道
』
に
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
徳
目
は
、
私
達
の
価
値
観
の
中
に
も
生
き
て
ゐ
る
と
し
て
、
そ
の
要
と
な
る
価
値
で
あ
る

「忠
義
」
が
命
を
か
け

て
実
行
さ
れ
た
こ
と
を
吉
田
松
陰

『講
孟
劉
記
』
か
ら
の

一
節
を
抄
出
し
て
説
か
れ
た
。

「君
に
事

へ
て
遇
は
ざ
る
時
は
、
諌
死
す
る
も
可
な
り
、
幽

囚
す
る
も
可
な
り
、
飢
餓
す
る
も
可
な
り
。
是
等
の
事
に
遇

へ
ば
、
其
の
身
は
功
業
も
名
誉
も
無
き
如
く
な
れ
ど
も
、
人
臣
の
道
を
失
は
ず
、
永
く
後

世
の
模
範
と
な
り
、
必
ず
其
の
風
を
観
感
し
て
興
起
す
る
者
あ
り
」
。
自
ら
の
社
会
経
験
を
拠
り
所
に
松
陰
の
言
葉
に
近
づ
か
う
と
し
た
過
程
を
語
ら

れ
た
。

最
後
に
、
先
人
の
言
葉
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
、
考

へ
、
感
じ
と

っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
訴

へ
て
講
義
を
締
め
く
く
ら
れ
た
。

講
義
終
了
後
、
参
加
者
は
各
班
室
に
戻
り
、
導
入
講
義
に
つ
い
て
の
班
別
研
修
を
行

っ
た
。
講
義
内
容
を
正
確
に
た
ど
り
な
が
ら
、
講
師
の
最
も
伝

へ
た
か
っ
た
こ
と
、
重
要
な
こ
と
は
何
か
を
確
認
し
、
そ
の
う
へ
で
各
々
の
思
ふ
こ
と
を
論
じ
合

っ
た
。
な
ほ
、
こ
の
班
別
研
修
は
、
以
後
の
各
講
義
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の
後
に
も
行
は
れ
た
。
緊
張
の
せ
ゐ
か
、
初
め
の
う
ち
は
意
見
も
少
な
く
発
言
も
限
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
お
互
ひ
に
打
ち
解
け
る
に
従
ひ
次
第
に
討
論
も

活
発
と
な
り
、
班
員
相
互
の
交
流
が
深
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

（八
月
二
十
三
日

ｏ
金
曜
日
）

合
宿
の
日
程
は

「朝
の
集
ひ
」
か
ら
始
ま
る
。
す
が
す
が
し
い
空
気
の
中
、
国
旗
掲
揚
、
体
操
を
行

っ
た
後
、
毎
朝
唱
歌
の
プ
リ
ン
ト
が
配
布
さ
れ
、

元
山
口
県
立
熊
毛
南
高
校
教
諭
の
賓
邊
矢
太
郎
氏
に
よ
り
、
歌
の
な
つ
か
し
い
紹
介
と
皆
で
の
合
唱
が
行
は
れ
た
。
唱
歌
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

二
日
目

（八
月
二
十
三
日
）

「埴
生
の
宿
」

三
日
目

（八
月
二
十
四
日
）

「冬
の
夜
」

四
日
目

（八
月
二
十
五
日
）

「故
郷
」

講
　
義

「近
隣
諸
国
の
動
向
と
日
本
国
の
あ
り
や
う
」

日
本
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
代
表
　
政
治
ア
ナ
リ
ス
ト
　
伊
　
藤
　
哲
　
夫
　
先
生

先
生
は
ま
づ
、
中
国
の
動
向
か
ら
始
め
ら
れ
た
。

「中
国
公
船
に
よ
る
領
海
侵
犯
が
繰
り
返
さ
れ
て
ゐ
る
。
中
国
の

『尖
閣
は
我
が
物
』
と
い
ふ
主
張
は
ウ
ソ
で
固
め
ら
れ
た
も
の
で
、
根
拠
が
な
い
。
し
か
し
恥
か
し
げ
も
な
く
国
際
社

会
に
繰
返
し
言
ひ
続
け
て
ゐ
る
。
中
国
が
主
張
す
る

「尖
閣
諸
島
は
台
湾
に
付
属
す
る
島
だ
』
と
す
る
主
張
は
、
カ
イ

ロ
宣
言
や
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
照
ら
し
て
も
根
拠
な
い
」
。

次
に
韓
国
の
動
き
に
触
れ
ら
れ
、
そ
の

「反
日
」

一
色
の
暴
走
は
常
軌
を
逸
し
て
ゐ
て
理
解
を
超
え
て
ゐ
る
と
指
摘

さ
れ
た
。
戦
前
の
法
律
に
基
づ
い
た

「徴
用
」
が
日
本
の
左
翼
用
語
で
あ
る

「強
制
連
行
」
と
同
義
語
に
使
は
れ
て
ゐ
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る
こ
と
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
財
産
請
求
権
の
処
理
が
十
三
年
間
に
渡
る
交
渉
で
ま
と
ま
り
、
日
本
か
ら
の
経
済
協
力
資
金
が
韓
国
の
経
済
発

展
の
基
盤
に
な

っ
て
ゐ
る
こ
と
等
々
を
事
実
に
即
し
て
説
明
さ
れ
た
。

そ
し
て
中
韓
両
国
の
筋
の
通
ら
な

い
主
張
は
ど
こ
か
ら
出
て
く
る
の
か
を
次

の
や
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

「中
国
に
は

″
正
史
″
と
い
ふ
考

へ
方
が

あ

っ
て
、　
一
つ
の
王
朝

・
権
力
者
が
革
命
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
る
と
、
倒
し
た
側
は
自
分
に
都
合
の
良

い
歴
史
を
つ
く
る
。
現
政
権
か
ら
見
た

『正
し
い

歴
史
認
識
』
、
そ
れ
は
い
は
ば
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
も
言

へ
る
が
、
中
国
共
産
党
政
権
に
よ
る

『大
躍
進
』
や

『文
化
大
革
命
』

『天
安
門
事
件
』

へ
の

評
価
、

『南
京
大
虐
殺
三
十
万
人
』
と

い
ふ
数
字
の
決
め
方
に
も
現
れ
て
ゐ
る
。
す
べ
て
が
政
治
と
な

っ
て
ゐ
る
。
そ
こ
に
は
極
端
な
権
力
闘
争
の
連

続
と

『自
分
達
が
世
界
の
中
心
な
ん
だ
』
と
す
る

″中
華
思
想
″
が
あ
る
。　
一
方
、
韓
国
に
は
勢
力

の
強
い
方
に
す
り
寄
り
、
日
本
を
野
蛮
国
だ
と
見

下
す

″事
大
主
義
″
が
あ
る
。
中
韓
と
も
、
近
代
国
際
法
に
基
づ
く
公
正
な
秩
序
を
尊
重
す
る
観
念
が
未
発
達
で
、
歴
史
を
貫
く

一
貫
し
た
考

へ
方
が

存
在
し
な
い
」
。

そ
の
後
、
先
生
は
中
韓
と
は
国
の
本
質
を
異
に
す
る
日
本
の
文
化
的
な
奥
深
さ
、
公
正
さ
を
知

っ
て
は
し
い
と
、
明
治
初
期
の
文
明
開
化
時
に
於
け

る
思
想
の
混
乱
に
触
れ
、
如
何
に
し
て
本
来
の
日
本
の
国
柄
に
戻
し
た
か
を

「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
と

「教
育
勅
語
」
を
読
み
な
が
ら
説
か
れ
、
国
家

の
中
心
が
何
な
の
か
、
何
を
大
切
に
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
か
と
い
ふ
基
本
軸
を
把
持
し
続
け
た
官
僚

・
井
上
毅
が
果
し
た
思
想
的
な
役
割
に
つ
い
て

触
れ
講
義
を
終

へ
ら
れ
た
。

短
歌
創
作
導
入
講
義

大
阪
湾
広
域
臨
海
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
　
久
　
米
　
秀
　
俊
　
先
生

最
初
に
、
東
日
本
大
震
災
の
折
、
教
師
を
し
て
ゐ
た
息
子
を
亡
く
し
た
母
親

の
悲
し
み
、
児
童
を
守
れ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
息
子
の
無
念
を
思
ひ
や

る
母
親
の
気
持
ち
が
偲
ば
れ
る
連
作
短
歌
を
紹
介
し
な
が
ら
、

「短
歌
を
通
し
て
、
時
間
、
空
間
を
超
え
て
切
実
な
体
験
や
真
摯
な
思
ひ
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
語
ら
れ
た
。
次
に
明
治
時
代
の
正
岡
子
規
が

「歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」
の
中
で
と
り
あ
げ
た
紀
貫
之
と
源
実
朝
の
短
歌
へ
の
批
評
を
紹
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介
さ
れ
、

「子
規
は
、
技
巧
的
な
巧
み
さ
比
べ
を
す
る
や
う
な
短
歌
で
は
な
く
、
源
実
朝
の

『
八
大
竜
王
雨
や
め
た
ま

へ
」
と
祈
る
歌
に
見
ら
れ
る
嘘
偽
り
の
な

い
真
率
な
心
情

の
こ
も

っ
た
短
歌
を
好
ん
で
、
そ
れ
を
目
指
し
た
」
と
話
さ

れ
た
。

続
い
て
、
子
規
の
短
歌
革
新
の
志
に
魅
か
れ
て
弟
子
入
り
し
た
伊
藤
左
千
夫
が
師
の
正
岡
子
規
と
遣
り
取
り
し
た
短

歌
を
紹
介
さ
れ
、

「子
規
の
病
床
の
苦
し
み
に
左
千
夫
が
心
を
寄
せ
、
左
千
夫

の
病
弱
の
子
供
の
看
病

の
苦
労
に
子
規

が
心
を
寄
せ
る
広
や
か
な
心
の
交
流
の
世
界
を
感
じ
ら
れ
る
」
と
、
短
歌
を
詠
み
交
は
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
生
涯
の
友

や
師
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら
れ
た
。

最
後
に
、
題
材
、
用
語
な
ど
短
歌
の
作
り
方
の
基
本
を
い
く
つ
か
説
明
さ
れ
、
感
動
の
あ
り
の
ま
ま
を
言
葉
に
し
て
欲
し
い
と
講
義
を
結
ば
れ
た
。

野
外
研
修

（大
山
散
策
）

短
歌
創
作
を
か
ね
て
参
加
者
は
バ
ス
に
分
乗
し
て
関
東
総
鎮
護
の
大
山
阿
夫
利
神
社

（下
社
）
に
向
っ
た
。
崇
神
天
皇
の
御
代
に
創
建
さ
れ
た
と
伝

へ
ら
れ
る
式
内
社
で
、
江
戸
時
代
か
ら
多
く
の
参
詣
者
を
集
め
て
ゐ
る
由
緒
あ
る
古
社
で
あ
る
。

古
典
講
義

「身
を
修
む
る
を
以
て
本
と
為
す
―
先
人
に
習
ふ
生
き
方
―
」

的
寺
子
屋
モ
デ
ル
代
表
取
締
役
　
山
　
口
　
秀
　
範
　
先
生

冒
頭
、
合
宿
教
室
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る

「先
人
の
言
葉
に
学
ぶ
」
と
い
ふ
こ
と
の
楽
し
さ
、
大
切
さ
に
つ
い
て
伝
へ
た
い
と
仰
っ
て
講
義
を
始
め
ら

れ
た
。

『論
語
』
の

一
節

「学
び
て
時
に
之
を
習
ふ
…
」
を
挙
げ
ら
れ
、
こ
こ
に

『学
ぶ
』
こ
と
の
喜
び
が
第

一
に
説
か
れ
て
ゐ
る
。

『学
ぶ
』
と
は

す
な
は
ち
歴
史
上
の
立
派
な
人
物
に

『真
似
る
』
こ
と
に
通
ず
る
と
述
べ
ら
れ
、
そ
の
実
践
者
と
し
て
、
江
戸
時
代
の
中
江
藤
樹
が
、

『大
學
』
に
記
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さ
れ
た
古
代
の
聖
人
の
学
問
に
対
す
る
姿
勢
に
憧
れ
、
そ
れ
に
習

っ
て
学
問
の
道
に
進
み
、
遂
に
は

「近
江
聖
人
」
と

ま
で
称
さ
れ
る
大
学
者
と
な

っ
た
こ
と
を
紹
介
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
同
じ
く
江
戸
時
代
の
熊
沢
蕃
山
が
若
き
日
に

「学

問
の
師
」
を
求
め
て
ゐ
た
折
、
後
に
師
事
す
る
藤
樹
を
知
る
こ
と
と
な

っ
た
際
の
逸
話

（旅
人
が
馬
上
に
忘
れ
た
二
百

両
を
そ

っ
く
り
そ
の
ま
ま
持
ち
主
に
届
け
た
馬
子
が
藤
樹
の
教

へ
を
仰

い
で
ゐ
た
話
を
耳
に
し
て
、
藤
樹
先
生
こ
そ
我

が
師
だ
…
）
を
紹
介
さ
れ
た
。
蕃
山
が
藤
樹
に
出
会
ふ
と
い
ふ

「
人
の
縁
」
に
触
れ
て
、
こ
の
や
う
な
出
会
ひ
が
、
こ

こ
で
学
ん
で
ゐ
る
学
生
諸
君
に
ま
さ
に
明
日
起
る
や
も
知
れ
な
い
。
そ
の
出
会
ひ
の
機
縁
は
各
々
の
求
め
る
心
の
真
剣

さ
に
か
か
っ
て
ゐ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

最
後
に
、
若

い
学
生
諸
君
に
対
し
、
自
分
探
し
で
は
な
く
、
藤
樹
や
蕃
山
の
や
う
に
、
良
き
師
を
求
め
て
、
歴
史
上
の
偉
人
の
生
き
方
に
お
手
本
を

見
出
し
、
そ
れ
を
真
似
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
蕃
山
が
学
問
の
基
本
姿
勢
と
し
た

「
一
人
の
日
本
人
と
し
て
学
ぶ
」
と
い
ふ
こ
と
も

感
じ
て
欲
し
い
と
語
ら
れ
た
。

（八
月
二
十
四
日

・
土
曜
日
）

「古
事
記
―
神
武
天
皇
―
」

昭
和
音
楽
大
学
名
誉
教
授
　
國
　
武
　
忠
　
彦
　
先
生

初
め
に

「
日
本
人
は
天
皇
に
つ
い
て
教

へ
ら
れ
な
さ
過
ぎ
た
が
、
歴
史
の
中
で
考

へ
て
初
め
て
分

っ
て
く
る
の
が
天
皇
で
あ
り
、
古
事
記
を
読
ま
ず

し
て
天
皇
は
分
か
ら
な
い
」
と
話
さ
れ
て
、

『古
事
記
』
の
神
と
天
皇
の
系
譜
の
話
に
入
ら
れ
た
。

高
御
産
巣
日
神

の

「
ム
ス
と
は
成
り
出
で
る
も
の
の
こ
と
で
あ
り
、
不
思
議
や
驚
き
が
日
本
の
神
様
で
あ
る
。
何
と
自
然
で
身
近
で
分
り
や
す
い
神

様
だ
ら
う
か
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
次
に
天
孫
降
臨

・
国
譲
り

・
御
東
征
に
触
れ
る
な
か
で
、　
コ
ロ向
け
や
は
す
」
に
つ
い
て

「
日
本
の
平
定
は
言
葉
で

講
　
義
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こ
ち
ら
に
向
け
さ
せ
る
。
征
伐
で
は
な
く
、
道
理
を
正
し
て
相
手
を
帰
服
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
だ
ら

う
」
と
述
べ
ら
れ
、
ま
た

「ウ
シ
ハ
ク
」
と

「
シ
ラ
ス
」
に
つ
い
て

「な
ぜ
言
葉
を
分
け
た
か
が
日
本
を
知
る
鍵
で
あ

る
」
と
指
摘
さ
れ
、

「
ウ
シ
ハ
ク
が
自
分
の
占
有
物
と
す
る
占
領
す
る
意
味
で
あ
る
の
に
対
し
、
シ
ラ
ス
と
は
、
知
る

こ
と
、
即
ち
国
土
国
民
の
心
、
魂
を
我
が
物
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
で
あ
り
、
実
際
に
現
地
に
行

っ
て
見
て
知
っ
て
精

通
す
る
や
う
な
意
味
合
ひ
で
、
天
皇
様
の
や
う
な
公
平
無
私
の
お
立
場
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
に
な
る
の
で

は
な
い
で
せ
う
か
」
。
ま
た

『日
本
書
紀
』
の

「天
壌
無
窮
の
神
勅
」
を
示
さ
れ

「
日
本
を
日
本
た
ら
し
め
て
ゐ
る
根

本
の
言
葉
で
あ
り
、
日
本
人
は
こ
れ
に
よ
つ
て
天
皇
様
を
お
守
り
し
て
来
た
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

さ
ら
に

「知
る
と
は
心
に
味
は

っ
て
国
民
の
心
を
己
の
内
部
に
再
生
す
る
、
対
象
と

一
体
と
な

っ
て
分
る
こ
と
で
あ
る
。
天
皇
様
は
常
に
そ
れ
を
な

さ
っ
て
を
ら
れ
、
国
民
は
そ
の
天
皇
様
が
お
い
で
に
な
る
こ
の
国
に
生
れ
た
喜
び
を
感
じ
、
こ
の
方
の
た
め
な
ら
命
を
捧
げ
て
も
い
い
と
思

っ
て
来
た
。

こ
れ
が
国
の
元
首
で
あ
り
、
象
徴
で
あ
る
。
天
皇
は
現
憲
法
の
第

一
条
に
書
か
れ
て
は
ゐ
る
が
、
呆
し
て
さ
う

い
ふ
所
ま
で
私
た
ち
の
認
識
は
深
ま

っ

て
ゐ
る
で
せ
う
か
」
と
問
ひ
か
け
ら
れ
た
。

学
生
発
表

國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科
二
年
　
相
　
澤
　
　
守

初
め
て
参
加
し
た
合
宿
教
室
で
、
昭
和
天
皇
の
終
戦
時
の
御
製
を
知
り
、
自
分
の
身
は
ど
う
な
ら
う
と
、
国
や
国
民

を
守
ら
う
と
さ
れ
る
切
実
な
御
心
に
大
変
感
動
し
た
と
い
ふ
体
験
を
語
っ
た
。
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会
員
発
表

福
岡
大
学
経
済
学
部
四
年
　
西
　
脇
　
悠
　
平

大
学
の
勉
強
会
、
福
大
寺
子
屋
塾
で
の
勉
強
を
通
し
て
知
っ
た
宮
本
邦
彦
警
部
と
野
村
望
東
尼
を
紹
介
し
、
自
ら
も

二
人
の
や
う
に
誰
か
の
た
め
に
行
動
で
き
る
日
本
人
に
な
り
た
い
と
の
決
意
を
述
べ
た
。

大
阪
大
学
経
済
学
部
四
年
　
岩
　
井
　
中
　
　
健

就
職
活
動
の
際
、

「生
活
の
安
定
」
を
第

一
に
考

へ
て
ゐ
た
が
、
吉
田
松
陰
先
生
の
生
き
方
を
知
り
、

「自
分
が
ど

う
社
会
に
貢
献
で
き
る
か
」
を
考

へ
る
こ
と
の
重
要
性
に
気
づ
い
た
と
語
っ
た
。

合
宿
運
営
副
委
員
長
　
北
　
濱
　
　
道
　
氏

戦
前
昭
和
十
年
代
、
当
時
の
形
骸
化
し
た
学
風
を
正
す
べ
く
学
園
の
正
常
化
に
力
を
尽
さ
れ
、
戦
時
中
に
亡
く
な
ら

れ
た
人
達
の
手
紙
、
歌
、
日
記
等
を
収
め
た

『
い
の
ち
さ
さ
げ
て
―
正

・
続
―
』

（国
文
研
叢
書
１９

・
２０
）
を
紹
介
し

た
。
こ
の
本
に
収
録
さ
れ
て
ゐ
る
方
々
が
、

「友
達
と
心
が
通
ひ
合
ふ
世
界
を
求
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
な
か
な
か
実

感
で
き
な
い
苦
し
み
を
打
ち
明
け
て
を
ら
れ
、
そ
こ
に
心
が
動
か
さ
れ
た
」
と
語
り
、
特
に
心
惹
か
れ
た
と
い
ふ
若
野

秀
穂
さ
ん
の
連
作
短
歌
を
紹
介
し
、
感
想
を
述
べ
た
。
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創
作
短
歌
全
体
批
評

羽
後
信
用
金
庫
石
脇
支
店
　
須
　
田
　
清
　
文
　
先
生

班
別
で
の
相
互
批
評
を
前
に
し
て
、
必
携
書

『短
歌
の
す
す
め
』
か
ら
相
互
批
評
の
注
意
点
と
し
て
、
自
分
が
高

い

立
場
に
立

っ
て
の
批
評
は
避
け
る
べ
き
こ
と
、
思
ひ
つ
き
の
批
評
は
避
け
る
こ
と
、
作
者
の
表
現
を
忠
実
に
守
る
こ
と

の
三
点
を
挙
げ
ら
れ
た
。
続
い
て
、
参
加
者
の
短
歌
を
何
点
か
と
り
あ
げ
、
正
確
な
表
現
に
字
句
を
な
ほ
さ
れ
、
他
人

に
分
る
や
う
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
る
か
、
取
り
組
ま
れ
た
。
相
互
批
評
は
、
短
歌
を
直
す
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
詠
者
の
心
に
添

っ
て
、
よ
り
適
切
な
言
葉
を
さ
が
す
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

最
後
に
合
宿
に
寄
せ
ら
れ
た
国
文
研
会
員

の
歌
を
紹
介
し
、
明
治
天
皇
御
製

「
た
の
し
み
」

（明
治
四
十
年
）
、

「か
へ
り
ご
と
待

つ
ぞ
た
の
し
き

つ
み
た
め
し
こ
と
の
は
ぐ
さ
を
人
に
み
せ
つ
つ
」
を
紹
介
さ
れ
、

「歴
史
に
日
本
の
再
生
を
学
ば
う
―
先
人
の
言
葉

に
学
ぶ
―
」
と
の
本
合
宿
の
テ
ー
マ
と
も
関
連
づ
け
て
短
歌
相
互
批
評
の
大
切
さ
を
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
た
。

班
別
短
歌
相
互
批
評

全
体
批
評
の
あ
と
班
別
短
歌
相
互
批
評
が
行
は
れ
た
。
自
分
の
心
の
動
き
を
正
確
に
表
現
し
相
手
に
伝

へ
る
こ
と
の
難
し
さ
、
ま
た
人
の
言
は
ん
と

し
て
ゐ
る
こ
と
を
正
確
に
受
け
止
め
る
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。　
一
首

一
首
の
短
歌
を
、
班
員
全
員
が
納
得
で
き
る
表
現
に
し
よ
う
と
尽

力
し
時
間
を
超
過
し
て
し
ま
ふ
班
も
多
く
あ

っ
た
が
、
そ
の
分
自
分
の
心
、
相
手
の
心
を
じ

っ
く
り
と
み
つ
め
る
と
い
ふ
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が

出
来
た
。
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講

話

「憲
法
改
正
に
つ
い
て
」

国
民
文
化
研
究
会
名
誉
会
長
　
一九
拓
殖
大
学
総
長
　
小
　
田
　
村
　
　
四
　
郎
　
先
生

日
本
国
憲
法
は
、
占
領
軍
が
起
草
し
て
、
占
領
軍
が
日
本
に
強
制
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、

「内
容
的
に
見

て
も
、
全
く
憲
法
の
名
に
値
し
な
い
代
物
で
あ
る
。
憲
法
は
国
家
と
不
可
分
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
日
本
国
憲
法
に
は

国
家
が
存
在
し
な
い
。
典
型
的
に
は
、
第
九
条
で
、
国
家
の
基
本
的
な
要
素
で
あ
る
国
防
、
軍
隊
を
否
定
し
て
ゐ
る
」

と
根
本
的
な
疑
念
を
示
さ
れ
た
。

「帝
国
憲
法
は
、
大
変
柔
軟
性
の
あ
る
憲
法
で
あ
り
、
美
濃
部
達
吉
博
士
も
佐
々
木

惣

一
博
士
も
改
正
す
る
必
要
な
し
と
の
意
見
で
あ

っ
た
」
と
、
お
よ
そ
学
校
で
は
教

へ
ら
れ
て
ゐ
な

い
事
実
を
示
さ
れ

た
後
、
日
本
国
憲
法
制
定
史
の
真
実
と
、
帝
国
憲
法
の
真
実

の
二
点
を
、
国
民
が
知
る
こ
と
が
、
憲
法
改
正
の
た
め
に

是
非
と
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
痛
感
し
て
ゐ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

慰
霊
祭

齋
行
に
先
立

っ
て
、
元
山
口
県
立
熊
毛
南
高
校
教
諭
の
費
邊
矢
太
郎
先
生
か
ら
、
慰
霊
祭
齋
行
の
趣
旨
と
祭
儀
の
手
順
が
説
明
さ
れ
た
。
開
会
式
の

初
め
に

「戦
時

・
平
時
を
間
は
ず
祖
国
日
本
の
た
め
に
尊

い
い
の
ち
を
捧
げ
ら
れ
た
す
べ
て
の
祖
先
の
み
霊
」
に

一
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
た
こ
と
に
触

れ
て
、

「慰
霊
祭
と
い
ふ

一
つ
の
形
を
通
し
て
私
た
ち
の
心
を
と
と
の
へ
、
国
の
た
め
に
尊

い
い
の
ち
を
捧
げ
ら
れ
た
す
べ
て
の
祖
先
の
み
霊
を
お
祭

り
の
庭
に
お
迎

へ
し
、
海
の
幸
山
の
幸
を
お
供

へ
し
て
、
お
も
て
な
し
を
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
説
か
れ
、

「
そ
の
方
々
が
後
の
世
に
託
し
遺
さ
れ
た

お
気
持
ち
を
お
偲
び
し
、
私
た
ち
も
ま
た
受
け
継
い
で
行
か
う
と
の
思
ひ
を
こ
め
て
お
祭
り
を
し
た
い
」
と
言
葉
を
重
ね
ら
れ
た
。
ま
た
み
霊
に
対
す

る
所
作
と
し
て
、

「最
敬
礼
」

「低
頭
」

「
二
拝
二
拍
手

一
拝
」
等
の
仕
方
を
具
体
的
に
示
さ
れ
、
神
社
に
お
参
り
の
際
も
実
行
さ
れ
た
い
と
促
さ
れ

た
。
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慰
霊
祭
は
宿
舎
か
ら
徒
歩
五
分
ほ
ど
の
屋
外
に
、
国
文
研
会
員
に
よ

っ
て
設

へ
ら
れ
た
斎
庭
で
厳
修
さ
れ
た
。
祓
詞
に
代

へ
て
山
口
秀
範
常
務
理

事
に
よ
る
、
三
井
甲
之
詠
の

「ま
す
ら
を
の
悲
し
き
い
の
ち
つ
み
か
さ
ね
つ
み
か
さ
ね
ま
も
る
大
和
島
根
を
」
の
朗
詠
に
始
り
、
地
元

・
神
奈
川
県
の

元
小
学
校
長
岩
越
豊
雄
先
生
に
よ
る
御
製
拝
誦
、
澤
部
壽
孫
副
理
事
長
に
よ
る
祭
詞
奏
上
と
続
き
、
次
い
で
参
加
者

一
同
で

「海
ゆ
か
ば
」
を
奉
唱
し

た
。
私
た
ち
の
祖
先
が

古

か
ら
、
山
川
草
木
を
亡
き
人
を
お
祭
り
し
て
き
た
そ
の
ま
ま
に
古
式
ゆ
か
し
く
、
夜
の
し
じ
ま
の
な
か
で
、
祭
儀
は
厳
修

さ
れ
た
。

左
は
拝
誦
さ
れ
た

「御
製
」
と
奏
上
さ
れ
た

「祭
文
」
で
あ
る
。

御
製
拝
誦

明
治
天
皇
御
製

秋
夕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（明
治
三
十
九
年
）

国
の
た
め
う
せ
に
し
人
を
思
ふ
か
な
く
れ
ゆ
く
秋
の
空
を
な
が
め
て

歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（明
治
四
十

一
年
）

ま
ご
こ
ろ
を
う
た
ひ
あ
げ
た
る
言
の
葉
は
ひ
と
た
び
き
け
ば
わ
す
れ
ざ
り
け
り

祝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（明
治
三
十
七
年
）

橿
原
の
宮
の
お
き
て
に
も
と
づ
き
て
わ
が
日
本
の
国
を
た
も
た
む

柱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（明
治
四
十
二
年
）

橿
原
の
と
ほ
つ
み
お
や
の
官
柱
た
て
そ
め
し
よ
り
国
は
う
ご
か
ず

昭
和
天
皇
御
製

暁
鶏
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（昭
和
七
年
）

ゆ
め
さ
め
て
わ
が
世
を
思
ふ
あ
か
つ
き
に
長
な
き
ど
り
の
声
ぞ
き
こ
ゆ
る
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松
上
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（昭
和
二
十

一
年
）

ふ
り
つ
も
る
み
雪
に
た
へ
て
い
ろ
か

へ
ぬ
松
ぞ
を
を
し
き
人
も
か
く
あ
れ

皇
居
内
の
勤
労
奉
仕
者

戦
に
や
ぶ
れ
し
後
の
今
も
な
ほ
民
の
よ
り
き
て
こ
こ
に
草
と
る
（昭
和
二
十
七
年
）

古
の
文
ま
な
び
つ
つ
新
し
き
の
り
を
し
り
て
ぞ
国
は
や
す
か
ら
む

今
上
天
皇
御
製

（平
成
十
九
年
）

務
め
終

へ
歩
み
速
め
て
帰
る
み
ち
月
の
光
は
自
く
照
ら
せ
り

仙
台
市
仮
設
住
宅
を
見
舞
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
（平
成
二
十
四
年
）

禍
受
け
て
仮
設
住
宅
に
住
む
人
の
冬
の
厳
し
さ
い
か
に
と
ぞ
思
ふ

沖
縄
県
訪
問

弾
を
避
け
あ
だ
ん
の
陰
に
か
く
れ
し
と
ふ
戦

の
日
々
思
ひ
島
の
道
行
く

明
治
天
皇
崩
御
百
年
に
当
た
り

様
々
の
新
し
き
こ
と
始
ま
り
し
明
治
の
世
し
の
び

陵

に
詣
づ

祭
文わ

れ
ら
こ
こ
、
さ
ね
さ
し
相
模

最
後
の
夜
を
迎

へ
り

丹
沢
の
山
脈
に
連
な
る
大
山
の
麓

・
七
沢
の
里
に
集
ひ
　
第
五
十
八
回
全
国
学
生
青
年
合
宿
教
室
を
営
み
て
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今
し
天
つ
日
は
沈
み
　
夕
風
そ
よ
ぐ
　
こ
の
合
宿
地
の
さ
や
け
き
草
原
を
　
斎
庭
と
定
め

遠
つ
み
祖
た
ち
　
ま
た
　
み
国
の
た
め
に
尊
き
い
の
ち
を
捧
げ
給
ひ
し
あ
ま
た
の
同
胞
の

み
祭
り
　
仕
へ
ま
つ
ら
む
と
す

顧
れ
ば
　
過
ぎ
し
大
御
戦
に
敗
れ
し
時
ゆ
　
米
国
の
占
領
政
策
及
び
東
京
裁
判
史
観
に
よ
り
　
日
本
の
文
化

・
伝
統
は
否
定
さ
れ
　
み
国
の
行

く
末

い
よ
い
よ
険
し
く
　
危
ふ
き
道
を
ゆ
か
む
と
す
れ
ど
　
ひ
と

へ
に

昭
和
天
皇
　
今
上
陛
下
の
御
聖
徳
に
導
か
れ
　
み
国
の
い
の
ち
は
守
ら
れ
て
来
ぬ

し
か
れ
ど
も
　
ま
こ
と
に
口
惜
し
き
こ
と
に
　
お
ぞ
ま
し
き
自
虐
史
観
は
全
国
の
津
々
浦
々
　
は
た
ま
た
教
育
　
経
済
　
政
治
　
司
法
　
マ
ス

コ
ミ
等
の
各
界
に
ま
で
は
び
こ
り
　
日
本
語
は
乱
れ
　
道
徳
心
は
失
は
れ
　
国
を
護
る
気
概
は
薄
れ
　
こ
の
有
様
に
胸
ふ
た
が
れ
憂
ひ
つ
き
ざ
る

日
々
と
は
な
れ
り

う

つ
し
よ
は
乱
れ
　
東
北
大
震
災
に
遭
遇
し
た
れ
ど
も
　
一一一一星
並
の
幸
は
ふ
み
く
に
の
い
の
ち
は
た
ゆ
る
こ
と
な
く
　
五
十
七
年
の
年
を
か
さ
ね

し
こ
の
合
宿
教
室
に
集
ひ
し
わ
れ
ら
も
ろ
と
も
に
　
伊
藤
哲
夫
先
生
を
は
じ
め
諸
先
生
の
ご
講
義
に
耳
を
傾
け
　
大
御
歌
を
心
に
味
は
ひ
　
あ
る

い
は
古
典
の
言
葉
に
学
び
　
時
を
お
し
み
て
は
　
初
め
て
会
ひ
し
友
と
　

心ヽ
を
開
き
て
語
り
合
ひ
　
大
山
登
山
　
短
歌
創
作
　
班
別
輪
読
　
班
別

研
修
な
ど
を
重
ね
つ
つ
　
日
本
の
行
く
べ
き
道
を
定
か
に
見
定
め
ん
と
　

心ヽ
を
合
せ
て
過
し
来
た
れ
る
さ
ま
を
　
畏
か
れ
ど
も
　
い
ま
し
み
こ
と

た
ち
み
そ
な
は
し
給

ヘ

今
よ
り
の
ち
は
　
大
君
の
み
こ
と
か
し
こ
み
　
か
た
し
と
て
お
も
ひ
た
ゆ
ま
ず
　
つ
と
め
の
庭
に
　
学
舎
に
　
は
た
ま
た
教

へ
の
庭
に
　
ま
ご

こ
ろ
の
往
き
か
ふ
道
を
拓
き
ゆ
き
　
至
ら
ざ
れ
ど
も
　
み
国
の
い
の
ち
を
守
ら
む
と

つ
と
め
て
生
き
む
と
誓
ひ
ま
つ
ら
む
。

天
が
け
る
祖
の
み
霊
よ

願
は
く
は
　
つ
と
め
い
そ
し
む
我
ら
の
ゆ
く
手
を
導
き
た
ま

へ
　
守
ら
せ
給

へ
と
　
，〓
」
に
　
こ
の
合
宿
教
室
参
加
者

一
同
に
代
り
　
澤
部
壽

孫
　
謹
み
敬
ひ
畏
み
畏
み
も
自
す
。

き
よ
め
ま

つ
り
　
と
こ
し
へ
に
み
国
を
守
り
ま
す

み
霊
を
招
ぎ
ま
つ
り
　
な
ぐ
さ
め
ま

つ
ら
む
と
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講
　
義

中
島
法
律
事
務
所
弁
護
士
　
中
　
島
　
繁
　
樹
　
先
生

国
民
文
化
研
究
会
の
前
理
事
長
、
小
田
村
寅
二
郎
先
生
が
若

い
こ
ろ
に
体
験
さ
れ
た
学
問
の
内
容
を
た
ど
り
な
が
ら
、

日
本
の
思
想
の
特
徴
が
ど
こ
に
あ
る
か
に
つ
い
て
話
を
す
す
め
て
行
か
れ
た
。

小
田
村
先
生
が
昭
和
八
年
、
第

一
高
等
学
校
に
入
学
し
当
時
の
学
内
サ
ー
ク
ル

「
昭
信
会
」
で
学
ば
れ
た
こ
と
は
、
聖

徳
太
子
の
ご
思
想
と
明
治
天
皇
の
ご
思
想
だ

っ
た
。
「聖
徳
太
子
の
哀
慇
教
化
の
思
想
と
憲
法
十
七
条
の
思
想
は
、
今
日

ま
で
伝

へ
ら
れ
て
き
た
日
本
人
の
特
徴
的
な
思
考
の
様
相
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
憲
法
十
七
ヶ
条
の
う
ち
の
第

一
条

（和

を
以
て
貴
し
と
為
す
）
、
第
三
条

（詔
を
承
り
て
は
必
ず
謹
め
）
、
第
十
条

（共
に
是
れ
凡
夫
の
み
）
は
、
特
に
日
本
人
に

と

っ
て
大
切
な
思
考
の
原
点
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
ら
れ
、
明
治
二
十
二
年
に
明
治
天
皇
が
制
定
さ
れ
た
大
日
本
帝
国
憲
法
も
、
推
古
朝
以
来
の
国
柄
の

伝
統
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ

っ
た
と
、
「祖
宗
の
遺
烈
を
受
け
萬
世

一
系
の
帝
位
を
践
み
、
臣
民
の
康
福
を
増
進
し
そ
の
諮
徳
良
能
を
発
達
せ
し
め
む

こ
と
を
願
ひ
、
こ
こ
に
大
憲
を
制
定
す
」
と
の
憲
法
発
布
の
上
諭
を
示
さ
れ
た
。

昭
和
十
六
年
、
コ

高
昭
信
会
」
出
身
の
わ
が
国
文
研
の
先
輩
達
は
、
聖
徳
太
子
憲
法
の

「共
に
是
れ
凡
夫
」
の
思
想
に
裏
付
け
ら
れ
て
、
人
間
の

不
完
全
性
と
い
ふ
厳
粛
悲
痛
な
事
実
認
識
に
到
達
し
て
ゐ
た
。
「
そ
の
先
輩
達
は
、
戦
争
は
不
完
全
の
人
間
が
全
力
を
傾
け
て
遂
行
す
る
も
の
だ
か
ら
、

す
べ
か
ら
く
戦
争
は
短
期
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
戦
時
下
、
高
唱
さ
れ
て
ゐ
た

『長
期
戦
論
』
の
誤
謬
を
真
向
か
ら
指
摘
す
る
こ
と
に
な

っ
た
」

と
、
時
代
思
潮
の
本
質
的
問
題
点
を
別
出
し
た

「国
文
研
の
道
統
」
を
説
か
れ
た
。

（八
月
二
十
五
日

ｏ
日
曜
日
）

「思
想
の
国
柄
―
国
民
文
化
研
究
会
の
道
統
を
た
ど
る
―
」
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全
体
感
想
自
由
発
表

胸
中
の
思
ひ
を
率
直
に
語
ら
う
と
登
壇
し
て
語
る
参
加
者
の
言
葉
は
、
四
日
間
の
研
修
の
確
か
な
手
応

へ
と
、
今
後

へ
の
決
意
に
充
ち
満
ち
て
ゐ
た
。

「国
を
思
ふ
同
年
代
の
人
と
話
が
で
き
て
嬉
し
か

っ
た
」

「
日
本
人
の
思
ひ
を
た
ど
ら
う
と
し
た
班
別
討
論
が
勉
強
に
な

っ
た
」

「
こ
れ
か
ら
も
か
う

い
ふ
機
会
を
求
め
て
い
き
た
い
」

「武
士
道
に
興
味
を
持

っ
た
。
日
常
生
活
で
、
礼
儀

・
名
誉

・
忠
義
を
尽
す
場
面
は
多
く
存
在
し
て
ゐ
る
と
感
じ
た
。

か
う
い
ふ
気
持
を
持

つ
こ
と
が
日
本
の
再
生
に
つ
な
が
る
」

「大
学
や
会
社
の
理
念
に
誇
り
を
持

つ
な
ど
再
生
す
べ
き
日
本
は
自
分
の
中
に
あ
る
と

思
っ
た
」

「憲
法
問
題
に
関
心
が
な
い
同
級
生
に
は
、
自
分
で
勉
強
し
て
芯
と
な
る
言
葉
で
語

っ
て
い
く
こ
と
が
第

一
歩
と
気
づ
い
た
」

「情
緒
が
豊

か
に
な
る
の
で
短
歌
を
詠
み
続
け
て
い
き
ま
せ
う
」

「
三
十
才
に
な
り
決
意
を
固
め
る
た
め
に
参
加
し
た
。
吉
田
松
陰
の
義
を
正
し
て
利
を
計
ら
ず
と

い
ふ
言
葉
が
胸
に
迫

っ
た
」

「自
分
の
世
界
が
広
が
る
合
宿
だ

っ
た
。
慰
霊
祭
を
経
験
し
て
日
本
の
た
め
に
命
を
捧
げ
た
人
に
忠
義
を
捧
げ
た
い
」

「地
方
に
ゐ
る
が
全
国
の
人
と
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い
」

「人
生
と
学
問
は
繋

っ
て
ゐ
る
。
人
生
を
左
右
す
る
言
葉
に
出
会
ひ
な
さ
い
と
い
ふ
言
葉

が
心
に
残

っ
て
ゐ
る
」
…
。

閉
会
式

国
歌
斉
唱
の
後
、
主
催
者
を
代
表
し
て
磯
貝
保
博
国
文
研
副
理
事
長
は

「合
宿
教
室
で
学
ん
だ
こ
と
を
深
め
、
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
て

行

っ
て
欲
し
い
と
思
ふ
」
と
挨
拶
し
た
。
続
い
て
参
加
学
生
を
代
表
し
て
立
命
館
大
学
二
年
藤
新
朋
大
君
が

「歴
史
を
通
し
て
歴
史
上
の
人
物
と
繋
が

り
、
歴
史
を
共
有
す
る
仲
間
と
繋
が
り
得
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
も
共
に
歴
史
を
学
ん
で
行
き
ま
せ
う
」
と
挨
拶
し
た
。
最
後
に
廣
木
寧
運
営

委
員
長
が
登
壇
し
、
皆
さ
ん
は
歴
史
に
日
本
の
再
生
を
学
ん
だ
と
思
ふ
。
日
本
の
歴
史
に
は
汚
名
を
着
せ
ら
れ
た
ま
ま
亡
く
な

っ
た
方
々
が
た
く
さ
ん

を
ら
れ
る
。
そ
の
人
達
の
、
ど
う
か
日
本
の
汚
名
を
晴
ら
し
て
く
れ
、
日
本
人
の
正
し
い
姿
を
後
世
に
伝

へ
て
く
れ
、
そ
う
言
ふ
声
が
先
生
方
の
諸
講

義
か
ら
、
あ
る
い
は
レ
ジ
メ
の
中
か
ら
聞
え
て
き
た
の
で
は
な
い
で
す
か
と
結
ん
だ
。
そ
し
て
福
岡
大
学
二
年
岡
部
智
哉
君
が
閉
会
を
宣
言
し
て
第
五
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十
八
回
全
国
学
生
青
年
合
宿
教
室
の
全
日
程
は
終
了
し
た
。
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助
言
者
の
紹
介

国
民
文
化
研
究
会
名
誉
会
長

国
民
文
化
研
究
会
理
事
長

東
海
ゴ
ム
エ
業
榊
顧
問

国
民
文
化
研
究
会
副
理
事
長

卸
伊
勢
利
代
表
取
締
役

国
民
文
化
研
究
会
副
理
事
長

元

榊
講
談
社

国
民
文
化
研
究
会
副
理
事
長

元

日
商
岩
井
的

拓
殖
大
学
日
本
文
化
研
究
所
客
員
教
授

国
民
文
化
研
究
会
事
務
局
長

榊
寺
子
屋
モ
デ
ル
代
表
取
締
役
社
長

一九
榊
竹
中
工
務
店

一死
新
潟
工
科
大
学
教
授

興
銀
リ
ー
ス
∞
執
行
役
員

日
章
工
業
的
代
表
取
締
役

昭
和
音
楽
大
学
名
誉
教
授

一九
日
産
自
動
車
∽

一九
福
岡
県
立
直
方
高
校
教
諭

中
島
法
律
事
務
所
弁
護
士

一九
山
口
県
立
熊
毛
南
高
校
教
諭

元

中
京
コ
カ

・
コ
ー
ラ

い
柴
田
代
表
取
締
役
社
長

一九
厚
木
市
役
所

一死
川
崎
重
工
業
帥

一九
皇
宮
警
察
本
部

０
ラ
ド

一死
小
田
原
市
立
矢
作
小
学
校
校
長

一死
富
山
県
二当
昌
山
工
業
高
校
教
諭

一九
地
方
公
務
員

公
益
財
団
法
人
ユ
ネ
ス
コ

・
ア
ジ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー

一死
地
方
公
務
員

一九
神
奈
川
県
立
小
田
原
高
校
教
諭

特
定
医
療
法
人
原
土
井
病
院
院
長

東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所

公
益
財
団
法
人
交
通
事
故
総
合
分
析
セ
ン
タ
ー
理
事
長

一死
福
岡
県
立
筑
紫
丘
高
校
総
括
教
頭

座
間
市
立
東
原
小
学
校
教
諭

帥
講
談
社

鳥
栖
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

羽
後
信
用
金
庫
石
脇
支
店

日
本
ユ
ニ
シ
ス
榊
北
海
道
支
店

仰
Ｉ
Ｈ
Ｉ
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス

合
宿
運
営
委
員
長
　
い
寺
子
屋
モ
デ
ル
役
員

若
築
建
設
佛
九
州
支
店

神
奈
川
県
立
小
田
原
高
校
定
時
制

日
産
自
動
車
仰

大
阪
湾
広
域
臨
海
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

出
光
興
産
船

小
田
村
四
郎

上
村
　
和
男

今
林
　
賢
郁

磯
貝
　
保
博

澤
部
　
一壽
孫

山
内
　
健
生

奥
冨

修

一

山
口
　
秀
範

稲
津
利
比
古

大
岡

　

弘

小
柳
志
乃
夫

藤
新
　
成
信

國
武
　
忠
彦

古
川
　
　
修

小
野
　
吉
宣

中
島
　
繁
樹

費
邊
矢
太
郎

高
村
　
光
紀

柴
田
　
悌
輔

難
波
　
　
浩

戸
田
　

一
郎

岩
越
　
豊
雄

岸
本
　
　
弘

上
木
原
　
巌

島
津
　
正
敷

井
原
　
　
稔

原
川
　
猛
雄

小
柳
　
左
門

福
島
　
義
榮

伊
藤
　
哲
朗

小
田
村
初
男

小
林
　
　
至

松
本
　
洋
治

藤
井
　
　
一員

西
山
　
八
郎

須
田
　
清
文

大
町
　
憲
朗

内
海
　
勝
彦

廣
木
　
　
寧

池
松
　
伸
典

中
村
　
正
和

奈
良
崎
修
二

久
米
　
秀
俊

広
島
　
秀
明

亀 山
井 本

孝 博
之 資
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Ｉ
Ｍ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
本
部
事
務
局
　
総
合
企
画
部
　
　
　
　
最
知
　
浩

一

合
宿
運
営
副
委
員
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
濱
　
　
道

日
本
語
教
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ク
ィ
ラ
チ
ォ
テ
ィ
　
の
り
子

日
本
青
年
協
議
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
瀬
　
立電
哉

福
岡
県
立
鞍
手
高
校
教
諭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
比
生
哲
也

千
葉
県
木
更
津
県
税
事
務
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
信
之

神
奈
川
県
立
市
ヶ
尾
高
校
教
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
日
方
　
学

熊
本
県
立
熊
本
高
校
教
諭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
田
　
真

福
岡
労
働
局
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
川
　
広
治

高
知
市
立
旭
中
学
校
教
諭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
つ
ぐ
み

ア
サ
ヒ
飲
料
榊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澤
部
　
和
道

日
本
青
年
協
議
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
村
　
聖
典

東
洋
紡
∽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庭
本
秀

一
郎

い
寺
子
屋
モ
デ
ル
講
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
畑
　
雄
基

Ｆ
Ｔ
Ｉ
コ
ン
サ
ル
テ
イ
ン
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
俊
介

榊
ラ
ッ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
俊
太
郎

警
視
庁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
橋
　
広
和

作
曲
家

・
桐
朋
学
園
大
学
音
楽
学
部
講
師
　
　
　
　
　
　
武
澤
　
陽
介

輸
ロ
ゼ
ッ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
　
雅
史

伊
佐
ホ
ー
ム
ズ
榊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
柳
　
雄
平

西
日
本
電
信
電
話
仰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
田
　
有
朋

中
外
鉱
業
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濱
崎
　
史
嘉

合
宿
運
営
本
部

指

　

揮

　

班

慰 記 写

祭 録 真

協

力 班 班

事 医

務 務

局 班

廣
木
　
寧

・
秋
山
　
信
之

久
保
田
　
真

・
庭
本
　
秀

一
郎

最
知
　
浩

一　
・
池
松
　
伸
典

・
古
川
　
広
治

澤
部
　
和
道

・
武
澤
　
陽
介

小
柳
　
左
門

奥
冨
　
修

一
・
稲
津
　
利
比
古

・
大
岡
　
弘

山
本
　
博
資

・
島
津
　
正
敷

・
西
山
　
八
郎

高
橋
　
俊
太
郎

・
栗
方
　
恵
美
子

小
柳
　
辰
介

春
日
高
校
　
籐
　
　
啓
太

中
澤
　
武
之

平
田
　
稔

入
川
　
智
紀
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走
り
書
き
の

″感
想
文
集
〃

こ
れ
は
閉
会
間
ぎ
は
の

一
時
間
余
で
参
加
者
全
員

に
、
三
泊
四
日
間
の
感
想
を
走
り
書
き
で
書
い
て
も

ら

つ
た
も
の
で
す
。
「仮
名
遣
ひ
」
は
原
文
の
ま
ま

で
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

な
ほ
、
各
人
の
感
想
文
の
末
尾
に
小
さ
い
活
字
で

載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
和
歌
は
、
こ
の
感
想
文
と
と
も
に

提
出
さ
れ
た
第
二
回
目
の
も
の
で
す
。



国
柄

に
基

い
た
憲
法

に
改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

（國
學
院
大
学
　
院
　
一
一年
　
相
澤
　
守
）

先
生
方
の
御
講
義
を
拝
聴
し
て
痛
感
し
た
の
が
、
憲
法
改
正
問
題
に

つ
い
て
で
す
。
現
行
の
憲
法
は
、
私
達
の
祖
先
が

つ
く
り
上
げ
て
き
た

我
が
国
の
国
柄
、
国
史
、
伝
統
文
化
を
無
視
し
、
国
家
の
体
を
な
か
ら

し
む
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
御
講
義
を
通
し
て
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
天
皇
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
伝
統
に
根

ざ
し
た
天
皇
と
国
民
と
の
関
係
に
全
く
触
れ
て
ゐ
ま
せ
ん
。
私
は
、
こ

の
や
う
な
憲
法
を
改
め
、
国
柄
に
基
い
た
国
家

の
体
を
な
す
も
の
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ひ
ま
す
。

憲
法
を
祖
先
の
教
へ
に
基
き
し
ま
こ
と
の
も
の
に
改
め
ゆ
か
む

求
め

て
い
た
も

の
が

こ
の
合
宿
に
あ

つ
た

（大
阪
大
学
　
経
　
四
年
　
谷
村
　
遼
）

自
分
が
ま
さ
に
求
め
て
い
た
も
の
が
こ
の
合
宿
に
あ
り
ま
し
た
。
海

外
で
自
分
に
自
信
を
持
つ
に
は
、
自
分
の
ル
ー
ツ
、
つ
ま
り
日
本
人
と

し
て
の
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
誇
り

を
こ
の
合
宿
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
合
宿
中
に
御
講
義
を
し

て
頂
い
た
先
生
は
も
ち
ろ
ん
、
班
別
研
修
で
共
に
議
論
し
た
仲
間
に
本

当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
こ
の
経
験
を
活
か
す
た
め
、

関
西
に
戻

っ
て
か
ら
も
、
で
き
る
限
り
勉
強
会
に
参
加
し
て
知
識
を
深

め
、
自
分
の
行
動
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
全
国
に
は

ま
だ
、
以
前
の
自
分
と
同
じ
様
に
、
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
て
な

い
で
い
る
学
生
が
と
て
も
多
く

い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
合
宿
で
自
分

が
感
じ
た
思
い
を
周
り
の
身
近
な
人
に
伝
え
る
こ
と
が
、
今
回
の
恩
返

し
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
行
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
人
の
生
き
方
仲
間
と
学
ぶ
中
我
に
湧
き
出
づ
大
和
魂

国
柄
を
生
徒
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
教
師
に
な
り
た
い

（九
州
産
業
大
学
　
経
　
一二
年
　
緒
方
雄
樹
）

先
生
方
の
御
講
義
を
お
聴
き
し
て
、
改
め
て
自
分
の
未
熟
さ
を
感
じ

た
。
特
に
、
庭
本
秀

一
郎
先
生
の

『武
士
道
』
や
國
武
忠
彦
先
生
の

『古
事
記
』
に
関
し
て
、
前
に
読
ん
で
は
い
た
も
の
の
、
全
く
理
解
で

き
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
と
痛
感
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
合
宿
は
、
中
学

・
高
校
の
社
会
の
教
師
を
目
指
す
自

分
に
と

っ
て
非
常
に
有
意
な
も
の
と
な
っ
た
。
中
島
繁
樹
先
生
の
御
講

義
の
資
料
の
中
に

「
日
本
の

″国
柄
″
に
ふ
さ
は
し
い

″人
柄
″
が
現

代
教
育
の
中
に
欠
落
し
て
き
て
ゐ
る
や
う
に
見
受
け
ら
れ
る
」
と
あ
る

が
、
私
は
、
国
史
や
公
民
の
授
業
で
、
こ
の
国
柄
を
生
徒
に
伝
え
ら
れ

る
よ
う
な
教
師
に
な
り
た
い
と
思

っ
た
。

こ
の
合
宿
を
終
え
た
後
も
、
古
典
を
読
ん
だ
り
、
短
歌
を
読
ん
だ
り

し
て
、
勉
学
に
勤
し
み
た
い
と
思
う
。
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朝
の
集
ひ
に
て
歌
を
唱
ひ
て

我
が
故
郷
の
先
人
作
り
し
歌
唄
ひ
詞
に
込
め
ら
る
る
想
ひ
を
感
ず

（先
人

¨
里
見
　
義
）

こ
の
時
に
初
め
て
知
り
し

「冬
の
夜
」
心
の
底
か
ら
感
動
覚
ゆ

故
郷
を
懐
か
し
み
つ
つ
唄
歌
ひ
我
育
ち
し
地
に
誇
り
を
抱
く

胸

に
こ
み
あ
げ
る
も

の
が
あ

っ
た

（福
岡
大
学
　
経
　
一
一年
　
岡
部
智
哉
）

神
武
天
皇
に
つ
い
て
の
御
講
義
で
、
天
照
大
神
や
月
読
命
と
聞
い
た

時
に
、
日
本
人
で
あ
る
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
、
何
度
聞

い
て
も
聞
き
あ

き
ず
非
常
に
面
白

い
内
容
で
し
た
。
神
で
あ

っ
て
も

″
い
っ
て
ら

っ

し
や
い
″
な
ど
の
人
間
味
の
あ
る
言
葉
を
使

っ
て
い
た
と
聞

い
て
、
そ

れ
程
遠
い
存
在
で
は
な
い
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

十
三
日
に
祖
父
が
亡
く
な
り
、
遺
品
を
見
て
い
る
と
、
祖
父
の
兄
達

の
遺
影
が
あ
り
ま
し
た
。
祖
父
と
は
か
な
り
年
が
離
れ
て
い
て
、
ま

っ

た
く
知
ら
な

い
人
だ

っ
た
の
で
す
が
、
写
真
を
見
る
と
、
額
に

″大
日

本
帝
国
海
軍
″
と
書
か
れ
た
ハ
チ
マ
キ
を
し
て
い
ま
し
た
。
戦
死
し
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
天
皇
陛
下
の
た
め
に
命
を
さ
さ
げ
た
方
々
が
こ
ん

な
に
も
近
く
に
い
た
の
か
と
思
う
と
、
胸
に
こ
み
あ
げ
て
く
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

ご
講
義
の
た
び
に
友
ら
と
卓
囲
み
偉
人
を
語
る
集
ひ
楽
し
き

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
ー

全国から集うた参加者は、それぞれの思ひを胸に受付を済ませ、開会式に臨んだ。
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日
本
を
守

ろ
う
と
し
た
先
人
達

の
必

死
な
思

い

（熊
本
大
学
　
法
　
一
年
　
浅
山
弘
明
）

今
回
私
は
初
め
て
こ
の
合
宿
教
室
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
先
人

達
が
日
本
を
守
ろ
う
と
し
て
こ
ら
れ
た
必
死
な
思
い
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
ま
で
日
本
と

い
う
国
の
現
在
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
目
を

向
け
る
こ
と
も
な
く
、
危
機
に
面
し
て
い
る
の
だ
と
し
て
も
他
の
誰
か

が
や
っ
て
く
れ
る
か
ら
い
い
や
、
と
い
う
よ
う
な
他
力
本
願
な
考
え
を

持

っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
先
人
の
心
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
し
か
持
て
な

い
よ
う
で
は
、
先
人
の

方
々
に
対
し
て
大
変
失
礼
で
あ
る
こ
と
は
当
然
、
日
本
も
ダ
メ
に
な

っ

て
し
ま
う
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
日
本
人
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、

自
分
が
少
し
で
も
日
本
を
良
く
し
て
い
こ
う
と

い
う
意
識
を
持

っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
過
し
て
い
き
た
い
で
す
。

我
が
国
の
先
人
達
の
声
聞
き
て
我
が
振
り
直
せ
と
心
に
誓
ふ

内
容

の
濃

い
も

の
で
し
た

（福
岡
大
学
　
経
　
一
年
　
木
村
太

一
）

一
言
で
こ
の
四
日
間
に
渡
る
合
宿
を
表
す
と
、
非
常
に
内
容
の
濃

い

も
の
で
し
た
。
中
学
、
高
校
と
、
多
く
の
人
達

の
よ
う
に
本
気
の
受
験

勉
強
に
取
り
く
ん
だ
こ
と
の
な
い
私
に
と

っ
て
、
初
め
は
人
の
お
話
し

を
長
時
間
聞
く
の
は
苦
痛
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
日
目
の

夜
の
ご
講
義
あ
た
り
か
ら
し

つ
か
り
集
中
し
、
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
驚
く
と
同
時
に
自
分
の
勉
強
不

足
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。
今
ま
で
の
私
は
勉
強
す
る
こ
と
か
ら

逃
げ
て
い
た
と
気
づ
き
ま
し
た
。
班
の
仲
間
と
の
意
見
交
換
、
偉
人
の

話
、
古
典
、
神
話
な
ど
を
聴
き
、
そ
う
考
え
ま
し
た
。
「知
行
合

一
」

こ
の
言
葉
の
よ
う
に
、
学
ん
だ
こ
と
を
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
実
行

へ
移
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
日
本
の
偉
人
を
学
び
、
自
分
の
生
き

方
を
見

つ
め
直
し
、
よ
り
よ
い
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
こ
う
と
考
え
ま

し
た
。

気
づ
か
さ
る
我
の
甘
さ
と
不
甲
斐
な
さ
ま
た
と
忘
れ
ぬ
日
本
の
心

手
紙

に
返
事
を
出
す
こ
と
か
ら
始
め
た

い

（日
本
青
年
協
議
会
　
佐
瀬
竜
哉
　
４９
歳
）

國
武
忠
彦
先
生
の
御
講
義
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
「
シ
ラ
ス
」
と
い

ふ
言
葉
の
意
味
と
し
て

「相
手
、
対
象
と

一
体
と
な
る
」
こ
れ
が

「知

る
」
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
、
と
い
ふ
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
当
に

「知
る
」
と
い
ふ
こ
と
は
難
し
い
こ
と
だ
と
改
め
て
知
り
ま
し
た
。
國

武
先
生
は
こ
れ
に
関
し
て

「友
達
と
つ
き
あ
ふ
と
い
ふ
こ
と
は
簡
単
な

こ
と
で
は
な
い
」
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
が
、
つ
く
づ
く
自
分
は
本
当
に

人
と
つ
き
あ

つ
て
ゐ
る
の
か
と
考

へ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
以
前
長
内
俊

平
先
生
か
ら

「学
問
と
い
ふ
の
は
届
い
た
手
紙
に
必
ず
返
事
を
す
る
こ

と
だ
」
と
言
は
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
返
事
を
書
く
と
い
ふ
の
は
人

づ
き
合
ひ
の
根
本
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
ま
ご
こ
ろ
の
発
露
だ
と
思
ふ
の
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で
す
が
、
そ
れ
が
で
き

て
ゐ
な

い
自
分
は
、
ま
だ
ま
だ
学
問
が
で
き

て

ゐ
な

い
と
痛
感
し
ま
す
。

こ
の
合
宿
を
機

に
、
も
う

一
度
、
「知

る
」

と

い
ふ
こ
と
を
自
分
の
実
践

の
中
か
ら
学
ん
で

い
き
ま
す
。

國
武
忠
彦
先
生
の
御
講
義
を
お
聞
き
し
て

古
事
の
文
に
し
る
さ
れ
し
言
の
葉
を
生
々
と
語
ら
る
る
み
姿
う
ま
し
も

師
の
君
の
語
ら
る
る
言
の
葉

一
つ
一
つ
吾
の
心
に
し
み
と
ほ
り
た
り

吾
も
ま
た
日
の
本
に
伝
は
る
言
の
葉
を
喜
々
と
語
れ
る
人
に
な
り
た
し

日
常

の
判
断
が
大
き
な
決
断
に

つ
な
が
る

（東
京
大
学
大
学
院
　
理
　
一
年
　
高
木
　
悠
）

武
士
道
に
つ
い
て
の
御
講
義
に
も
、
中
江
藤
樹
の
孝
行
に
関
す
る
御

講
義
に
も
、
す
べ
き
こ
と
を
す
べ
き
と
き
に
す
る
と
い
ふ
言
葉
が
あ
り
、

印
象
に
残

っ
た
。
私
の
普
段
の
生
活
で
も
、
生
死
の
判
断
は
無
い
と
し

て
も
、
今
喜
ぶ
べ
き
と
き
か
、
友
達
に
ど
う

い
ふ
言
葉
を
か
け
る
べ
き

か
と

い
ふ

「判
断
」
は
常
に
行

っ
て
ゐ
る
。

今
回
、
班
長
を
つ
と
め
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
班
別
研
修
の
進
行
で
は
、

今
ど
う
い
ふ
言
葉
を
語
り
か
け
よ
う
か
と
い
っ
た

「判
断
」
の
連
続
で

あ

っ
た
。
そ
れ
を
通
し
て
、
ま
だ
ま
だ
自
ら
語
り
か
け
る
言
葉
が
貧
弱

で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
も

っ
と
勉
強
し
た
い
と
思
ふ
と
同
時
に
日

常
の
決
断
か
ら
始
め
て
、
大
き
な
決
断
も
き
ち

っ
と
出
来
る
確
固
と
し

た
信
念
を
持
つ
日
本
人
に
な
り
た
い
と
思
ふ
。

カ
メ
ラ

ｏ
レ
ポ
ー
ト
２

開会式。合宿教室は京都大学一年の安永知生君 (右 )の 開会宣言で幕を開けた。主催者を代

表して今林賢郁副理事長 (左 )は 「敗戦後遺症を克服して生き生きとした日本を取り戻すため

に、国民一人一人、とりわけ若い学生青年の心の中に国を思ふ′しヽを蘇らせたい。それが合宿教

室を続けてゐる私共の願ひですJと 述べた。
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生
く
べ
き
か
死
す
べ
き
か
と
ふ
判
断
も
出
来
う
る
を
目
指
し
心
鍛

へ
む

同
世
代

の
友
と
日
本

に

つ
い
て
真
剣

に
考
え
た

（熊
本
大
学
　
教
　
四
年
　
吉
田
　
智
）

今
回
、
こ
の
合
宿
教
室
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
素
直
に
驚
か
さ
れ
る

こ
と
ば
か
り
だ

つ
た
と
思
い
返
し
ま
す
。

講
義
や
班
別
研
修
を
通
し
て
、
同
年
代
の
友
人
や
先
輩
、
先
生
方
と

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
日
本
の
事
に
つ
い
て
考
え
た
事
は
私
に
と

っ
て
す
ご

く
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
特
に
、
武
士
道
に
つ
い
て
の
お
話
で
は
、
私

が
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
剣
道
と
深
く
通
じ
る
も
の
を
感
じ
、
共
感
す

る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
類
い
稀
に
見
る
誇
ら
し
い
文
化
を
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

一
方
で
、
諸
外
国
の
動
き
や
憲
法
改
正
に
つ
い
て
の
議
論
は
私
の
中

に

一
つ
の
疑
間
と
し
て
残
り
ま
し
た
。
学
習
や
知
識
不
足
を
実
感
す
る

と
同
時
に
、
も

っ
と
学
び
を
深
め
、
自
分
自
身
の
考
え
や
思
想
を
ま
と

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

真
剣
に
国
憶
ふ
友
と
語
ら
へ
ば
国
へ
の
愛
着
心
に
芽
生
ゆ

武
士
道

の
精
神
は
日
常

の
生
活

で
実
践
で
き
る

（専
修
大
学
　
法
　
四
年
　
奈
良
崎
恵
祐
）

今
回
の
合
宿
で
は
、
庭
本
秀

一
郎
先
生
の
御
講
義
に
心
を
打
た
れ
た
。

日
本
の
再
生
の
た
め
に
、
今
こ
そ

「武
士
道
」
の
精
神
を
思
ひ
出
さ
う
、

と

い
ふ
先
生
の
お
言
葉
が
心
に
残

っ
た
。
そ
し
て
、
「武
士
道
」
の
精

神
を
実
践
す
る
場
が
私
た
ち
の
生
活
す
る
周
囲
に
あ
り
ふ
れ
て
ゐ
る
、

と

い
ふ
こ
と
を
、
班
別
研
修
の
中
で
発
見
し
、
理
解
で
き
た
こ
と
が
何

よ
り
嬉
し
か
っ
た
。

礼
儀

。
忠
義

。
名
誉
と
い
っ
た
や
う
な

「武
士
道
」
を
構
成
す
る
精

神
を
常
に
持
ち
続
け
、
そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
よ
り
実
り
あ
る
も
の
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

武
士
道
の
精
神
に
胸
を
打
た
れ
つ
つ
日
々
に
生
か
さ
ん
と
し
み
じ
み
思
ふ

日
本
に

つ
い
て
同
世
代

の
友
と
話

せ
た

（福
岡
大
学
　
経
　
一二
年
　
小
林
拓
海
）

私
は
二
十
年
間
生
き
て
き
て
、
同
世
代
の
学
生
と
日
本
と
は
ど
う
い

う
も
の
か
を
話
し
た
の
は
こ
の
合
宿
が
初
め
て
で
し
た
。
大
学
の
授
業

で
は
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、　
一
年
間

一
つ
の
企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ツ
プ

に
い
き
、
そ
の
企
業
の
問
題
を
発
見
し
、
解
決
す
る
と
い
う
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
「
リ
ー
ダ
ー
と
は
何
か
」
、
「問
題
の
見

つ
け
方
」
、

「自
分
の
グ
ル
ー
プ
内
で
の
役
割
」
な
ど
を
語
り
合
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
も
も
ち
ろ
ん
大
事
な
こ
と
で
す
が
、
今
回
の
よ
う
な
国
を
想
う
仲

間
と
話
す
こ
と
が
出
来
た
の
が
、
大
き
な
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
自
分
の
勉
強
の
足
り
な
さ
を
痛
感
し
、
先
人

へ
の
申
し
訳

な
い
気
持
ち
と
、
自
分

へ
の
悔
し
さ
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
合
宿
で
感
じ
た
こ
と
を
思
い
返
し
な
が
ら
福
岡

で
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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祖
国
憶
ふ
先
人
の
心
を
知
る
ほ
ど
に
己
の
無
学
を
悔
し
く
思
ふ

参
加
者
と
歴
史
を
共
有
し
た

（立
命
館
大
学
　
文
　
一
一年
　
藤
新
朋
大
）

私
は
自
ら
大
学
で
も
歴
史
を
学
ぶ
身
で
は
あ
る
が
、
合
宿
教
室
の
参

加
者
の
多
く
は
さ
う
で
は
無
い
。
し
か
し
、
過
去
を
学
ぶ
姿
勢
は
共
通

し
て
ゐ
た
。
私
た
ち
は
同
じ
歴
史
を
共
有
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
つ
な
が

る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
方
法
と
し
て
、
私
た
ち
は

「古
典
」
を
読
ん

だ
。
そ
れ
は
同
時
に
過
去
の
人
々
に
心
を
通
は
せ
る
こ
と
で
も
あ

っ
た
。

た
だ
、
こ
こ
に
い
さ
さ
か
の
問
題
が
感
じ
ら
れ
た
と
私
は
思
ふ
。
難

し
い
御
講
義
が
伝
は
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
。
今
ま
で
何
も
学
ば
ず

に
初
め
て
き
た
仲
間
に
は
、
本
当
に
内
容
が
伝
は
っ
た
の
か
と
感
じ
ら

れ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は

「知
ら
な
い
者
で
も
わ
か
る
や
う
に
」
御

講
義
さ
れ
ま
す
や
う
に
願
ふ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

大
山
阿
夫
利
神
社
下
社
に
歩
き
詣
で
疲
れ
果
て
て

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
我
は
乗
ら
じ
と
厳
し
く
も
険
し
き
道
を
歩
き
登
れ
り

大
山
の
名
水
を
汲
み
頂
け
ば
我
が
心
ま
で
潤
ひ
に
け
り

水
飲
み
て
暗
き
神
社
の
裏
行
け
ば
神
い
ま
す
か
と
感
じ
ら
れ
た
り

班

の
友
達
と
打
ち
解
け
ら
れ
た

（福
岡
大
学
　
経
　
一
一年
　
工上
川
謙
志
郎
）

初
め
て
参
加
で
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
班
員
や
友
達
と
仲

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
３

開会式。参加学生を代表し、東京大学大学院一年の高木悠君 (右 )は「班員、講師、さらに

は先人の言葉に耳を傾け、しつかり取り組んでいきませう」と呼びかけた。廣木寧合宿運営委

員長 (左 )は 、ここで学ぶ歴史は暗記物ではない。先人の言葉に学び、その魂に触れる歴史だ。

歴史の大海は皆さんを溺れさせず、伸び伸びと泳がさうと待ち構へてゐる。楽しく学んでほし

い、 と参加者に語りかけた。

-33-



良
く
な
り
、
と
て
も
良
か

っ
た
で
す
。
大
山
登
山
も
と
て
も
良
い
体
験

が
で
き
、
非
常
に
楽
し
か

っ
た
で
す
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

自
分

の
考
え
を
伝
え

る
難
し
さ
を
知

っ
た

（福
岡
大
学
　
商
　
一
年
　
藤
　
武
史
）

初
め
て
こ
の
合
宿
に
参
加
し
て
、
自
分
が
考
え
る
こ
と
を
伝
え
る
難

し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
班
別
研
修
で
班
員
が
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り

発
言
し
て
い
る
の
を
聞
い
て
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

講
義
で
は
大
学
で
は
聞
け
な
い
話
を
、
た
く
さ
ん
の
先
生
方
が
し
て

下
さ

っ
た
の
は
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
古
事
記
の
話
や
憲
法
の

話
が
印
象
的
で
し
た
。
創
作
短
歌
全
体
批
評
で
皆

の
短
歌
を
見
て
自
分

の
感
情
を
よ
く
表
し
て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
、
初
め
て
短
歌

を
作

っ
た
け
れ
ど
上
手
に
出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。

こ
の
合
宿
に
参
加
し
て
、
短
歌
を
作
る
こ
と
の
難
し
さ
や
自
分
の
考

え
を
述
べ
る
難
し
さ
を
知

っ
た
り
、
慰
霊
祭
を
経
験
し
た
り
と
、
と
て

も
貴
重
な
体
験
が
で
き
、
自
分
の
た
め
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
生
か
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

班
別
研
修
に
て

考
へ
や
感
ぜ
し
こ
と
を
自
ら
の
言
葉
で
語
る
は
難
し
と
思
ふ

学

ぼ
う
と
す
る
友

の
姿
勢

に
刺
激
を
受
け
た

（亜
細
亜
大
学
　
法
　
一
年
　
最
知
雄
飛
）

と
て
も
充
実
し
た
日
が
送
れ
た
と
思
い
ま
す
。
全
国
各
地
か
ら
勉
強

意
欲
が
高

い
人
が
集
ま
り
、
講
義
を
聴
き
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
語

っ

て
い
る
こ
と
が
、
何
よ
り
普
段
の
生
活
で
は
な
い
経
験
な
の
で
と
て
も

感
心
し
ま
し
た
。
話
の
内
容
は
あ
ま
り
理
解
出
来
な
か

っ
た
で
す
が
、

今
回
の
経
験
を
生
か
し
、
来
年
も
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

父
親
に
言
は
れ
て
参
加
せ
し
も
の
の
多
く
を
学
び
刺
激
受
け
に
き

語
り
合

ふ
学
生
の
姿
を
心
強
く
思

っ
た

（公
益
財
団
法
人
交
通
事
故
総
合
分
析
セ
ン
タ
ー
　
小
田
村
初
男
６３
歳
）

今
回
の
合
宿
教
室
で
は
、
男
子
学
生
班
の
班
付
き
の
任
務
を
荷
ひ
ま

し
た
。
自
分
の
意
見
、
目
的
を
明
確
に
持

っ
て
参
加
し
た
学
生
、
何
と

な
く
参
加
し
た
学
生
と
様
々
で
し
た
。
最
初
は
ぎ
こ
ち
な
く
と
も
講
義

と
班
別
研
修
の
組
み
合
せ
の
中
で
、
徐
々
に
打
ち
解
け
、
初
め
て
聞
く

内
容
に
戸
惑
ひ
や
感
動
を
覚
え
な
が
ら
意
見
を
出
し
合
ふ
姿
を
心
強
く

思
ひ
ま
し
た
。
短
歌
も
相
互
批
評
の
中
か
ら
、
最
後
は
自
ら
の
思
ひ
を

歌
に
詠
ん
で
を
り
ま
し
た
。

先
生
方
の
御
講
義
も
我
国
の
あ
り
や
う
と
憲
法
改
正
問
題
に
焦
点
が

あ
た
っ
て
を
り
、
理
解
を
深
め
る
上
で
大
変
有
意
義
で
あ
り
ま
し
た
。

合
宿
に
集
へ
る
若
き
ら
の
生
き
生
き
と
語
り
合
ふ
さ
ま
見
る
も
嬉
し
き
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向
学
心
を
手

に
入
れ
た

（大
阪
大
学
　
経
　
四
年
　
生目
野
　
遼
）

二
回
目
の
参
加
と
な

っ
た
合
宿
教
室
で
す
が
、　
一
度
目
に
比
べ
て
素

晴
ら
し
く
充
実
し
た
も
の
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。　
一
度
目
は
、
講
義
、

体
験
と
も
に
、
新
鮮
な
も
の
ば
か
り
で
、
和
歌
の
素
晴
ら
し
さ
、
天
皇

の
尊
さ
と

い
っ
た
も
の
は
心
動
き
ま
し
た
が
、
今
ひ
と
つ
す
べ
て
を
吸

収
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
は
、
前
回
の
体
験
も
あ

っ

て
か
、
先
生
方
の
話
さ
れ
る
こ
と
、
班
長
や
班
付
の
方
が
お

っ
し
ゃ
る

こ
と
、
も
ち
ろ
ん
班
友
の
言
葉
も
新
鮮
さ
を
保

っ
た
ま
ま
、
体
に
染
み

入
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
前
回
の
合
宿
で
は
得
ら

れ
な
か

っ
た
向
学
心
と
い
う
も
の
を
手
に
入
れ
ら
れ
、
満
足
感
も
得
ら

れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
内
容
も
テ
ー
マ
も
三
泊
四
日
で
理
解
で
き
る

こ
と
で
は
な
い
し
、
時
間
を
か
け
て
何
度
も
か
え
り
み
る
こ
と
で
徐
々

に
染
み
入
る
も
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
れ
ば
参
加

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

先
人
の
こ
と
ば
を
た
ど
り
奮
ひ
立
つ
さ
ら
に
知
り
た
し
大
和
の
こ
こ
ろ

と
て
も
満
足
の
い
く
四
日
間
だ

っ
た

（神
奈
川
大
学
　
法
　
四
年
　
市
川
絢
也
）

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
４

合宿導入講義。『再生すべき「日本Jと は何か―「武士道」を通して考へる一』と題し、東

洋紡ll10 庭本秀一郎先生は、新渡戸稲造の著書『武士道』について語られ、そこに掲げられた

徳目は私達の価値観の中にも生きてゐるとして、吉田松陰の「講孟答」記Jの 一節から「忠義」

が命をかけて実行されてきたことを説かれた。
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初
め
て
参
加
し
た
合
宿
は
講
義
内
容
が
難
し
く
な
か
な
か
理
解
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
回
は
全
て
の
講
義
内
容
が
と
て
も
興
味

が
わ
き
、
身
を
乗
り
出
し
て
聴
い
て
い
ま
し
た
。

な
ぜ
今
回
は
興
味
を
持
ち
聴
く
こ
と
が
で
き
た
の
か
考
え
た
と
こ
ろ
、

一
番
の
要
因
は
毎
月
行
わ
れ
る
勉
強
会
の
結
果
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
勉
強
会
で
主
に
取
り
扱

っ
た
吉
田
松
陰
は
合
宿
で
も
多
く
の
場
面

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
興
味
を
持
た
せ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
合
宿
で
得
た
こ
と
は
い
く
つ
も
あ
り
、
と
て
も
満
足
い
く
四

日
間
で
し
た
。
合
宿
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
ご
尽
力
く
だ
さ

っ
た
運
営

委
員
を
は
じ
め
と
す
る
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
日
間
共
に
学
ん
だ
仲
間
達
と
次
に
会
ふ
の
は
い
つ
の
日
な
ら
む
　
　
　
　
´

心

に
訴
え

て
き
た
講
義

（中
央
大
学
　
文
　
四
年
　
廣
木
摩
理
勢
）

「
こ
の
合
宿
で
学
ぶ

『歴
史
』
は
、
学
校
で
教
わ

っ
て
き
た
歴
史
と

全
く
違

い
ま
す
」
、
運
営
委
員
長
の
こ
の
言
葉
に
あ
る

「違
い
」
が
今

回
の
四
回
目
の
合
宿
で
明
瞭
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
合
宿
で
行
わ
れ
る

講
義
の
ほ
と
ん
ど
が
私
の
心
に
訴
え
て
く
る
も
の
で
し
た
。
学
校
で
の

授
業
は
私
の
頭
に
訴
え
る
も
の
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
そ
の
典
型
的
な

例
が
和
歌
で
す
。
学
校
で
は
、
そ
の
作
り
や
技
巧
な
ど
頭
で
理
解
で
き

る
よ
う
な
こ
と
ば
か
り
教
わ
り
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
る
か
は
教

わ
り
ま
せ
ん
。
合
宿
で
は
む
し
ろ
そ
ち
ら
に
重
点
が
置
か
れ
、
私
の
心

に
訴
え
て
き
ま
し
た
。
他
の
ど
の
講
義
も
そ
う
だ

っ
た
こ
と
を
今
改
め

て
感
じ
て
い
ま
す
。
心
に
訴
え
ら
れ
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
な
い
私
た
ち

は
初
め
困
惑
し
、
何
を
言
わ
れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、　
一
度
感
動
を
覚
え
れ
ば
永
遠
に
残
る
大
切
な
記
憶
と
な
る
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
四
年
間
か
か
っ
て
思
い
知
っ
た
こ
の
合
宿

教
室
が
持
っ
て
い
る
大
き
な
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
心
に

訴
え
て
く
る

『歴
史
』
の
講
義
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
今

後
の
生
き
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
く
れ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

荒
波
の
ご
と
き
行
く
末
を
導
く
は
猛
き
心
の
日
本
人
な
ら
む

参
加
で
き

て
本
当
に
良
か

つ
た

（追
手
門
学
院
大
学
　
社
会
　
一
一年
　
絹
田
　
暁
）

前
回
に
続
き
二
回
目
の
参
加
と
な
り
ま
す
が
、
少
し
慣
れ
て
き
た
感

じ
に
な
り
ま
し
た
。
普
段
、
友
達
同
士
で
も
家
族
で
も
こ
の
合
宿
の
よ

う
な
ま
じ
め
な
話
を
し
な
い
の
で
、
最
初
は
と
て
も
難
し
か

っ
た
で
す
。

し
か
し
、
今
回
の
二
回
目
の
参
加
で
今
の
日
本
の
現
状
が
よ
く
理
解
で

き
ま
し
た
。
歴
史
の
方
は
勉
強
不
足
で
何
が
何
だ
か
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ

ん
で
す
が
、
そ
こ
は
勉
強
す
れ
ば
何
と
か
な
る
と
思
う
の
で
が
ん
ば
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
の
合
宿
は
、
前
回
出
会
っ
た
人
と
何
人
か
再

会
で
き
て
、
と
て
も
楽
に
落
ち
つ
い
て
講
義
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
と
て
も
時
間
が
経
過
す
る
の
が
早
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
合

宿
に
参
加
す
る
理
由
は
、
就
職
ま
で
に
少
し
で
も
多
く
の
事
を
学
ん
で

お
き
た
い
の
と
周
り
の
人
か
ら
何
か
い
い
と
こ
ろ
を
自
分
の
も
の
に
で

き
た
ら
い
い
な
と
思

っ
た
か
ら
な
の
で
、
今
回
参
加
で
き
て
本
当
に
良
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か

っ
た
な
と
思

い
ま
し
た
。

良
き
友
と
再
会
で
き
た
合
宿
は
時
の
流
れ
が
早
く
感
じ
る

日
本
人
と
し

て
誇
り
を
も

っ
て
生
き

て
い
き
た

い

（福
岡
大
学
　
経
　
一
一年
　
池
田
拡
輔
）

今
回
の
合
宿
で
、
自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
先
生
方
の
お
話
を
聞
き
、
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が

あ
り
、
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
明
治
憲
法
は
素
晴
ら
し

い
憲
法
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
学
校
で
教
わ
る
明
治
憲

法
は
、
あ
ま
り
良
い
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
も
の
で
し
た
が
、
明
治
憲
法

の
本
当
の
意
味
を
知
る
こ
と
で
、
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
気
づ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
合
宿
で
、
日
本
人
は
素
晴
ら
し
い
心
を
持

っ
て
い
る
と

い
う
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
日
本
人
と
し
て
誇
り
を
も

っ
て
生

き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

神
奈
川
の
厚
木
の
地
に
て
と
り
も
ど
す
日
本
の
心
素
晴
ら
し
き
か
な

体
が
熱
く
な

っ
た

（拓
殖
大
学
　
政
経
　
一
年
　
大
貫
大
樹
）

山
内
健
生
先
生
に
誘
わ
れ
て
参
加
を
し
た
。　
一
日
目
は
若
干
の
不
安

が
あ
り
、
班
別
研
修
に
も
慣
れ
て
お
ら
ず
、
残
り
の
三
日
間
大
文
夫
だ

ろ
う
か
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
講
義
は
ど
れ
も
私
の
関
心
あ
る
題
目
ば

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
５

「近隣諸国の動向と日本国のありやう』と題して、日本政策研究センター代表 伊藤哲夫先
生は中韓両国の筋の通らぬ日本への態度を批判された後、我が国の明治の先達が思想の混乱の

中でいかに本来の日本の国柄に戻したかを「五箇条の御誓文」と「教育勅語」を読まれつつ説

かれた。
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か
り
で
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
先
生
方
の
お
話
に
聞
き
入
り
、
体
が
熱

く
な

っ
た
。
「私
が
学
び
た
か

っ
た
も
の
は
ま
さ
に
こ
う
い
う
も
の
だ
」

と
感
動
し
、
胸
の
中
の
高
ま
り
か
ら
体
が
熱
く
な

っ
た
の
だ
と
思
う
。

慰
霊
祭
は
印
象
深
く
、
和
歌
朗
詠
は
目
を
閉
じ
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い

る
と
、
こ
れ
も
ま
た
胸
が
熱
く
な
り
涙
が
こ
み
上
げ
て
き
た
。
私
は
初

め
て
の
経
験
で
あ
り
、
厳
粛
な
雰
囲
気
に
飲
み
こ
ま
れ
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
こ
の
感
動
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思

っ
た
。
こ
の

貴
重
な
私
自
身
の
心
の
動
き
を
体
感
す
る
事
が
出
来
た
の
も
の
本
合
宿

の
お
か
げ
で
あ
る
。
今
、
山
内
先
生
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。

慰
霊
祭
の
和
歌
朗
詠
に
胸
打
た
れ
忘
る
る
こ
と
の
出
来
ぬ
夜
と
な
り
ぬ

ぶ
れ
な

い
信
念
を
持
ち
た

い（福
岡
大
学
　
経
　
一
年
　
田
中
京
介
）

講
義
で
自
分
が

一
番
印
象
に
残

っ
た
の
が
武
士
道
と
天
皇
に
関
し
て

で
し
た
。
命
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
守
り
抜
く
も
の
が
先
人
達
に
あ

っ
た

と
い
う
の
が
驚
き
で
し
た
。
命
を
犠
牲
に
す
る
と
い
う
事
は
そ
れ
な
り

に
何
か
強
い
信
念
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
も
そ
の
ぶ
れ
な

い
信
念
み
た
い
な
も
の
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
天
皇
に
つ
い
て

の
ご
講
義
に
関
し
て
は
自
分
で
古
事
記
を
勉
強
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
「信
実
と
誠
実
と
な
く
し
て
は
、
礼
儀
は
茶
番
で
あ
り
芝
居
で
あ
る
」
、

こ
の
合
宿
で

一
番
心
に
響
い
た
言
葉
で
す
。
こ
れ
を
自
分
の
な
か
に
落

と
し
込
ん
で
理
解
し
、
自
分
の
気
持
ち
も
混
ぜ
な
が
ら
バ
イ
ト
先
の
塾

の
生
徒
に
礼
儀
と
い
う
も
の
を
教
え
ら
れ
た
ら
な
と
思
い
ま
し
た
。

や
は
り

一
度
で
は
こ
の
合
宿
の
ご
講
義
を
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
来
年

も
来
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
人
が
持
っ
て
た
や
う
な
信
念
を
我
も
い
つ
か
は
見
つ
け
出
し
た
し

付
き
合

ひ
を
深
め
て
ゆ
き
た

い

（興
銀
リ
ー
ス
側
　
小
柳
志
乃
夫
　
５７
歳
）

庭
本
秀

一
郎
さ
ん
の
知
行
合

一
を
求
め
、
自
ら
の
勤
務
経
験
を
通
し

て

″忠
義
″
と

い
ふ
も
の
に
迫
ら
う
と
す
る
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
た
。

國
武
忠
彦
先
生
は

「物
の
味
を
な
め
て
知
る
」
と
い
ふ
知
り
方
の
話
を

さ
れ
た
が
、
い
づ
れ
も
対
象
と
深
く
付
き
合
ひ
、
交
は
る
中
で
、
体
で

知

っ
て
ゆ
く
や
う
な

″知
″
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
さ
う

い
ふ
知
の

経
験
が
い
か
に
も
薄
く
な
っ
て
ゐ
る
。
学
生
と
の
付
き
合
ひ
で
も
、
古

典
を
読
む
う

へ
で
も
、
或
い
は
日
常
の
中
で
も
、
付
き
合
ひ
を
深
め
て

ゆ
く
努
力
が
必
要
だ
と
改
め
て
思

っ
た
。

廣
木
寧
運
営
委
員
長
以
下
運
営
委
員
諸
氏
の
ご
努
力
を
あ
り
が
た
く

思
ふ
。
運
営
委
員
長
挨
拶
は
圧
巻
だ

っ
た
。

慰
霊
祭
後
の
懇
談
で
大
貫
大
樹
君
の
感
想
を
聞
き
て

ま
す
ら
を
の
か
な
し
き
い
の
ち
の
朗
詠
に
知
ら
ず
目
頭
あ
つ
く
な
り
し
と

歴
史

に
生
き

る
こ
と

（日
本
青
年
協
議
会
　
外
村
聖
典
　
３８
歳
）
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「歴
史
に
日
本
の
再
生
を
学
ぶ
」
と
い
う
合
宿
テ
ー
マ
が
大
変
良
か

っ

た
。
そ
れ
は
、
我
々

一
人

一
人
が
歴
史
に
生
き
る
事
だ
と
実
感
し
た
。

山
口
秀
範
先
生
の
お
話
で
、
中
江
藤
樹
が

『大
學
』
の
文
章
に
よ

っ
て

学
問
の
志
を
奮
起
す
る
姿
に
感
動
し
た
。
奮
起
し
た
言
葉
は

「天
子
よ

り
以
て
庶
人
に
至
る
ま
で
、
壱
是
に
皆
身
を
修
む
る
を
以
て
本
と
為

す
」

で
あ
り
、
凡
夫
で
あ
る
藤
樹
自
ら
も
聖
人
に
至
る
道
が
あ
る
と
信

じ
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
と
思
う
。
先
人
の
心
が
躍
動
し
た
言
葉
に
、

我
々
も
触
れ
て
躍
動
す
る
こ
と
が
、
歴
史
に
生
き
る
こ
と
で
あ
り
、
歴

史
が
自
ら
の
力
に
な
る
こ
と
だ
と
思
う
。

「
い
の
ち
さ
さ
げ
て
」
の
茶
谷
武
命
の
次
の
言
葉
が
合
宿
で
甦

っ
て
き

た
。
「身
は
朽
ち
る
と
も
歴
史
に
知
己
を
求
め
後
世
そ
の
価
値
を
知
る
人

が
、
そ
の
志
を
う
け
つ
い
で
く
れ
る
な
ら
ば
、
男
と
生
ま
れ
て
こ
れ
に

こ
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
ふ

・
・
」
歴
史
に
生
き
た
と
き
に
、
こ
の
よ

う
な
力
強
い
言
葉
が
吐
け
る
の
だ
と
思
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
確
信
を
与

え
て
く
だ
さ
つ
た
合
宿
に
感
謝
し
た
い
。

言
の
葉
に
振
ひ
立
ち
た
る
先
人
も
身
を
ば
修
め
て
聖
人
に
な
ら
ん
と
す

先
人
の
息
吹
感
じ
て
我
も
ま
た
歴
史
に
生
き
る
人
と
な
り
な
む

同
じ
学
生
に
語
り
か
け
て
ゆ
き
た
い

（専
修
大
学
　
経
営
　
一
一年
　
一戸
田
和
久
）

私
自
身
対
外
関
係
、
国
防
問
題
に
つ
い
て
興
味
、
関
心
が
あ
る
た
め
、

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
６

伊藤哲夫先生はご講義の後、班別研修にも顔を出されて学生らの質尉lに真摯に答へて 卜さつ

た
`

-39-



二
日
目
の
伊
藤
哲
夫
先
生
の
お
話
は
と
て
も
注
意
深
く
聴
か
せ
て
い
た

だ
い
た
。
中

・
韓
両
国
の
歴
史
認
識
に
対
す
る
問
題
で
私
は
二
国
に
対

す
る
憤
り
と
と
も
に
、
こ
の
問
題
で
揺
れ
て
し
ま
う
日
本
の
歴
史
に
対

す
る
知
識
不
足
、
自
分
の
国
に
対
す
る
誇
り
を
持
て
な
い
な
ど
の
問
題

を
変
え
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
し
て
今
、
私
達
学
生
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
ど
う
動
け
ば
い
い

の
か
。
私
は
伊
藤
先
生
の
お
話
で
あ
る
指
針
を
得
た
。
私
自
身
が
し

っ

か
り
と
学
び
、
同
じ
学
生
に
語
り
か
け
て
い
く
こ
と
が
、　
一
番
の
方
法

な
の
だ
。
私
は
今
後
も
大
学
内
で
友
人
達
に
語
り
か
け
て
ゆ
く
よ
う
に

心
掛
け
た
い
。

全
国
の
友
ら
と
共
に
学
び
け
り
国
の
始
め
の
人
の
指
針
を

本
当

の
日
本
人
に
な
る
こ
と
を
心
が
け
た

い

（大
阪
大
学
　
経
　
四
年
　
岩
井
中
健
）

今
合
宿
の
間
、
私
が
心
を
悩
ま
せ
た
こ
と
は
、
日
本
再
生
の
た
め
に

私
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
班
別
討
論
を
通
し
て

気
が
付

い
た
の
は
、
「自
分
の
身
の
回
り
か
ら
変
え
て
い
け
ば
良
い
、

少
し
ず
つ
で
あ

っ
て
も
必
ず
成
果
は
出
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ

最
近
、
私
は
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
国
内

・

海
外
と
参
加
し
、
何
人
か
の
外
国
人
と
出
会
う
機
会
を
得
ま
し
た
。
彼

ら
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
に
良
い
印
象
を
持

っ
て
い
て
、
い
つ
か
日
本
に

行
き
た
い
と
い
う
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
に
で
き
る
こ

と
は
、
そ
の
よ
う
な
身
の
回
り
の
外
国
人
に
対
し
て
、
正
し
い
日
本

・

日
本
人
を
示
す
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
私
は
こ
れ
か
ら

も
国
文
研
で
の
学
び
を
継
続
し
、
本
当
の
日
本
人
に
な
る
こ
と
を
心
が

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
の
本
を
取
り
戻
す
た
め
真
な
る
日
本
人
に
ま
づ
成
り
ぬ
べ
し

講
義
や
班
別
研
修
が
身
に
つ
い
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た

（福
岡
大
学
　
経
　
四
年
　
西
脇
悠
平
）

今
回
こ
の
合
宿
教
室
に
参
加
す
る
の
は
二
回
日
で
し
た
が
、
前
回
同

じ
班
だ

っ
た
友
達
と
再
会
で
き
た
喜
び
と
学
生
体
験
発
表
を
控
え
た
緊

張
で
胸
が
張
り
裂
け
そ
う
で
し
た
。
日
が
近
付
く
に
つ
れ
胸
の
高
鳴
り

が
強
く
な
る
中
で
、
友
達
や
先
輩
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
な

ん
と
か
本
番
で
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

発
表
中
は
緊
張
で
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
終

っ
た

後
多
く
の
人
か
ら

「発
表
良
か
っ
た
よ
」
と
言

っ
て
い
た
だ
き
、
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

今
回
の
合
宿
で
と
て
も
強
く
感
じ
た
こ
と
は
、
前
回
は
わ
け
も
わ
か

ら
ず
流
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ

っ
た
講
義
や
班
別
研
修
が
、
し

っ
か
り
と

身
に
つ
い
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
勉
強
が
足
り
な
い
部
分

も
あ

っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
し
つ
か
り
学
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

友
ど
ち
と
共
に
過
ご
せ
し
こ
の
日
々
は
身
に
積
り
ゆ
き
思
ひ
出
と
な
る
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先
人
方

に
恥
じ
な

い
日
本
を
築
き
た

い

（九
州
工
業
大
学
　
工
　
一
年
　
梶
栗
正
大
）

今
回
こ
の
合
宿
に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
改
め
て
日
本
の
伝
統

文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
庭
本
秀

一

郎
先
生
の
講
演
を
聞
き
、
先
人
の
方
々
が
築
き
守
り
ぬ
い
て
こ
ら
れ
た

か
ら
こ
そ
、
今
の
平
和
で
繁
栄
し
た
日
本
が
存
在
す
る
こ
と
を
実
感
じ

ま
し
た
。
私
達
日
本
人
は
、
先
人
方

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
先
人
方
に
恥
じ
な
い
日
本
を
築

い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

偉
人

の
素
晴
ら
し
さ

（福
岡
大
学
　
経
　
一
一年
　
田
中
貴
大
）

私
は
今
回
の
合
宿
に
参
加
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
偉
人
の
素
晴
ら
し

さ
や
昔
の
出
来
事
を
深
く
知
る
楽
し
さ
で
す
。
様
々
な
偉
人
達
が
残
し

た
言
葉
の
意
味
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か

つ
た
で
す
。
ま
た
、

小

・
中

・
高
で
習

っ
た
歴
史
が
ど
ん
な
に
薄
い
か
を
感
じ
ま
し
た
。
私

は
戦
後
の
日
本
の
歴
史
は
嫌
い
で
し
た
が
、
今
回
の
先
生
達
の
話
を
聞

い
て
い
く
う
ち
に
興
味
が
で
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
夏
に
出
会
ひ
し
友
と
語
り
あ
ひ
ま
た
の
再
会
期
待
し
別
れ
る

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
７

短歌創作導入講義。大阪湾広域臨海環境整備センター 久米秀俊先生は、感動をありのまま
に言葉にすることの大切さを説かれ、正岡子規と弟子の伊藤左千夫の短歌のやり取りを紹介さ

れた後、短歌を詠み交はすことで生涯の友や師を得ることができるでのはないかと述べられた。
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勉
強

に
励
み
た

い

（宮
崎
公
立
大
学
　
人
文
　
一
年
　
田
中
亮
佑
）

今
回
の
合
宿
に
参
加
し
て
、
正
直
、
と
て
も
焦
り
ま
し
た
。
意
識
の

高
い
学
生
や
会
員
の
み
な
さ
ん
に
囲
ま
れ
て
自
分
の
力
の
な
さ
を
痛
感

し
ま
し
た
。
ま
た
、
違
和
感
を
感
じ
た
と
き
も
、
自
分
の
知
識
不
足
で

反
論
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
自
分
の
力
の
な
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
お
か
げ
で
、
こ
れ
か
ら
勉
強
に
励
み
た
い
と
い

う
志
が
で
き
ま
し
た
。
新
た
に
出
会

っ
た
友
と
共
に
学
び
合

っ
て
、
自

分
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
た
い
と
い
う
決
意
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
私
の
勉
強
の
基
礎
に
な
る
よ
う
な
合
宿
で
し
た
。

大
海
を
さ
ま
よ
ひ
泳
ぐ
我
が
姿
待
ち
ま
す
恩
師
に
は
や
く
見
せ
た
し

「
人
間

の
不
完
全
性
」

の
思
想

（北
濱
　
道
　
５‐
歳
）

中
島
繁
樹
先
生
の
御
講
義

「
思
想
の
国
柄
」
で
指
摘
さ
れ
た
、
人
間

は
完
全
で
あ
り
う
る
と
い
ふ
誤
謬
は
、
今
も
至
る
と
こ
ろ
で
私
達
の
健

全
な
思
考
を
奪

っ
て
ゐ
る
と
思

っ
た
。
現
在
の
立
場
か
ら
過
去
を
裁
く

と
い
ふ
論
調
の
軽
薄
さ
も
、
元
を
辿
る
と
こ
の
考

へ
か
ら
来
て
ゐ
る
と

思
ふ
。
自
分
の
実
感
に
正
直
に
も
の
を
言
ふ
こ
と
に
努
め
、
「人
間
の

不
完
全
性
」
の
思
想
と
い
ふ
も
の
を
取
り
戻
し
た
い
。

國
武
忠
彦
先
生
の
御
講
義

天
皇
の

「し
ら
す
」
て
ふ
お
姿
を
神
話
を
辿
り
説
き
給
ひ
け
り

「国
民
の
期
待
に
応

へ
」
と
の
お
言
葉
に
大
御
心
を
偲
び
ま
し
け
り

（今
上
陛
下
の
お
言
葉
）

国
民
の
う
へ
あ
た
た
か
く
し
ろ
し
め
す
大
御
心
に
胸
あ
つ
く
な
る

と
も

に
学
び
、
先
人

の
思

い
を
受

け

つ
い
で
い
き

た

い

（原
土
井
病
院
　
小
柳
左
門
　
６５
歳
）

四
班
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。
し
か
し
十
分
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ず
、
よ
う
や
く
話
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
頃
に
は
、
合
宿
も
終
り

に
近
づ
き
ま
し
た
。　
一
生
は
長
い
。
こ
れ
か
ら
沢
山
学
び
、
よ
き
友
を

得
て
、
素
晴
ら
し
い
人
生
を
過
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
日
本
に
は
素
晴
し
い
先
人
が
の
こ
し
た
素
晴
し
い
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
と
も
に
学
び
、
そ
の
願
い
を
受
け

つ
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

慰
霊
祭
の
夜

夕
暮
れ
し
集
ひ
の
庭
の
草
む
ら
に
こ
ほ
ろ
ぎ
は
鳴
く
声
も
き
よ
ら
に

を
ち
こ
ち
に
鳴
く
虫
の
音
の
ひ
び
き
あ
ひ
七
沢
の
森
に
秋
は
近
づ
く

降
り
た
り
し
雨
も
や
み
た
る
夜
の
空
雲
間
に
ひ
と
つ
星
の
輝
く

逝
き
ま
し
し
人
の
面
影
し
の
び
つ
つ
政
を
た
れ
ぬ
神
の
斎
庭
に

忠
義
を
尽
く
し
た
先
人
を
愛
し
た

い
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（國
學
院
大
學
　
神
道
文
化
　
研
究
生
　
上
野
竜
太
朗
）

講
義
で
は
、
庭
本
秀

一
郎
先
生
の
お
話
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
「再

生
す
べ
き
日
本
」
は
、
自
分
の

「中
」
に
あ
る
と
い
う
話
を
聞
き
、
歴

史
は
ま
さ
に
己
の
内
面
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
と
い

う
の
も
、
武
士
道
の

「義
」
や

「礼
」
や

「忠
」
と
い
う
考
え
は
、
今

の
我
々
の
中
に
も
か
す
か
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
確
か
に
あ
り
ま
す
。
先

人
は
、
忠
義
を
尽
く
し
て
愛
す
る
日
本
を
守
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
、
そ

の
よ
う
に
忠
義
を
尽
く
し
た
先
人
を
愛
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

先
人
達
が
守
ろ
う
と
し
た
も
の
を
守
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

ま
だ
そ
れ
が
は

っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
先
人
の
生
き
方
を
知
る
こ
と

が
、
先
人
の
守
り
た
い
も
の
を
守
る

一
助
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
知
る

こ
と
は
行
う
こ
と
で
す
。
す
で
に

「行
」
は
始
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
自

覚
し
、
行
動
を
完
結
さ
せ
る
生
き
方
を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

武
士
道
は
我
が
真
心
に
眠
り
し
か
揺
さ
ぶ
り
起
こ
さ
む
も
の
の
ふ
の
心

神
々
に
忠
義
を
尽
く
す
日
の
本
の
大
和
男
子
を
目
指
し
進
ま
む

「
原
典
」
を
実
際

に
自
分

の
目
で
読

み
、
味
わ

い
た

い

（京
都
大
学
　
工
　
一
年
　
安
永
知
生
）

こ
の
合
宿
に
つ
い
て
親
か
ら
勧
め
ら
れ
、
参
加
し
ま
し
た
。
現
代
ま

で
の
日
本
の
歴
史
が
歪
め
ら
れ
、
神
話
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
自

分
た
ち
日
本
人
が
日
本
人
と
し
て
誇
り
を
持
て
る
よ
う
な
正
し
い
歴
史

認
識
が
希
薄
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
、
数
々
の
ご
講
義
を
お
聴
き
し
て

再
認
識
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
自
分
の
中
で
何
か
も
の
足

カ

メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
８

短歌創作を兼ねた野外研修。関東総鎮護の大山阿夫利神社 (下社)を散策した。
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り
な
い
も
の
、
腑
に
落
ち
な
い
も
の
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
「原
典
」
「
原
著
」
を
実
際
に
自
分
の
目
で
読
み
、
自
分
で
味

わ
う
こ
と
で
し
た
。
講
義
の
中
で
扱
う
原
典
、
原
著
は
、
数
に
限
り
の

あ
る

一
部
の
も
の
で
し
た
が
、
僕
の
魂
に
直
接
何
か
を
訴
え
か
け
て
く

る
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
中
に
は
、
難
解
な
文
章
も
存
在
し
、

合
宿
中
で
は
解
決
で
き
な
か
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
そ

れ
で
次
の
段
階
の
た
め
の
良
い
題
材
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

最
終
日
の
朝

雨
降
れ
ば
山
に
か
か
り
し
白
き
霧
美
し
き
か
な
寒
さ
あ
り
つ
つ

自
分
の
思
い
を
素
直
に
歌
に
詠
む
こ
と
が
で
き
た

（明
星
大
学
　
情
報
　
一二
年
　
岡
松
　
優
）

講
義
で
は
、
庭
本
秀

一
郎
先
生
の
武
士
道
の
精
神
の
お
話
、
伊
藤
哲

夫
先
生
の
正
し
い
歴
史
認
識
、
日
本
の
素
晴
ら
し
さ
な
ど
の
お
話
、
山

口
秀
範
先
生
の
生
き
方
の
お
手
本
と
な
る
よ
う
な
人
を
見

つ
け
学
ぶ
こ

と
の
お
話
、
國
武
忠
彦
先
生
の
歴
史
の
中
で
天
皇
を
わ
か

っ
て
い
く
こ

と
の
お
話
、
中
島
繁
樹
先
生
の
日
本
の
国
柄
を
考
え
る
こ
と
の
お
話
な

ど
、
多
く
の
こ
と
を
お
聴
き
し
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
合
宿
で
、
特
に
良
か
つ
た
と
こ
ろ
は
、
短
歌
創
作
で
し
た
。

前
回
の
合
宿
で
は
、
難
し
い
言
葉
な
ど
知
り
も
し
な
い
の
に
使
い
、
か
っ

こ
よ
く
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
大
山
散
策
の
時
に
思

っ

た
こ
と
を
、
素
直
に
自
分
の
知

っ
て
い
る
言
葉
で
表
現
し
ま
し
た
。
そ

し
て
短
歌
全
体
批
評
の
時
に
須
田
清
文
先
生
か
ら
私
の
歌
が
読
ま
れ
、

良

い
で
す
ね
と
言
わ
れ
た
時
、
と

て
も
う
れ
し
か

つ
た

で
す
。

大
山
下
山
の
折
り

下
山
時
に
店
に
立
ち
寄
り
味
は
ひ
し
と
う
ふ
ア
イ
ス
の
心
に
泌
み
ぬ

短
歌
相
互
批
評
を
通
じ
て
人
の
感
性
の
多
様
さ
を
知
っ
た

（京
都
大
学
　
経
　
一二
年
　
山
内
　
遼
）

詠
ん
だ
歌
を
班
で
批
評
し
合
う
や
り
取
り
が
特
に
印
象
に
残
り
ま
し

た
。熟

練
し
た
方
々
に
自
分
や
他
の
人
の
詠
歌
を
直
し
て
も
ら
う
と
、
少

し
語
彙
や
文
の
形
を
変
え
る
こ
と
で
、
と
て
も
洗
練
さ
れ
た
わ
か
り
や

す
い
歌
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
自
由
な
創

作
だ
と
言

っ
て
も
、
既
存
の
歌
を
学
ぶ
努
力
を
す
る
こ
と
で
、
向
上
の

余
地
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
ま
ざ
ま
ざ
と
体
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、　
一
方
で
、
短
歌
創
作
に
は
答
え
が
な
い
で
す
し
、
人
の
感
じ
方

は
様
々
で
す
か
ら
、
修
正
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
な
ど
、
個
々
人
の
こ

だ
わ
り
が
あ
る
と

い
う
こ
と
も
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
人
の
感
性

が
多
様
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
肝
に
銘
じ
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
謙
虚

さ
と
寛
容
さ
を
涵
養
す
べ
く
、
精
進
を
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
こ
に
で
も
神
坐
し
ま
す
と
信
ず
れ
ば
現
る
ら
ん
か
念
じ
し
御
魂

日
本

の
歴
史
を
考
え
る
上

で
新
た
な
視
点
が

で
き

た

（筑
波
大
学
　
人
文
　
一
一年
　
下
村
貴
宏
）
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初
め
て
の
参
加
で
し
た
。
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
高
校
時
代
の
恩
師

は
、
日
本
史
の
先
生
で
す
が
、
日
本
の
歴
史
を
学
ぶ
上
で
、
必
ず
役
に

立
つ
こ
と
が
学
べ
る
と
言
わ
れ
た
通
り
、
自
分
の
中
で
、
日
本
の
歴
史

を
考
え
る
上
で
新
た
な
視
点
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
様
々

な
地
方
の
大
学
生
と
親
し
く
な
れ
た
こ
と
が
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

特
に
印
象
に
残

っ
て
い
る
の
は
、
慰
霊
祭
の
あ
と
の
班
別
研
修
の
時

の
久
米
秀
俊
さ
ん
と
岸
本
弘
さ
ん
の
話
で
す
。
自
分
は
慰
霊
祭
を
身
近

な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
国
の
た
め
に
死
ん
で
い
っ

た
人
々
や
亡
く
な

っ
た
身
近
な
人
々
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
た
方
々
に
本
当
に
申
し
訳
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
合
宿
で
は
、
班
別
研
修
の
時
に
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
ま
だ
ま
だ

勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

合
宿
で
学
ん
だ
こ
と
は
数
知
れ
ず
た
だ
き
つ
か
っ
た
六
時
の
起
床

普
段
で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
で
き
た

（福
岡
大
学
　
経
　
一
一年
　
一二
谷
晃
希
）

今
回
、
初
め
て
合
宿
に
参
加
し
て
、
普
段
で
は
体
験
で
き
な
い
よ
う

な
こ
と
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
山
登
り
や
短
歌
創

作
で
は
、
と
て
も
良

い
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
班
別
研
修
で
は
、
自
分
の
意
見
を
出
し
て
、
班
の
人
の
意
見

を
聞
く
こ
と
で
、
こ
う

い
つ
考
え
方
が
あ
る
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
と
て
も
良
い
合
宿
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
９

≡本

古典講義。輸寺子屋モデル代表取締役 山口秀範先生は、『身を修むるを以て本と為す―先
人に習ふ生き方―』と題して『論語Jの一節を取り上げられ、『学ぶ』とはすなはち歴史上の

立派な人物に『真似る』ことに通ずると述べられた。そして、学生諸君に対して自分探しでは

なく、良き師を求めて歴史上の偉人の生き方にお手本を見出し、それを真似ることが大切だと

語られた。
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学
び
舎
に
帰
る
頃
に
は
変
化
し
た
自
分
の
意
識
自
分
の
考

ヘ

原
典

の
味
読
に
基
づ
く
学
問
を
続
け
た

い

（大
阪
湾
広
域
臨
海
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
　
久
米
秀
俊
　
５６
歳
）

孔
子
、
曾
子
、
中
江
藤
樹
、
熊
沢
蕃
山
と
つ
な
が
る
学
び
の
連
な
り

を
活
き
活
き
と
姿
が
浮
か
ぶ
が
ご
と
く
に
語
ら
れ
、
「
君
た
ち
に
そ
の
学

問
の
出
会
ひ
の
機
縁
を
つ
か
ん
で
ほ
し
い
」
と
訴

へ
ら
れ
た
山
口
秀
範

先
輩
の
迫
力
の
あ
る
お
話
が
強
く
心
に
響
い
た
。
生
涯
を
賭
け
て
取
り

組
む
甲
斐
の
あ
る
偉
人
に
学
ん
で
ゆ
き
た
い
し
、
ま
だ
、
私
の
知
ら
な

い
多
く
の
偉
人
に
出
会
ふ
べ
く
研
鑽
し
て
ゆ
き
た
い
。

ま
た
、
「知
ら
す
」
と

「う
し
は
く
」
の
違
ひ
に

つ
い
て
知
識
と
し

て
は
知

っ
て
ゐ
た
が
、
今
回
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
の
原
典
を
絡
か
れ

て
、
「国
生
み
」
、
「天
孫
降
臨
」
の
原
初
の
頃
か
ら
、
「知
ら
す
」
コ
百

向
け
和
す
」
と

い
ふ
言
葉
に
伺
は
れ
る
や
う
に
、
心
の
繋
が
り
が
大
切

に
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
國
武
忠
彦
先
生
に
お
話
い
た
だ
き
感
銘
を
受
け

た
。か

う
し
た
原
典
の
味
読
に
基
づ
く
学
問
を
友
ら
と
続
け
て
行
き
た
い
。

山
口
秀
範
先
輩
の
ご
講
義
を
お
聴
き
し
て

先
人
の
学
び
の
志
定
め
ら
れ
じ
機
縁
の
御
話
に
引
き
込
ま
れ
ゆ
く

蕃
山
の
師
を
得
ら
れ
た
る
縁
と
な
り
し
馬
夫
の
話
の
面
白
き
か
も

原
典
を
た
ど
り
て
縁
語
ら
る
る
先
輩
の
話
し
振
り
に
情
景
つ
ば
ら
に

学
生
に
学
ぶ
機
縁
を
つ
か
め
よ
と
語
ら
る
る
み
声
の
力
強
し
も

新
し

い
友

に
出
会
ひ
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

（元
富
山
県
立
富
山
工
業
高
校
教
諭
　
山序
本
　
弘
　
６８
歳
）

合
宿
参
加
の
目
的
の
第

一
は
、
新
し
い
友
に
出
会
ひ
交
流
を
深
め
る

こ
と
に
あ

っ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
は
班
別
研
修
を
通
し
て
ま
づ
ま
づ
達

成
さ
れ
た
と
思
ふ
。
四
日
間
と
い
ふ
時
間
の
中
で
、
お
互
ひ
に
心
を
傾

け
た
か
ら
で
あ
ら
う
。

ご
講
義
等
で
多
く
の
課
題
を
投
げ
か
け
て
い
た
だ
い
た
が
、
具
体
的

に
憲
法
の
あ
り
様
を
考
へ
る
上
に
お
い
て
も
、
そ
こ
に
し

っ
か
り
と
「
日

本
」
と
い
ふ
も

の
の
存
在
を
見
失
は
ず
に
考

へ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
た
と
思
ふ
。

さ
て
、
こ
の
合
宿
の
存
続
を
含
め
て
、
自
分
は
国
文
研
会
員
の

一
人

と
し
て
何
を
し
て
ゆ
け
ば
よ
い
の
か
、
合
宿
に
向
ふ
日
々
に
思
ひ
続
け

た
こ
と
の

一
つ

一
つ
を
具
体
的
に
形
の
あ
る
も
の
と
し
て
行

っ
て
ゆ
き

た
い
と
思
ふ
。

朝
な
夕
な
間
近
く
立
て
る
鐘
ヶ
嶽
を
仰
ぎ
つ
合
宿
の
時
を
過
せ
り

如
何
な
ら
む
思
ひ
に
ま
さ
む
合
宿
に
み
便
り
賜
び
ま
し
し
津
軽
な
る
師
は

日
本

の
国
を
素
直
に
仲
間
と
語
り
合
え
た

（ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
高
等
学
校
二
年
　
ス
ク
ィ
ラ
チ
オ
テ
ィ
茉
莉
菜
）

今
回
が
三
度
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
ま
た
先
生
方
の
素

-46-



晴
ら
し
い
ご
講
義
を
聞
き
、
新
し
い
仲
間
と
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

私
が
合
宿
に
き
て
毎
回
感
じ
る
の
は
、
同
じ
志
を
持

っ
た
人
々
と
共

に
学
び
、
話
し
合
え
る
こ
と
の
喜
び
で
す
。
私
は
普
段
ア
メ
リ
カ
ン
ス

ク
ー
ル
に
通

っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
話
題
に
な
る
と

「
そ
れ
は
お
か
し

い
。
間
違

っ
て
い
る
」
と
思
う
発
言
が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
反
論
し

た
い
と
思

っ
て
も
自
分
の
知
識
が
不
十
分
な
の
も
あ
る
し

「何
か
言

っ

て
も
理
解
し
て
く
れ
な
い
」
と
い
う
気
持
か
ら
素
直
に
自
分
の
意
見
を

言
え
ず
に
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
合
宿
で
は
、
日
本
の
事
が
大
好
き
で
、
日
本
の
事
を

も

っ
と
知
り
た

い
と
い
う
人
々
が
集
ま

っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
私
に

と

っ
て
唯

一
自
分
と
同
じ
よ
う
な
考
え
方
を
持

っ
た
人
た
ち
が
沢
山
い

る
場
所
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
今
年
も
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
日

本
の
国
を
考
え
な
が
ら
素
直
に
仲
間
と
語
り
合
え
て
、
本
当
に
幸
せ
だ

と
思
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

友
達
と
わ
が
胸
内
を
語
ら
へ
ば
心
は
近
づ
き
嬉
し
か
り
け
り

子
供
た
ち

に
日
本

の
伝
統

や
誇
り
を
伝
え

て

い
き
た

い

（九
州
工
業
大
学
　
工
　
一
一年
　
高
野
真
理
）

今
回
初
参
加
し
、
日
本
人
と
し
て
誇
り
を
も
て
る
よ
う
な
話
を
た
く

さ
ん
聞
け
て
大
変
よ
か
っ
た
で
す
。

大
学
で
は
日
々
、
勉
学
と
サ
ー
ク
ル
、
友
人
と
の
遊
び
な
ど
で
こ
の

ま
ま
四
年
間
を
過
ご
し
て
い
い
も
の
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
ー０

=.～

儡

合宿三日目。「古事記―神武天皇―Jと題し、昭和音楽大学名誉教授・國武忠彦先生は、初
めに「古事記を読まずLζ天皇はわからない」と述べつつ、『古事記Jの天孫降臨 国譲り
御東征に触れる中で「言向けやはす」とは単に「征伐ではなく、言葉でこちらに向けさせる。

道理を正して相手を帰服させていつたことを意味する言葉だらう」と語られた他、天皇と国民

の深い心の結びつきについて話された。
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私
は
日
本
が
技
術
大
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
伝
統
技
術
な
ど
も
絶
や
し
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
合
宿
で
日
本
に
つ
い
て
多

く
の
事
を
学
ん
だ
こ
と
で
、
逆
に
自
分
よ
り
年
下
の
子
や
今
か
ら
生
ま

れ
て
く
る
子
た
ち
に
日
本
の
伝
統
な
ど
を
伝
え
て
行
き
、
知

っ
て
も
ら

い
、
誇
り
を
持

っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

成
人
に
な
る
前
の
分
岐
点
に
い
た
自
分
に
と

っ
て
今
回
の
合
宿
は
多
く

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
ま
し
た
。
初
め
て
出
会
う
多
く
の
人
と
話
さ
せ

て
頂
き
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

恩
師
よ
り
導
き
あ
り
し
七
沢
で
よ
き
友
出
会
へ
り
こ
れ
も
縁
か
な

こ
れ
か
ら
に
生
か
せ
る
三
泊
四
日
だ

つ
た

（中
村
学
園
大
学
　
栄
養
　
一
一年
　
矢
羽
田
　
葵
）

今
回
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
来
る
前
ま
で
は
不
安
な
こ
と
ば
か
り

で
し
た
が
い
ざ
来
て
み
て
、
ま
ず
講
義
を
受
け
た
時
に
、
今
ま
で
受
け

て
き
た
授
業
と
は
全
く
違
い
、
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
大
変
驚

き
ま
し
た
。
同
時
に
何
故
今
ま
で
こ
の
よ
う
に
面
白
い
授
業
が
な
さ
れ

な
か

っ
た
の
か
と
悔
し
く
思
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
班
別
研
修
で
は
、

日
が
進
む
に
つ
れ
て
皆
か
ら
の
意
見
も
増
え
、
と
て
も
有
意
義
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
普
段
の
生
活
で
は
憲
法
の
話
や
歴
史
に
つ
い
て
自
分

の
思
い
を
互
い
に
語
り
合
う
機
会
は
全
く
な
か

っ
た
た
め
、
と
て
も
う

れ
し
く
楽
し
か

っ
た
で
す
。

ま
た
、
大
山
散
策
で
班
の
友
人
と
の
仲
が
ぐ

っ
と
近
づ
い
た
よ
う
に

感
じ
、
短
歌
相
互
批
評
で
と
も
に
考
え
て
頂
き
、
美
し
い
も
の
が
で
き

ま
し
た
。
と
て
も
短
く
充
実
し
た
三
泊
四
日
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
か
ら
に
生
か
せ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

降
る
雨
の
音
の
み
響
く
班
室
に
過
ご
せ
る
友
と
の
別
れ
哀
し
き

「
出
会

い
」
を
大
切

に
し
て
い
き

た

い

（中
村
学
園
大
学
　
教
　
一
一年
　
古
賀
明
香
里
）

初
め
て
合
宿
に
参
加
し
ま
し
た
。
講
義
は
有
意
義
な
も
の
で
し
た
が
、

班
別
研
修
で
年
上
や
同
じ
年
代
の
方
々
の
考
え
や
思
い
、
ま
た
、
私
が

考
え
て
い
な
い
意
見
も
多
く
聴
く
こ
と
が
で
き
て
更
に
考
え
が
深
ま
り

ま
し
た
。
短
歌
や
慰
霊
祭
な
ど
も
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

私
は
こ
の
合
宿
で
自
分
自
身
が
ど
れ
だ
け
無
知
で
あ
っ
た
か
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
江
藤
樹
と

『大
學
』
、
熊
沢
蕃
山
と
中

江
藤
樹
の
出
会
い
の
よ
う
に
、
自
分
自
身
の
運
命
を
変
え
る
か
も
し
れ

な
い
「出
会
い
」
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
合
宿
で
様
々

な
人
に
出
会
い
、
自
分
の
考
え
方
、
生
き
方
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
自
ら
行
動
し
思
い
を
話
す
機
会

を
も
て
た
ら
と
思
い
ま
す
。

振
り
返
る
友
と
過
ご
せ
し
四
日
間
い
と
有
難
き
日
々
と
な
り
け
り

充
実
し
た
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き

た

（学
習
院
大
学
　
文
　
一
一年
　
富
永
曜
子
）

初
め
て
参
加
し
と
て
も
充
実
し
た
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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沢
山
の
講
義
の
中
で
特
に
心
に
残

っ
た
こ
と
は
和
歌
に
つ
い
て
で
す
。

古
事
記
の

「知
ら
す
」
と

い
う
言
葉
か
ら
、
日
本
人
は
言
葉
に
よ

っ
て

人
を
導
き
、
言
葉
を
と
て
も
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
国
文
学
を
学
ん
で
い
る
私
に
と

っ
て
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
し

た
。
日
本
人
が
昔
か
ら
持
ち
続
け
た

「言
葉

へ
の
こ
だ
わ
り
」
を
私
も

持
ち
続
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
人
、
古
典
の
中
の
言

葉
、
い
い
経
験
と
の
出
会

い
を
求
め
て
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
和
歌
で
自
分
の
心
を
率
直
に
表
現
す
る
た
め
に
も
、

周
り
に
素
直
な
愛
を
持

っ
た
目
を
向
け
て
い
き
た
い
で
す
。
國
武
忠
彦

先
生
が
御
講
義
の
中
で

「揺
れ
動
く
心
、
あ
り
の
ま
ま
の
心
を
真
心
と

い
ふ
」
と
仰
い
ま
し
た
が
、
真
心
を
持

っ
て
物
事
を
見
つ
め
て
、　
一
日

一
首
詠
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

朝
も
や
の
か
か
れ
る
青
き
山
見
れ
ば
魁
夷
の
絵
画
思
ひ
だ
さ
る
る

『古
事
記
』
を
大
事

に
読
み
た

い

（東
北
大
学
　
理
　
一
一年
　
工
藤
員
秀
子
）

今
回
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
短
歌
や
歴
史
は
積
極
的
に
学
び
た
い

も
の
で
は
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
講
義
で
の

『古
事
記
』
の
話
は
面
白

く
、
短
歌
相
互
批
評
は
思
い
の
ほ
か
楽
し
か

っ
た
で
す
。

『古
事
記
』
に
は
自
分
の
名
前
の
由
来
と
な
る

一
節
が
あ
り
親
し
み
を

感
じ
る
も
の
は
あ
り
ま
し
た
が
、
少
し
内
容
を
聞
い
た
程
度
で
、
む
し

ろ
、
神
話
と
歴
史
が
混
在
し
史
料
と
し
て
は
不
信
感
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
合
宿
で
、
「
ウ
シ
ハ
ク
」
と

「
シ
ラ
ス
」

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
＝

学生発表。國學院大學大学院文学研究科二年 相澤守君 (写真右)は初めて参加した合宿教
室で、昭和天皇の終戦時に国や国民を守らうとされた御製に触れて感動した体験を、福岡大学

経済学部四年・西脇悠平君 (写真中央)は宮本邦彦警部と野村望束尼のように誰かのために行
動できる日本人になりたいという決意を、大阪大学経済学部四年 岩井中健君 (写真左)は吉
田松陰の生き方を知り、社会にいかに貢献できるかを考へることの重要性に気付いた体験を

語つた。
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と
い
う
支
配
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
違
い
や
、
本
居
宣
長
が
成
し
遂
げ

た
事
な
ど
を
学
び
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
『古
事
記
』
は
日

本
そ
し
て
自
分
自
身
の
ル
ー
ツ
と
し
て
大
事
に
読
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

偉
人
伝
古
事
記
の
話
も
聞
き
飽
き
て
物
の

理

学
ば
ん
と
欲
す

「
食
」
と

い
ふ
言
葉
に
目
開
か
さ
れ
た

（帥
Ｉ
Ｈ
Ｉ
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
　
内
海
勝
彦
　
５８
歳
）

「歴
史
に
日
本
の
再
生
を
学
ば
う
―
先
人
の
言
葉
に
学
ぶ
―
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
今
年
の
合
宿
で
あ

つ
た
が
、
今
回
も
沢
山
の
心
に
残
る
言
葉

に
触
れ
て
有
難
か
つ
た
。
國
武
忠
彦
先
生
の
御
講
義
の
中
で
「
シ
ラ
ス
」

の
言
葉
に
つ
い
て
の
本
居
宣
長
の
注
釈

（『古
事
記
伝
し

の
言
葉

「
こ

れ
君
の
御
國
治
め
有

坐
は
、
物
を
見
が
如
く
、
聞
が
如
く
、
知
が
如
く
、

食
が
如
く
、
御
身
に
受
入
れ
有
つ
意
あ
れ
ば
な
り
」
は
有
難
く
、
日
開

か
る
る
思
ひ
で
あ

っ
た
。
歴
代
の
天
皇
様
は
国
民
を
ま
る
ご
と
御
身
に

お
引
き
受
け
に
な
り
、
ど
ん
な
人
々
も
等
し
く
、
そ
の
心
を
受
入
れ
ら

れ
て
、
あ
た
か
も
自
分
自
身
の
血
肉
と
な
る
如
く
咀
嗜
さ
れ
て
を
ら
れ

る
。
そ
の
表
現
が

「食
」
と
い
ふ
言
葉
に
表
さ
れ
て
ゐ
る
、
と
の
宣
長

の
慧
眼
に
驚
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
先
生
は
冒
頭

「
『古
事
記
』
を
読

ま
ず
し
て
天
皇
は
わ
か
ら
な
い
」
と
喝
破
さ
れ
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
通

り
だ
と
思
つ
た
。

最
終
日
、
廣
木
寧
運
営
委
員
長
挨
拶
を
聴
き
て

日
の
本
の
歴
史
の
姿
君
た
ち
は
こ
の
集
ひ
に
て
見
し
と
宣
ふ

外
国
の
侮
り
受
け
む
時
に
し
も
い
よ
よ
学
び
を
励
ま
ざ
ら
め
や

我
々
の
父
祖
の
汚
名
を
そ
そ
ぐ
の
は
君
ら
の
務
め
と
熱
く
語
ら
る

一俣
が
と
ま
ら
な
か

つ
た

（高
知
市
立
旭
中
学
校
教
諭
　
岡

つ
ぐ
み
　
４‐
歳
）

庭
本
秀

一
郎
先
生
の
導
入
講
義
で
の
お
言
葉

「
日
本
人
な
ら
で
は
の

心
の
持
ち
よ
う
を
先
人
の
生
き
方
に
学
ぶ
」
を
聞
き
、
私
が
こ
の
合
宿

に
求
め
て
い
る
の
は
い
つ
も
こ
う
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
和
歌

創
作
を
通
し
て
、
感
じ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
に
相
手
に
伝
え
る
こ
と
の

難
し
さ
を
い
つ
も
感
じ
ま
す
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
て
い
く
作
業
が

和
歌
創
作
で
あ
り
、
そ
れ
は
学
ぶ
こ
と
全
て
に
同
じ
作
業
を
要
す
る
の

だ
と
い
う
こ
と
に
改
め
て
気
付
き
ま
し
た
。
合
宿
で
は
本
だ
け
で
は
得

る
こ
と
の
で
き
な
い
学
び
を
体
験
で
き
ま
し
た
。
ど
の
講
義
に
も
共
通

し
て
い
え
る
の
は
本
当
に
伝
え
た
い
と

い
う
真
心
が
伝
わ

っ
て
く
る
も

の
ば
か
り
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
小
田
村
四
郎
先
生
が
登
壇
さ
れ
た
時

は
会
場
が
と
て
も
神
聖
な
も
の
に
感
じ
ま
し
た
。
お
話
さ
れ
て
い
る
姿

を
拝
見
し
て
涙
が
と
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
理
由
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
日
本
の
事
、
皇
室
の
事
、
歴
史
に
つ
い
て
よ
り
深
く
学
ん
で
い

こ
う
と
考
え
る
き

っ
か
け
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
参
加

さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

小
田
村
四
郎
先
生
の
ご
講
義
を
聞
き
て

思
ひ
こ
め
語
り
た
ま
へ
る
師
の
君
の
こ
と
ば
を
胸
に
留
め
お
き
た
し
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国
体

の
真
髄
に

つ
い
て
覚

醒
さ
せ
て
頂

い
た

（元
地
方
公
務
員
　
井
原
　
稔
　
６６
歳
）

今
年
も
実
に
中
身
の
濃
い
充
実
し
た
合
宿
教
室
で
あ

っ
た
。
伊
藤
哲

夫
先
生
の
御
講
義
で
は
特
に
次
の
点
が
印
象
に
残

っ
た
。
中
国
の
主
張

は
根
本
か
ら
嘘
で
固
め
た
論
法
で
あ
る
が
、
さ
う
で
あ

つ
て
も
国
際
社

会
で
は
さ
う
し
た
主
張
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
国
際
的
に
定
着
し
て
し
ま

ふ
。
か
う
し
た
状
況
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
日
本
と
し
て
正
々
堂
々
と
毅

然
と
し
た
態
度
で
自
ら
の
正
当
性
を
継
続
的
に
国
際
社
会
に
対
し
て
情

報
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ
た
点
。
こ
の
こ
と

は
韓
国
の
い
は
ゆ
る

「歴
史
問
題

（認
識
と

に
つ
い
て
も
同
様
の
こ

と
が
一言
へ
る
が
こ
の
場
合

″謙
譲
の
美
徳
″
は

″謙
譲
の
悪
徳
″
に
な

る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

ま
た
、
国
武
忠
彦
先
生
は

「
シ
ラ
ス
」
と

「
ウ
シ
ハ
ク
」
と
の
違
ひ
、

臣
下
は

「奉
仕

（
ツ
カ
ヘ
マ
ツ
ル
と
、
天
皇
は

「
聞
看

（キ

コ
シ
メ

ス
）」
で
あ
る
こ
と
を
御
教
授
さ
れ
た
が
、
国
体

（国
柄
）
の
真
髄
と

い
ふ
か
精
華
に
つ
い
て
覚
醒
さ
せ
て
頂
い
た
。

宿
舎
よ
り
外
を
眺
め
て

け
ふ
も
ま
た
雨
降
り
を
る
は
大
山
の
阿
夫
利
の
神
の
御
業
な
る
ら
む

諸
先
生
の
御
講
義
を
お
聞
き
し
て

御
教
へ
を
胸
に
刻
み
て
明
日
か
ら
も
心
新
た
に
つ
と
め
行
き
な
む

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
ー２

会員発表。北濱道合宿運営副委員長は、昭和十年代、当時の形骸化した学風を正すことに尽

力され、戦死された方々の手紙や歌、日記等を収めた『いのちささげて一正・続―』 (国文研

叢書19・ 20)を 紹介され、「友達と′しヽが通ひ合ふ世界を求めながらも、それをなかなか実感で

きない苦しみを打ち明けてをり、そこに心動かされた」と語つた。
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正
岡
子
規
と
出
会
え

て
嬉
し
か

っ
た

（竹
村
　
茜
　
２０
歳
）

初
め
て
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
私
は
今
回
和
歌
の
勉
強
を
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
が
、
本
当
に
い
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
な
と
思
い

ま
し
た
。
何
よ
り
講
義
を
通
じ
て
正
岡
子
規
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た

の
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
正
岡
子
規
と
伊
藤
左
千
夫
の
短
歌
を

通
じ
て
の
ぶ
つ
か
り
合

い
、
そ
し
て
交
流
に
至
る
ま
で
の
流
れ
、
ま
た

短
歌
を
よ
み
あ
う
姿
が
あ
り
あ
り
と
描
け
ま
し
た
。
友
を
思
う
気
持
ち

を
歌
に
詠
む
と
い
う
素
晴
し
さ
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
病
の

た
め
死
へ
と
早
い
ペ
ー
ス
で
向

っ
て
い
く
子
規
の
歌
は
、
よ
り

一
層
み

ず
み
ず
し
く
、
彩
り
豊
か
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
正
岡
子
規
と

い
う

人
が
い
な
け
れ
ば
、
伊
藤
左
千
夫
も
こ
ん
な
に
あ
た
た
か
い
交
流
を
得
、

そ
れ
を
歌
に
詠
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
し
、
も
ち

ろ
ん
、
私
が
子
規
に
触
れ
る
こ
と
も
な
か

っ
た
の
だ
な
と
思
う
と
、
本

当
に
嬉
し
く
あ
り
が
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
早
速
正
岡
子
規
に

つ
い
て
、
子
規
の
和
歌
に
つ
い
て
沢
山
学
ん
で
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

正
岡
子
規
に
ふ
れ
て

出
会
へ
た
る
先
人
築
き
じ
道
学
び
縁
を
胸
に
歩
み
ゆ
き
た
し

合
宿
の
直
き
思
ひ
を
歌
に
よ
む
大
学
生
ら
に
心
打
た
れ
し

古
典
が
楽
し
く
思
え
た

（日
本
青
年
協
議
会
　
椛
島
明
実
　
２４
歳
）

今
回
は
三
度
目
の
参
加
で
し
た
。
感
想
自
由
発
表
で
も
言
い
ま
し
た

が
、
山
口
秀
範
先
生
の
古
典
講
義
が
大
変
心
に
残
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
古
典
は
苦
手
分
野
な
の
で
す
が
、
山
口
先
生
が
生
き
生
き

と
話
を
さ
れ
る
お
姿
を
見
て
、
そ
の
世
界
に
入
り
込
ん
だ
様
な
思
い
が

し
て
純
粋
に
古
典
が
楽
し
い
と
思
え
ま
し
た
。

私
が
心
に
残

っ
た
の
は
中
江
藤
樹
の

「大
學
に
励
ま
さ
れ
て
」
の
所

で
す
。
「大
學
』
の

「
天
子
よ
り
以
て
庶
人
に
至
る
ま
で
、
壱
是
に
皆

身
を
修
む
る
を
以
て
本
と
為
す
」
の
一
文
に
中
江
藤
樹
が
出
会
い
、
「
聖

人
豊
に
学
ん
で
至
る
べ
か
ら
ざ
ら
ん
や
」
と
志
を
打
ち
立
て
ら
れ
た
姿

は
私
の
胸
を
打
ち
ま
し
た
。
何
百
年
も
昔
の
、
国
も
違
う
人
の
文
章
に

触
れ
、
人
生
の
志
を
打
ち
た
て
ら
れ
る
、
そ
の
切
実
に
人
生
の
道
を
求

め
て
お
ら
れ
る
姿
に
大
変
感
動
し
ま
し
た
。

又
、
山
口
先
生
が
最
後
に

「
人
生
と
学
問
は

つ
な
が

っ
て
い
る
。
自

分
の
人
生
を
左
右
す
る
言
葉
に
出
会
い
な
さ
い
」
と
仰
ら
れ
た
お
言
葉

も
心
に
残
り
ま
し
た
。
私
も
中
江
藤
樹
の
よ
う
に
先
人
の
言
葉
で
人
生

が
左
右
さ
れ
る
よ
う
な
学
問
を
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

先
人
の
言
の
葉
し
か
と
刻
み
ゆ
き
吾
が
生
き
方
を
定
め
ゆ
き
な
む

自
国
に
自
信
を
持

つ
こ
と
が
必
要

（三
朋
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
い
　
加
藤
祐
子
　
４２
歳
）
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五
月
の
呉
善
花
先
生
の
講
演
会
の
時
に
、
こ
の
合
宿
に
誘

っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
仕
事
の
都
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
で
き
て
本
当
に

良
か
っ
た
で
す
。
学
生
・社
会
人
・退
職
さ
れ
た
方
々
な
ど
年
代
は
様
々

で
す
が
、
志
を
同
じ
く
す
る
人
た
ち
が

一
緒
に
学
び
交
流
で
き
る
場
は

非
常
に
貴
重
で
す
。
そ
し
て
今
の
時
代
に
合

っ
た
先
生
方
の
講
義
を
聴

け
る
の
も
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
天
皇
陛
下

・
ご
皇
室

・
教
育

。
他
国
と

の
関
係

・
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
思
い
切
り
話
が
出
来
て
満
足

で
す
。
今
回
特
に
思

っ
た
の
は
、
や
は
り
小
さ
い
と
き
か
ら
の
教
育
が
大
事

と
い
う
こ
と
で
す
。
英
語
を
す
ら
す
ら
話
す
よ
り
も
自
国
に
自
信
を
持

つ
こ
と
の
方
が
余
ほ
ど
対
外
的
に
は
必
要
で
す
。
そ
れ
は
小
さ
い
時
か

ら
の
教
育
が
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

合
宿
に
つ
い
て
、
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
た
こ
と
は
、
①

一
時
間
で

も
体
や
姿
勢
、
食
事
に
つ
い
て
の
指
導
の
時
間

（現
代
は
体
を
壊
す
要

素
が
あ
り
す
ぎ
な
の
で
）
②
こ
れ
か
ら
を
担
う
男
子
学
生
と
の
班
別
研

修
の
時
間

（彼
ら
の
率
直
な
意
見
を
聞
い
て
み
た
か

っ
た
）
。

師
や
友
の
国
想
ふ
心
愛
あ
ふ
れ
我
の
目
開
き
さ
ら
に
学
ば
む

論
語

の
楽

し
さ
を
発
見

（０
キ
ョ
ー
ワ
　
渡
邊
由
美
子
　
４６
歳
）

日
本
の
歴
史

・
文
化
を
学
び
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ど
う
や
っ
て
学
ぶ
か
と
い
う
時
に
、
国
民
文
化
研
究
会
の
こ
の
合
宿
を

知
り
ま
し
た
。
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
、
思

っ
て
い
た
以
上
に
面
白

カ
メ
ラ

・
レ
ポ

ー
ト
ー３

創作短歌全体批評。羽後信用金庫石脇支店・須田清文先生は、短歌の批評は、歌を直すので

はなく、詠者の心に添ってより適切な言葉をさがすことだ、と述べられた。
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く
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ど
の
講
義
も
あ

っ
と
い
う
間
に
時
間

が
過
ぎ
て
も

っ
と
お
話
を
伺
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
山
口
秀
範
先
生
の
時
間
で
は
論
語
が
こ
ん
な
に
楽
し
か

っ
た
の

か
と
い
う
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
國
武
忠
彦
先
生
の
時
間
で
は
、

古
事
記
や
歴
史
に
学
ば
な
け
れ
ば
天
皇
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
お
話
か

ら
始
ま
り
、
神
話
と
現
代
が
繋
が
る
国
は
、
世
界
中
探
し
て
も
日
本
し

か
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
天
皇
陛
下
は
日
本
国
民
の

幸
せ
を
常
に
願
い
祈

っ
て
下
さ
っ
て
い
る
。
そ
の
お
姿
に
日
本
国
民
が

一
体
と
な

っ
て
歴
史
を
重
ね
て
き
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
先
人
の

方
々
が
命
が
け
で
こ
の
国
を
守

っ
て
下
さ
り
今
に
至

っ
て
い
る
と

い
う

こ
と
を
深
く
受
け
止
め
ま
し
た
。

今
日
本
は
難
し
い
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。
い
つ
の
時
代
も
多
く
の
困

難
を
先
人
が
乗
り
越
え
て
き
た
こ
と
に
誇
り
と
自
信
を
持

っ
て
、
日
本

を
愛
す
る
方
々
と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

日
の
本
を
愛
す
る
友
と
過
す
日
々
終
は
り
近
づ
き
さ
み
し
さ
募
る

こ
と
ば

の
重
要
性
を
感
じ
た

（Ｍ
Ｈ
Ｄ
男
塾
＆
女
塾
　
中
村
尚
美
　
４９
歳
）

今
回
の
研
修
で

一
番
感
じ
た
こ
と
は
、
「
」
と
ば
の
重
要
性
」
で
す
。

個
人
の
考
え

・
思
い

。
情
緒
な
ど
す
べ
て
に
直
結
す
る
の
が
言
葉
で
あ

り
、
そ
の
言
葉
を
特
に
大
切
に
し
て
き
た
の
が
先
人
の
方
々
で
あ

っ
た

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
が

一
様
に

日
本
人
の
教
養
の
高
さ
、
人
柄
の
素
晴
し
さ
に
驚
嘆
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
こ
そ
言
葉
の
土
台
が
し

っ
か
り
と
あ

つ
て
、
言
葉
に
込
め
ら
れ
た

意
味
や
思
い
を
互
い
に
理
解
で
き
る
素
養
が
あ

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
研
修
で
短
歌
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。

講
義
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「も

っ
と
聴
き
た
い
」
と
思
う
も

の

ば
か
り
で
し
た
が
、
こ
れ
を
き

つ
か
け
に
自
分
で
勉
強
し
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
い
か
に
塾
生
達
の
教
育
に
生
か
し
て

い
く
か
を
考
え
て
実
践
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

班
員
に
若
い
方
々
が
い
ら
し
て
、
と
て
も
元
気
で
愛
お
し
く
感
じ
ま

し
た
。
共
に
勉
強
さ
せ
て
頂

い
て
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
遠
方
か
ら
も
多

く
の
方
々
が
集
わ
れ
て
い
て
仲
間
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か

つ
た
で

す
。七

沢
に
集
ひ
し
我
ら
先
人
の
思
ひ
を
受
け
つ
ぎ
紡
ぎ
ゆ
き
た
し

古
典

の
勉
強

の
大
切
さ
を
痛
感
し
た

（書
道
塾
講
師
　
坂
本
和
代
　
６３
歳
）

今
回
も
ご
縁
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
ｏ
参
加
し
て
、

古
典
の
勉
強
が
大
事
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
慰
霊
祭
が
ど
ん
な
に
大
切
な
こ
と
か
が
、
年
々
わ
か
り
ま
す
。

憲
法
改
正
が
話
題
に
上
が
る
昨
今
、
国
を
護

っ
て
く
れ
た
英
霊
を
敬
う

こ
と
は
私
た
ち
の
底
力
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
ｏ

厚
木
の
夜
清
め
ら
れ
た
る
祭
壇
に
迎
へ
し
霊
に
海
行
か
ば
歌
ふ
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改
憲

に

つ
い
て
関
心
を
持

っ
た

（日
本
語
教
師
　
ス
ク
ィ
ラ
チ
ォ
テ
ィ

の
り
子
　
５０
歳
）

今
回
で
三
度
目
の
参
加
と
な
り
ま
す
。
日
程
的
に
厳
し
い
こ
と
も

あ

っ
て
参
加
を
た
め
ら
い
ま
し
た
が
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

講
義
に
も
あ

っ
た
と
お
り
、
日
頃
保
守
的
な
考
え
を
持
つ
者
は
少
数

派
で
す
が
、
合
宿
で
は
同
様
の
考
え
を
持
つ
人
々
と
共
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
い
つ
も
嬉
し
く
心
強
く
思
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
つ
な
が

り
が
よ
り
確
か
な
も
の
と
な
り
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま

す
。講

義
に
関
し
て
は
ど
れ
も
素
晴
し
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
が
、
特
に
、

現
在
よ
う
や
く
機
運
の
高
ま
り

つ
つ
あ
る
改
憲
に
関
す
る
内
容
に
関
心

を
持
ち
ま
し
た
。
十
七
条
の
憲
法
と
、
明
治
憲
法
、
現
憲
法
の
流
れ
に

関
し
て
よ
り
詳
し
く
学
び
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

心
が
励
ま
さ
れ
た

（元
神
奈
川
県
立
小
田
原
高
校
教
諭
　
原
川
猛
雄
　
６５
歳
）

四
日
間
の
研
修
が
あ

っ
と

い
ふ
間
に
過
ぎ
た
と

い
ふ
の
が
今
の
実
感

で
す
。
班
員
と
真
剣
に
学
び
、
語
り
合
へ
た
こ
の
四
日
間
は
本
当
に
充

実
し
た
も
の
で
し
た
。

日
本
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
、
と
り
わ
け
米

・
中

・
韓
と
の
関
係
は

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
困
難
な
事
態
を
招
く
こ
と
に
な
る
と
心
配
さ
れ
ま
す
。

カ
メ
ラ

・
レ
ポ

ー
ト
ー４

倉J作短歌全体批評。講師の巧まざるユーモアに、思はず笑みがこぼれる。
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そ
う

い
う
中
で
日
本
人
自
身
が
歴
史
や
先
人

の
言
葉
に
学
ん
で
、
自
身

の
よ

っ
て
立

つ
基
盤
を
し

っ
か
り
固
め
、
自
信
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
意
味

で
こ
の
合
宿
で
多
く
の
教

へ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ま
た
、
班
員

の
国
を
思
ふ
熱

で
心
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

私
自
身
心
が
励
ま
さ
れ
る
思
ひ
で
し
た
。
暗
闇

の
中
に

一
筋

の
光
明
が

射
し
込
ん
で
く
る
思
ひ
が
し
て
嬉
し
く
感

じ
ま
し
た
。

真
剣
に
友
ら
と
語
り
し
四
日
間
今
閉
会
式
を
迎

へ
む
と
す
る

国
憂
ふ
る
思
ひ
の
深
き
友
ど
ち
と
共
に
過
せ
し
こ
の
四
日
間

暗
雲
の
立
ち
込
め
を
り
し
今
な
れ
ど

一
筋
の
光
さ
し
く
る
心
地
す

日
本

の
国
柄

の
素
晴
し
さ
を
学

ん
だ

（元
小
田
原
市
立
矢
作
小
学
校
校
長
　
山石
越
豊
雄
　
６９
歳
）

「
日
本
を
取
り
戻
す
」
事
を
目
指
す
政
権
が
発
足
し
、
い
ま
憲
法
改

正
の
問
題
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
お
り
し
も
、
今
回
の
合
宿

の
底
に
流
れ
て
い
る
も
の
は
、
憲
法
の
根
幹
と
し
て
あ
る
べ
き
日
本
の

国
柄
の
素
晴
し
さ
で
あ
る
と
改
め
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
は
、

古
事
記
に
あ
る

「
し
ら
す
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
し
ら
す
と
は
、
「知

る
」
を
語
源
と
し
、
鏡
を
磨
き
上
げ
て
、
に
ご
り
の
な
い
心
で
常
に
神
々

の
心
や
民
の
心
、
す
な
わ
ち
国
民
の
喜
び
や
悲
し
み
、
願
い
を
心
に
写

し
、
同

一
化
す
る
意
味
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
古
典
を
学
ん
だ
井
上
毅

に
よ

っ
て
、
こ
の
国
柄
の
根
本
精
神
が
明
治
憲
法
や
教
育
勅
語
の
基
本

軸
と
さ
れ
た
と
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
の
こ
と
を
國
武
忠
彦
先
生
が
古
事
記
の
原
文
か
ら
、
具
体
的
に
分

り
や
す
く
お
話
し
下
さ

っ
た
。
ま
る
で
、
打
ち
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
な

関
連
に
今
日
の
大
き
な
課
題
を
開
示
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思

っ
た
。

伊
藤
哲
夫
先
生
の
ご
講
義
を
聞
き
て

日
の
本
の
深
き
歴
史
を
学
べ
と
ふ
師
の
み
こ
と
ば
の
心
に
ひ
び
く

中
韓
の
歴
史
と
く
ら
べ
日
の
本
の
国
の
尊
さ
あ
ら
た
め
て
知
る

國
武
忠
彦
先
生
の
ご
講
義
を
聞
き
て

古
事
記
の
こ
と
の
は
た
ど
り
日
の
本
の
国
柄
を
説
く
先
輩
さ
は
や
か
に

先
人
達

の
意
志
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き

た

（平
塚
八
幡
宮
つ
る
み
ね
幼
稚
園
　
遠
山
和
也
　
２６
歳
）

今
回
、
初
め
て
合
宿
教
室
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
先
人
の
言
葉

に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は

一
体
ど
ん
な
こ
と
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。

各
講
義
を
聞
く
中
で
、
今
ま
で
学
ん
で
き
た
歴
史
と
い
う
も
の
は
自

分
の
生
活
の
中
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
過
去
の
事
象
で
し
か
な
か

っ
た

と
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
先
人
の
残
し
た
言
葉
に
触
れ
る
こ
と
で

そ
の
時
の
思
い
や
大
切
に
し
た
い
こ
と
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
日
本
国
の
成
り
立
ち
も
本
来
は
そ
こ
に
生
き
た
先
人
が
い
た

か
ら
こ
そ
今
に
至

っ
た
、
そ
の
先
人
達
の
意
志
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
の
が
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

班
別
研
修
で
は
思
い
を
語
り
合
う
中
で
真
剣
に
班
友
と
向
き
合
い
な
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が
ら
自
分
と
も
向
き
合
え
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
く
も
り
な
き
鏡

で
人
と
関
わ
る
、
そ
こ
に
人
生
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

明
日
か
ら
ま
た
普
段
の
日
常
に
戻
り
ま
す
が
三
泊
四
日
の
学
び
を

「知
行
合

一
」

（頭
で
理
解
し
て
心
に
刻
む
）
で
日
々
を
大
切
に
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
宿
教
室
を
終
へ
て

班
友
と
の
別
れ
寂
し
も
ま
た
会
へ
る
時
の
今
よ
り
心
待
た
る
る

私
の
心

の
底

に
あ
る

「
何
か
」

を
刺
激
さ
れ
た

（０
中
村
学
園
　
白
濱
裕
介
　
２７
歳
）

こ
の
四
日
間
の
合
宿
教
室
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

スヽ

」ざ
い
ま
し
た
。

合
宿
教
室
を
通
し
、
初
め
て
先
人
の
方
々
の
言
葉
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
大
変
感
動
し
て
お
り
ま
す
。
日
頃
の
生
活
で
は
な
か
な
か
こ
の
よ

う
な
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「歴
史
に
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
明
治
維
新
に
携
わ

っ
た
方
々
の
勇

敢
な
姿
で
す
。
あ
れ
程
の
動
乱
の
時
代
に
生
き
、
新
た
な
日
本
を
作
り

上
げ
て
い
か
れ
た
こ
と
を
思
う
と
、
私
の
心
の
底
に
あ
る

「何
か
」
を

刺
激
さ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
明
日
か
ら
日
々
の
生
活
、
仕
事
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
が
先

人
達
に
共
通
す
る

「進
取
の
精
神
」
を
心
に
留
め
て
精
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
ー５

講話。『憲法改正についてJと題し、国民文化研究会名誉会長 小田村四郎先生は、現行の
日本国憲法は占領軍が起草して押し付けたものであり、帝国憲法は大変柔軟性があり、美濃部

達吉博士も佐々木惣一博士も改lEす る必要なしとの意見であつた、といふ事実を示された。そ

して、これらのことを国民が知ることが憲法改正の上で是非とも必要なことであると語られた。
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ゆ
る
ぎ
な
き
恩
師
の
教
へ
仰
ぎ
つ
つ
励
み
て
ふ
た
た
び
こ
の
地
に
帰
ら
む

ま
ご
こ
ろ
を
尽
く
し

て
生
き
た

い
と
強
く
願
ひ
ま
し
た

（衛
藤
晟
一
事
務
所
　
末
永
　
直
　
３０
歳
）

こ
の
三
泊
四
日
の
合
宿
教
室
は
、
友
と
語
ら
ひ
先
生
方
の
お
話
を
お

聴
き
で
き
勉
強
に
な
り
大
変
実
り
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

と
り
わ
け
心
に
残
り
ま
し
た
の
は
吉
田
松
陰
先
生
の
次
の
言
葉
で
す
。

「道
を
明
ら
か
に
し
て
功
を
計
ら
ず
、
義
を
正
し
て
利
を
計
ら
ず
と
こ

そ
云

へ
、
君
に
事

へ
て
遇
は
ざ
る
時
は
、
諫
死
す
る
も
可
な
り
、
幽
囚

す
る
も
可
な
り
、
飢
餓
す
る
も
可
な
り
」
∩
講
孟
剤
記
』
孟
子
序
説
）

知
行
合

一
、
こ
れ
を
実
際
に
行
動
し
て
歴
史
に
足
跡
を
遺
さ
れ
た
こ
と

に
驚
く
と
と
も
に
私
も
利
害
を
計
算
し
て
生
き
る
の
で
は
な
く
義
を
正

し
て
信
念
に
従
ひ
、
ま
ご
こ
ろ
を
尽
く
し
て
生
き
た
い
と
強
く
願
ひ
ま

し
た
。
ま
た
慰
霊
祭
で
の
澤
部
壽
孫
副
理
事
長
の
誓
詞
の
中
の

「ま
ご

こ
ろ
の
行
き
交
ふ
道
」
と
い
ふ
言
葉
に
も
心
打
た
れ
ま
し
た
。

義
を
正
し
ま
ご
こ
ろ
行
き
交
ふ
道
往
き
て
祖
国
の
憲
法
を
正
し
ゆ
き
な
む

そ
れ
ぞ
れ
思

っ
た
感
想
を
話
し
お
た
が

い
に
理
解
し
あ
え

る
環
境

（い
ま
る
ぶ
ん
　
猪
狩
武
男
　
３８
歳
）

初
め
て
こ
の
合
宿
教
室
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
自
分
の
知
ら
な

い
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

一
つ
の
机
を
皆
で
囲
み
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
思
っ
た
感
想
を
話
し
、
お
た

が
い
に
理
解
し
あ
え
る
環
境
が
す
ば
ら
し
い
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま

っ
た
く
整
理
出
来
て
い
ま
せ
ん
が
こ
の
合
宿
教
室
で
学
ん
だ

こ
と
を
今
後

の
自
分
の
仕
事
に
生
か
し
て
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
ｏ

先
生
方
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

同
じ
宿
に
泊
ま
り
て
皆
と
一
つ
の
机
囲
み
て
学
ぶ
先
人
の
言
葉
を

想
ひ
を
本
当

に
自
分

の
心

に
浸
み
渡
ら
せ

て

い
き
た

い

（凸
版
印
刷
帥
　
川
村
雄
規
　
３０
歳
）

初
め
て
合
宿
教
室
に
参
加
致
し
ま
し
た
。

私
が
感
じ
ま
し
た
の
は
誰
が
こ
の
歴
史
、
言
葉
を
継

い
で
い
く
の
で

あ
ら
う
か
と

い
ふ
事
で
す
。
歴
史
と
は
日
本
国
の
歴
史
、
多
く
の
人
々

の
人
生
の
層
に
よ
り
で
き
て
ゐ
る
歴
史
で
あ
り
五
十
八
回

つ
な
い
で
き

た
合
宿
教
室

の
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。
同
じ
班
の
先
輩
方
が
学
生
の
頃

の
様
子
を
語
る
表
情
よ
り
私
は
、
会
の
歴
史
を
透
か
し
て
見
て
ゐ
る
や

う
な
気
持
ち
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
言
葉
と
は
御
紹
介
頂
い
た
多
く
の

本
の
言
葉
、
海
ゆ
か
ば
の
合
唱
、
慰
霊
祭
で
の
山
口
秀
範
さ
ん
の
和
歌

朗
詠
、
五
七
五
七
七
を
反
笏
す
る
事
な
ど
普
段
で
は
接
す
る
こ
と
の
少

な
ビ
言
葉
で
す
。

私
は
、
消
化
し
き
れ
な
い
程
の
知
識
、
想
ひ
を
伝

へ
て
頂
き
ま
し
た
。

で
は
二
十
年
後
、
私
達
は
次
の
世
代
に
伝
へ
て
い
け
る
の
だ
ら
う
か

と
い
ふ
想
ひ
で

一
杯
で
あ
り
ま
す
。

知
識
だ
け
で
な
く
想
ひ
を
本
当
に
自
分
の
心
に
浸
み
渡
ら
せ
て
い
き
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た
い
。
そ
の
為
に
は
自
分
の
心
を
透
明
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
上
で
知
識
も
た
く
さ
ん
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
分
が
伝

へ
る

の
だ
と
常
に
意
識
し
て
毎
日
を
過
ご
さ
ね
ば
と
あ
ら
た
め
て
心
を
引
き

締
め
ら
れ
ま
し
た
。

脈
々
と
受
け
継
ぎ
き
た
り
し
日
本
の
歴
史
言
の
葉
誰
ぞ
守
ら
む

「
太
子

の
会
」

で
し

っ
か
り
勉
強
し
た

い
―

（元
福
岡
県
立
筑
紫
丘
高
校
　
総
括
教
頭
　
小
林
　
至
　
６３
歳
）

今
回
の
合
宿
教
室
で
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
事
は
し
っ
か
り
勉
強
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
で
す
。
日
頃
は
、
自
分
の
感
情
の
ま
ま
に
生

活
し
て
い
る
。
時
に
は
社
会
に
憤
り
、
ど
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、

自
問
す
る
。
こ
れ
か
ら
先
ど
う
生
き
よ
う
か
、
模
索
す
る
。
生
き
が
い
、

生
の
充
実
感
、
国
民
文
化
研
究
会
が
合
宿
教
室
を
続
け
て
き
た
意
義
が

か
す
か
に
見
え
て
き
た
感
じ
が
し
た
。
歴
史
に
学
ぶ
と
は
、
先
人
の
言

葉
に
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

藤
新
成
信
君
の

「太
子
の
会
」
で
し
っ
か
り
勉
強
し
た
い
！

閉
会
式
で
の
廣
木
寧
合
宿
運
営
委
員
長
挨
拶

壇
上
に
て
発
す
る
言
葉
に
目
頭
は
熱
く
な
り
ゆ
き
胸
ふ
る
へ
け
り

国
文
研
な
ら
で
は
の
合
宿

の
組
み
立
て
が

出
来
な

い
も
の
か

（日
章
工
業
爾
　
藤
新
成
信
　
５３
歳
）

廣
木
寧
運
営
委
員
長
並
び
に
各
運
営
委
員
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
ー６

慰霊祭に先立ち、元山口県立高校教諭・賓邊矢太郎先生が慰霊祭の趣旨と手順を説明された。

そして、国のために尊い命をささげられたすべての人々が「後の世に託し遺されたお気持ちを

お偲びし、私たちもまた受け継いで行かうとの思ひをこめてお祭りをしたい」と語られた。
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し
上
げ
ま
す
。
各
大
学
で
の
輪
読
会
活
動
が
更
に
活
発
と
な
リ
リ
ー

ダ
ー
学
生
が
育
ち
行
き
ま
す
事
を
念
じ
微
力
な
が
ら
私
も
努
力
致
し
た

く
思
ひ
ま
す
。
ま
た
、
班
長
の
不
足
を
解
決
す
る
た
め
に
は
正
会
員
の

日
頃
の
輪
読
が
不
可
欠
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
ま
づ
は
会
員
同
士
の

活
動
の
再
開
を
期
し
た
く
思
ひ
ま
す
。

今
回
の
最
終
日
の
中
島
繁
樹
さ
ん
の
ご
講
義
は
大
変
分
か
り
易
く
要

点
を
示
さ
れ
国
文
研
と
は
何
か
を
お
話
し
下
さ

っ
た
も
の
と
存
じ
ま
す
。

短
歌
創
作
と
聖
徳
太
子
の
讃
仰
研
究
を
柱
と
し
て
国
文
研
な
ら
で
は

の
合
宿
の
組
み
立
て
が
出
来
な
い
も
の
か
と
今
後
期
待
い
た
し
ま
す
。

平
野
耕
治
兄
と
合
宿
で
再
会
し
て

若
き
日
に
交
は
じ
合
ひ
た
る
ま
ご
こ
ろ
は
三
十
年
経
れ
ど
変
は
ら
ざ
り
け
り

こ
れ
か
ら
も
古
典

に
触
れ
る
機
会
を
も

っ
て
い
き
た

い

（若
築
建
設
欄
　
池
松
伸
典
　
５７
歳
）

二
十

一
班
社
会
人
男
子
班
に
入
ら
せ
て
も
ら

っ
た
。
合
宿
勧
誘
も
何

ら
し
な
い
ま
ま
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
合
宿
運
営
委
員
の
御
苦
労
の

一
端

を
わ
づ
か
に
か
い
ま
見
さ
せ
て
頂
い
た
。
自
己
研
鑽
を
含
め
日
頃
か
ら

の
活
動
を
初
心
に
帰

っ
て
や
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
た
。

御
講
義
は
い
づ
れ
も
素
晴
ら
し
い
内
容
で
あ

っ
た
。
古
典
の
言
葉
に

触
れ
そ
れ
を
分
か
り
易
く
甦
ら
せ
ら
れ
る
先
生
方
の
お
話
に
、
ま
た
こ

れ
か
ら
も
古
典
に
触
れ
る
機
会
を
も
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
た
。

國
武
忠
彦
先
生
の
御
講
義
を
聞
き
て

素
晴
ら
し
き
言
葉
な
り
き
と
師
の
君
は
古
事
記
を
読
み
ゆ
か
れ
け
り

我
も
ま
た
師
の
喜
び
を
感
ず
べ
く
古
　
文
を
読
み
て
ゆ
き
た
し

す
べ
て
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
つ
た

（羽
後
信
用
金
庫
　
須
田
清
文
　
５８
歳
）

短
歌
全
体
批
評
は
初
め
て
の
こ
と
で
要
領
を
得
ず
準
備
も
不
足
で

あ

っ
た
が
小
柳
左
門
先
生
の
ご
助
力
を
賜
り
な
ん
と
か
終

へ
る
事
が
出

来
た
。
班
長
の
任
務
は
池
松
伸
典
君
の
助
力
を
得
て
、
班
行
動
を
と
も

に
出
来
な
い
時
間
が
あ

っ
た
が
、
最
終
日
程
ま
で
た
ど
り
着
く
こ
と
が

出
来
た
。

明
治
天
皇
御
製

た
の
し
み
　
（明
治
四
十
年
）

か
へ
り
ご
と
待
つ
ぞ
た
の
し
き

つ
み
た
め
し
こ
と
の
は
草
を
人
に
み
せ

つ
つこ
の
御
製
を
合
宿
教
室
で
縁
を
得
た
人
達
と
の
交
流
の
た
め
の
し
ほ

り
と
し
て
行
き
た
い
。

た
ま
し
ひ
の
こ
も
る
み
文
に
飛
び
込
み
て
あ
ぢ
は
ひ
ゆ
く
を
ば
楽
し
み
と
せ
む

学
び
か
つ
な
ら
ふ
楽
し
み
古
ゆ
こ
の
上
な
し
と
ふ
お
話
よ
ろ
し
き

縁
得
て
つ
な
が
る
友
ら
と
語
ら
へ
ば
お
の
づ
と
力
の
涌
き
く
る
を
覚
ゆ
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伊
藤
哲
夫
先
生

の
ご
講
義

に
圧
倒
さ
れ
た

（日
本
ユ
ニ
シ
ス
い
大
町
憲
朗
　
５８
歳
）

伊
藤
哲
夫
先
生
の
御
講
義
の
熱
意
と
熱
弁
と
が
、
特
に
印
象
に
残

っ

た
。
他
の
講
義
を
含
め
、
い
か
に
日
本
の
再
生
が
必
要
か
痛
切
に
思
っ

た
。ご

講
話
で
の
小

田
村

四
郎
先
生

の
ご
登
壇
は
大
変
貴
重

な
も

の
で

あ

っ
た
。
私
も
切
望
し
て
ゐ
る
憲
法
改
正

の
問
題
に
ふ
れ
ら
れ
、
我
が

意
を
得
た
り
の
感

で
あ
る
。

こ
の
合
宿
で
得
ら
れ
た
力
を
、
札
幌

に
戻

っ
て
も
、
同
志

の
繋
が
り

を
再
度
、
復
活
さ
せ
、
北
の
火
を
灯
し
た

い
と
思
ふ
。

み
友
ら
の
力
に
よ
り
て
な
り
ま
せ
る
こ
の
合
宿
の
尊
か
り
け
り

お
ち
こ
ち
ゆ
集
ひ
し
友
の
力
に
て
大
和
の
命
を
繋
ぎ
ゆ
き
な
む

合
宿
の
感
動
保
ち
て
札
幌
の
同
士
へ
伝

へ
灯
と
も
さ
む

伊
藤
哲
夫
先
生

に
学
ぶ

（元
日
産
自
動
車
い
　
古
川
　
修
　
６９
歳
）

三
十
代
の
頃
に
銀
座
の
事
務
所
で

一
緒
に
勉
強
し
た
大
町
憲
朗
さ
ん

の
班
長
の
下
で
、
短

い
期
間
で
し
た
が
、
ど
夕

を
持

っ
た
方
々
と
共

に
語
り
合
ふ
こ
と
は
、
有
り
難
い
こ
と
で
し
た
。

カ

メ
ラ

。
レ
ポ
！
ト
ー７

夜のしじまの中、慰霊祭は厳粛に執り行はれた。山口秀範常務理事による祓詞に代へての和

歌朗詠の後、元小学校長 岩越豊雄先生による御製拝誦、澤部壽孫副理事長による祭文奏上と
続き、合宿参加者一同で「海ゆかばJを 奉唱した。
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伊
藤
哲
夫
先
生
の

「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
、
及
び

「教
育
に
関
す
る

勅
語
」
に
関
す
る
ご
講
義
に
は
、
近
代
国
家
建
設
の
大
事
業
に
命
を
か

け
ら
れ
た
先
人
の
思
ひ
が
、
ひ
し
ひ
し
と
伝

っ
て
き
て
心
打
た
れ
ま
し

た
。

伊
藤
哲
夫
先
生
の
ご
講
義
を
聞
き
て

日
の
本
の
あ
り
や
う
語
る
師
の
君
の
貴
き
言
の
葉
せ
ま
り
く
る
か
な

若
き
日
ゆ
ひ
と
す
じ
の
道
求
め
き
し
学
び
の
道
を
聞
く
ぞ
う
れ
し
き

憲
法
作
り

に
日
本

の
国
柄
を
反
映
し
な
く

て
は

（自
然
企
画
　
伊
藤
重
義
　
６８
歳
）

参
加
目
的
で
あ

っ
た
見
識
を
広
め
る
事
が
出
来
た
。
特
に
、
新
し
い

憲
法
作
り
に
日
本
の
国
柄
を
反
映
さ
せ
な
く
て
は
、
素
晴
ら
し
い
国
作

り
、
人
作
り
、
そ
の
気
概
を
持

っ
て
ゐ
た
先
人
の
遺
志
を
継
ぐ
こ
と
が

で
き
な
い
。
登
壇
さ
れ
た
講
師
、
参
加
者
の
お
話
に
は
聞
き
が
い
が
あ

り
、
話
し
が
い
が
あ
り
、
疲
れ
も
忘
れ
充
実
の
四
日
間
で
し
た
。

意
見

・
思
考
の
違
い
に
よ
る
討
論
に
な
っ
た
り
、
主
義

・
主
張
の
論

議
に
心
が
磨
か
れ
て
行
く
自
分
を
発
見
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
発
言
、
行

動
に
活
か
し
て
行
き
た
い
思
ひ
が
強
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

スヽ

」
ざ

い
ま
し
た
ｏ

七
沢
に
新
た
な
出
会
ひ
訪
ね
き
て
国
想
ふ
師
に
見
識
広
が
る

参
加
者

の
レ
ベ
ル
が
高

い
事
を
実
感
し
た

（溝
口
敏
盛
　
６６
歳
）

戸
田

一
郎
さ
ん
の
理
科
に
関
す
る
お
話
を
少
々
で
す
が
拝
聴
し
大
変

た
め
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
レ
ベ
ル
が
高
い
事
を
実
感
し
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
又
、

参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
々
の
暮
ら
し
は
す
べ
て
に
お
い
て
潤
へ
ど
虚
な
思
ひ
の
い
で
く
る
我
は
も

現
在
の
根
本
問
題
に
信
念
を
も
つ
て
立
ち
位
置
を

き
め
た

い

（元
大
日
本
イ
ン
キ
帥
　
中
塚
　
毅
　
６６
歳
）

現
在
の
日
本
の
混
沌
と
し
た
政
治
状
況
、
自
民
党
政
権
に
な
っ
て
後

の
憲
法
改
正
問
題
に
つ
い
て
の
議
論
や
主
張
等
が
新
聞

・
雑
誌
を
賑
わ

し
て
い
ま
す
。
小
生
と
し
て
こ
の
よ
う
な
国
の
基
盤
に
関
わ
る
重
要
な

事
柄
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
信
念
を
持

っ
て
立
ち
位
置
を
明
確

に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
合
宿
で
、
日
本
国
の
成
り
立
ち
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
根

幹
に
流
れ
る
歴
史
観
を
学
び
た
い
と
の
思
い
で
参
加
し
ま
し
た
。
四
日

間
に
亘
る
講
義
の
中
で
、
先
人
達
の
残
し
た
言
葉
や
、
先
生
方
の
補
足

さ
れ
る
話
の
中
で
、
あ
ま
り
に
も
自
分
の
勉
強
の
足
り
な
か
っ
た
事
を

痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。
今
回
の
講
義
を
受
け
、
今
後
、
さ
ら
に
自
分
な

り
の
努
力
を
続
け
て
学
ぶ
べ
き
必
要
が
あ
り
、
で
き
る
限
り
そ
れ
に
向

け
て
努
力
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
初
め
て
の
参
加
で
講
義
の
内
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容
を
消
化
し
き

っ
て
い
な
い
状
態
も
あ
り
、
帰
っ
て
か
ら
の
反
勿
も
必

要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

合
宿
を
終
へ
て

み
友
ら
と
語
り
合
ひ
た
る
こ
の
時
を
常
に
思
ひ
つ
学
び
た
く
あ
り

日
本

の
再
生

に
最
も
重
要
な
も

の
は
國
語
で
あ

る

（古
賀
　
智
　
６０
歳
）

「
日
本
の
再
生
」
に
最
も
重
要
な
も
の
は
国
語
で
あ
る
と
常
々
考

へ
て

を
り
ま
す
。
言
語
は
時
と
共
に
愛
り
ゆ
く
も
の
と
は
云

へ
、
わ
ざ
ノ
＼

破
壊
す
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
営
用
漢
字

。
現
代
侵
名
遣
ひ
の
採
用
は
、

意
固
的
な
國
語
の
破
壊
で
あ
り
ま
す
。
先
づ
は
此
れ
を
正
し
て

「正
漢

字

へ
の
復
漏
」
と

「
正
侵
名
遣
ひ
へ
の
復
婦
」
と
を
費
現
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
と
思
ひ
ま
す
。

マ
ジ
で
す
か
ヤ
バ
イ
で
す
よ
の
連
装
の
會
話
に
見
ゆ
る
心
の
貧
し
さ

同
志
を
増

や
す

べ
く
微
力
を
尽
く
し
た

い

（ｍ
ラ
ド
　
一月
田
一
郎
　
７‐
歳
）

合
宿
参
加
三
回
目
。
い
つ
も
思
ふ
こ
と
な
が
ら
講
師
達
の
講
義
の
素

晴
ら
し
さ
。
そ
れ
は
深
い
知
識
と
、
祖
国

へ
の
深
い
愛
情
そ
し
て
何
よ

り
も
、
「後
輩
に
伝

へ
た
い
―
」
と

い
ふ
燃
え
た
ぎ
る
熱
情
が
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
ら
れ
る
。
今
回
の
参
加
者
の
中
に

「初
め
て
参
加
し
ま
す
」

と
い
ふ
学
生
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
珠
玉
の
講
義
が
こ
れ
等
の
若
者

カ
メ
ラ

。
レ
ポ
ー
ト
ー８

合宿四日目。「思想の国柄一国民文化研究会の道統をたどる一』と題し、中島法律事務所弁

護士・中島繁樹先生は、国民文化研究会の前理事長であった小田村寅二郎先生が若い頃に体験

された学問の内容 (聖徳太子と明治天皇のご思想)を たどりつつ、日本の思想の特徴がどこに

あるかについて語られた。
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の
心
に
響
き
、
常
に
日
本
の
歴
史
に
照
ら
し
て
自
己
の
行
動
を
考

へ
、

「自
分
は
日
本
人
！
」
と
、
堂
々
と
言
へ
る
人
に
な

っ
て
欲
し
い
。

私
に
と

っ
て
国
家
、
国
旗
、
君
が
代

・
・
・
・
な
ど
に
つ
い
て
日
頃
、

真
剣
に
語
る
相
手
が
周
辺
に
は
少
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
合
宿
教
室
で

は
誰
も
が
こ
れ
に
つ
い
て
心
お
き
な
く
討
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
自
分
が
心
を
許
せ
る
グ
ル
ー
プ
内
で
語
る
だ
け
で
な
く
、

同
志
を
増
や
す
べ
く
、
今
後
は
、
さ
ら
に
微
力
を
尽
く
し
た
い
と
考

ヘ

て
ゐ
る
。

大
山
の
阿
夫
利
の
神
の
は
か
ら
ひ
か
降
り
し
雨
止
み
社
殿
に
詣
で
る

身

の
引
き
締
ま
る
想
ひ
で
す

（福
島
義
栄
　
６５
歳
）

毎
回
合
宿
教
室
に
参
加
し
、
先
生
方
の
熱
い
心
に
接
し
い
つ
も
身
の

引
き
締
ま
る
想
ひ
で
す
。
身
を
修
め
る
＝
修
身
の
ご
講
義
も
あ
り
、
時

宜
に
適
し
た
も
の
で
し
た
。

又
、
慰
霊
祭
に
参
加
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
神
々
様
、
先
人
の
方
々
、

ご
祖
先
様
を
敬
虔
な
気
持
ち
で
お
出
迎
へ
出
来
、
い
い
体
験
で
し
た
。

友
が
き
と
朝
の
つ
ど
ひ
に

「
ふ
る
さ
と
」
を
歌
ふ
は
う
れ
じ
力
身
に
満
つ

真
に
国
を
憂

へ
る
同
志
と
交
流
で
き
た

（川
久
保
　
動
〔　
７２
歳
）

初
め
て
の
参
加
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
合
宿
に
、
多
く
の
学
生

が
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
は
嬉
し
い
驚
き
を
感
じ
た
。

講
義
の
開
始
、
終
了
時
の
挨
拶
、
ま
た
班
別
研
修
の
開
始
、
終
了
時

に
姿
勢
を
正
す
こ
と
は
、
日
本
の
大
切
な
し
つ
け
を
実
践
し
て
い
る
よ

う
で
感
心
し
た
。
ま
た
、
班
別
研
修
で
は
、
真
に
国
を
憂

へ
る
同
志
が

集
ま

っ
て
い
た
の
で
充
実
し
た
時
間
が
過
ご
せ
た
。

国
を
愛
す

る
こ
と
を
更

に
深

め

て
い
き
た

い

（帥
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
　
平
野
耕
治
　
５２
歳
）

二
十
数
年
ぶ
り
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国
を
愛
す
る
こ

と
を
更
に
深
め
て
い
き
、
更
に
ま
わ
り
に
も
こ
の
感
動
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
合
宿
参
加
に
あ
た
り
、
職
場
の
同
僚
に
声
を
か
け
て
み
ま
し

た
が
、
自
分
の
言
葉
が
う
ま
く
伝
わ
ら
ず
参
加
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
合
宿
で
得
た
感
動
を
改
め
て
伝
え
て
、
次
回
は
同
僚

を

一
人
で
も
参
加
さ
せ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
十
数
年
ぶ
り
と
は
言
え
、
変
ら
な
い
国
民
文
化
研
究
会
の
営
み
に

驚
く
と
と
も
に
、
自
分
の
す
す
む
道
に
間
違
い
は
な
い
と
改
め
て
確
信

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

先
人
の
残
さ
れ
し
文
読
み
込
み
て
心
に
と
ど
め
む
美
し
言
の
葉
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カ
メ
ラ

。
レ
ポ
ー
ト
ー９

全イイ(感想「1山 発表̀
‐

参力1者は I11を よ́,.引サイtの 人ヒ市1ができて嬉しか ,た 1  1本 人のlJ

ひをたどらうとした班別言」命が勉強 |二 な
`,た
| 1武 ち直に興味を11っ た 日′■生活で礼l■  名

誉 忠義をり11場 雨iは多く存在してゐると感した:か うtヽあ、気持ちを持つことが日本の再′liに
つながる|「人Jlと 学Flは 繁が ,́てゐる.人 /1を ス:4iす るil東 11出 会ひなさいといら、亨i葉が′亡

に
'支

つてゐる |■ :、 率直に1旬のrlを 言吾った,
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国
民
文
化

へ
の
理
解
が
深
ま

っ
た

（日
本
大
学
教
授
　
夜
久
竹
夫
　
６５
歳
）

最
近
ま
で
仕
事
に
専
念
す
る
生
活
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
還
暦
を

過
ぎ
て
国
民
文
化
の
勉
強
を
す
る
機
会
を
得
て
、
今
年
は
昨
年
に
続
い

て
二
回
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

日
頃
携
わ

っ
て
い
る
学
界
で
は
、
国
際
競
争
が
大
き
な
比
重
を
占
め

て
い
て
学
者
た
ち
の
研
究
の
動
機
に
も
国
の
地
位
向
上
を
目
指
す
素
朴

な
愛
国
心
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
自
身
も
周
囲
の
人
た
ち
も
、
素
朴
な
愛
国
心
を

説
明
す
る
知
識
が
足
ら
な
い
た
め
、
論
争
や
請
願
の
言
葉
が
出
て
こ
な

い
事
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

今
回
の
合
宿
で
、
新
渡
戸
稲
造
と
西
郷
隆
盛
の
著
述
の
解
説
を
改
め

て
聞
い
て
、
国
民
文
化

へ
の
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

講
師
の
先
生
方
と
実
行
委
員
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

合
宿
感
想
発
表
会
に
て

朝
も
や
に
け
ぶ
る
山
並
な
が
め
つ
つ
思
ひ
を
聞
き
て
気
持
ち
や
す
ら
ぐ

緊
張

の
ほ
ぐ
れ
た
短
歌
相
互
批
評

（亜
細
亜
大
学
講
師
　
水ヽ
井
鉄
郎
　
５０
歳
）

「先
人
の
言
葉
に
学
ぶ
」
と
い
う
御
趣
旨
の
下
で
の
御
講
義
は
時
に
難

解
で
、
同
じ
班
の
方
々
も
博
識
な
方
が
多
く
、
大
変
緊
張
し
て
お
り
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
緊
張
が
解
け
た
の
が
短
歌
相
互
批
評
の
時
で

し
た
。
短
歌
の
中
で
自
分
な
り
に
悩
み
抜
き
適
切
な
語
句
が
思
い
つ
か

な
か
っ
た
箇
所
は
、
ほ
か
の
方
か
ら
見
て
も
同
じ
で
、
言
葉
遣
い
の
不

適
切
さ
を
指
摘
さ
れ
、
誰
し
も
同
じ
こ
と
を
考
え
る
も
の
だ
と
痛
感
い

た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
を
愛
す
る
者
同
士
、
胸
襟
を
開
い
て
語
り
合
う
こ
と
が
で

き
た
時
間
は
誠
に
貴
重
で
し
た
。
日
頃
は
歴
史
や
憲
法
観
を
前
提
と
し

て
相
手
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に
時
間
を
浪
費
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
こ
の
場
で
は
そ
の
必
要
は
な
く
、
容
易
に
理
解
し
合
え
る
こ
と
に

感
激
し
ま
し
た
。
こ
の
貴
い
経
験

・
知
識
を
基
に
、
今
後
自
ら
を
高
め

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

老
若
の
別
な
く
語
り
し
愛
国
の
情
を
ば
と
は
に
忘
れ
じ
と
思
ふ

頭
を
ひ
ね

っ
た
短
歌
創
作（維

新
政
党

・
新
風
　
佐
藤
昭
夫
　
４６
歳
）

こ
の
度
初
め
て
合
宿
教
室
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
合
宿
が
五
十
八
回
も
続
い
て
い
る
の
を
見
て
、
ま
だ
ま
だ
日
本

は
大
文
夫
だ
と
思
い
ま
し
た
。

講
義
に
つ
い
て
は
、
私
も
そ
れ
な
り
に
活
動
し
、
勉
強
も
し
て
お
り

ま
し
た
の
で
理
解
も
早
か
っ
た
で
す
が
、
短
歌
創
作
は
経
験
も
ほ
と
ん

ど
な
か

っ
た
た
め
色
々
と
頭
を
ひ
ね
り
ま
し
た
。

都
合
が
合
え
ば
是
非
次
国
も
参
加
し
た
く
思
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
が」
ざ

い
ま
し
た
。
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参
加
者

一
人

一
人

の
ま
ご
こ
ろ
を
感

じ
た

（神
奈
川
県
立
小
田
原
高
校

（定
時
制
）
教
諭
　
中
村
正
和
　
５７
歳
）

今
回
は
改
め
て
自
分
を
見
つ
め
る
た
め
に
合
宿
に
参
加
さ
せ
て
い
だ

き
ま
し
た
。
国
文
研
の
方
々
、
そ
し
て
こ
の
合
宿
教
室
の
最
も
大
き
な

魅
力
は
、
お

一
人
お

一
人
、　
一
つ
一
つ
の
事
に
ま
ご
こ
ろ
が
あ
り
、
誤

魔
化
さ
ず
に
自
分
と
向
き
合
い
、
友
と
向
き
合

い
語
り
合
う
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
今
回
の
合
宿
で
も
、
そ
の
ま
ご
こ

ろ
に
触
れ
、
か
た
じ
け
な
く
も
誠
に
あ
り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。
国
文

研
の
皆
様
お
よ
び
班
員
の
皆
様
心
よ
り
御
祀
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
、
國
武
忠
彦
先
生
の

「古
事
記
」
の
御
講
義
は
と
て
も
勉
強
に

な
り
、
様
々
な
発
見
と
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
班
の
方
々
と
の

討
議
の
中
で
、
人
と
向
き
合
い
心
を
開
き
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
、
今
回
の
合
宿
教
室
の
と
て
も
大
き
な
財
産
と

な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
重
ね
て
御
證
を

申
し
上
げ
ま
す
。

七
沢
に
友
と
向
き
合
ひ
語
ら
ひ
て
明
日
の
み
国
の
再
建
を
祈
る

古
典

に
残
る
日
本
的
思
想
に

つ
い
て
学

ぶ
を
得
た

（い
寺
子
屋
モ
デ
ル
　
横
畑
雄
基
　
３７
歳
）

コ
人
生
是
非
の
道
理
は
訣
陥
あ
る
個
人
我
を
中
心
と
し
て
の
み
定
め

ら
る
べ
き
で
は
な
い
』
が
、
現
在
の
わ
が
国
の
法
体
系
に
こ
の
思
想
が

全
く
欠
け
て
ゐ
る
」
。
最
終
日
に
中
島
繁
樹
先
生
が
語
ら
れ
た
こ
の
言

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
２０

地区別懇談でなごやかに語り合ふ参加者。
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葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

「壱
是
に
皆
身
を
修
む
る
を
以
て
本
と
成
す
」
と
い
ふ
、
『大
學
』
の

言
葉
に
触
れ
て
み
れ
ば
、
個
人
尊
重
に
偏
重
す
る
現
代
社
会
の
秩
序
の

を
か
し
さ
に
気
づ
く
は
ず
で
す
。
気
づ
い
て
ゐ
て
も
他
人
事
と
し
て
す

て
お
い
た
の
が
、
戦
後
日
本
の
姿
だ
っ
た
の
で
せ
う
。

こ
の
合
宿
を
通
し
て
、
国
柄
に
つ
い
て
、
ま
た
古
典
に
生
き
る
日
本

的
思
想
に
つ
い
て
学
び
を
得
た
こ
と
を
、
自
分
な
り
に
実
践
し
な
が
ら
、

一
人
で
も
多
く
の
人
に
伝

へ
て
い
け
る
や
う
努
力
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

先
日
、
十
数
年
ぶ
り
に
手
紙
が
届
き
、
貸
し
て
ゐ
た
本
を

届
け
て
く
れ
し
武
澤
陽
介
君
と
再
会
す

君
の
名
を
名
簿
の
中
に
み
と
む
れ
ば
再
会
か
な
ふ
と
楽
し
み
ぞ
わ
く

「長
い
間
失
礼
し
ま
し
た
」
と
近
寄
り
し
君
の
姿
に
笑
顔
こ
ぼ
れ
る

「数
年
間
忘
る
る
事
な
く
あ
の
本
を
探
す
日
々
を
ぞ
過
ご
し
つ
」
と
い
ふ

「誤
り
て
父
が
書
斎
に
紛
れ
込
み
そ
の
ま
ま
日
数
を
経
た
り
」
と
ぞ
い
ふ

年
月
を
経
た
り
と
い
へ
ど

一
冊
の
本
を
忘
れ
ぬ
心
美
し

自
身
の
研
鑽
に
励
み
た
い（中

島
法
律
事
務
所
　
中
島
繁
樹
　
６５
歳
）

合
宿
運
営
に
当
た
ら
れ
た
廣
木
寧
委
員
長
ほ
か
、
運
営
委
員
の
方
々

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

開
会
の
挨
拶
を
さ
れ
た
今
林
賢
郁
副
理
事
長
、
閉
会
の
挨
拶
を
さ
れ

た
磯
貝
保
博
副
理
事
長
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
挨
拶
は
、
参
加
者
の
気
持
ち

を
よ
く
考
慮
し
た
適
切
な
内
容
で
し
た
。
参
加
者
が
目
標
に
達
し
な
い
、

少
な
い
数
で
あ

っ
た
こ
と
は
残
念
で
し
た
が
、
数
は
少
な
く
と
も
こ
れ

だ
け
の
内
容
で
、
こ
れ
だ
け
充
実
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
合
宿
教
室
は

第
五
十
九
回
目
も
、
第
六
十
回
目
も
実
現
は
大
丈
夫
な
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
、
次
の
合
宿
教
室
の
開
催
が
確
保
さ
れ
ま
す

や
う
に
、
私
自
身
が
研
鑽
に
励
み
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

講
義
を
受
け
持
ち
て

い
ま
こ
こ
に
友
ら
の
前
に
国
が
ら
を
い
ざ
語
ら
む
と
演
壇
に
立
つ

わ
が
友
ら
若
き
人
ら
が
皆
我
の
話
聞
き
を
り
こ
の
会
場
に

十
七
条
憲
法
よ
り
受
け
継
が
れ

て
き
た
国
柄
の
内
容
を

勉
強
し
た

い

（千
葉
県
木
更
津
県
税
事
務
所
　
秋
山
信
之
　
４８
歳
）

班
の
先
輩
方
に
中
島
繁
樹
先
生
の
御
講
義
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
て
頂

き
、
班
別
研
修
も
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。

柴
田
悌
輔
先
輩
や
大
日
方
学
君
に
お
声
を
か
け
て
頂
き
感
謝
し
て
ゐ

ま
す
。
頂
い
た
レ
ジ
ュ
メ
も
こ
れ
か
ら
よ
く
読
み
た
い
で
す
。

十
七
条
憲
法
か
ら
明
治
憲
法
ま
で
受
け
継
が
れ
て
来
た
国
柄
の
内
容

が
現
在
の
憲
法
に
は
欠
け
て
ゐ
る
こ
と
を
、
内
容
を
も
つ
と
よ
く
勉
強

し
、
実
感
と
し
て
理
解
し
て
い
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

久
し
ぶ
り
に
会
ひ
た
る
友
ら
笑
顔
に
て
迎

へ
て
く
れ
し
は
有
難
き
か
な
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「道
徳
性
に
反
す
る
」
と
い
ふ
言
葉
を
考
へ
て
い
き
た
い

（神
奈
川
県
立
市
ケ
尾
高
校
教
頭
　
大
日
方
　
学
　
４８
歳
）

こ
の

一
年
、
厚
木
で
の
合
宿
教
室
開
催
の
た
め
に
大
変
な
準
備

・
勧

誘
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
廣
木
寧
運
営
委
員
長
を
始
め
、
運
営
委
員
・

事
務
局
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
の
日
の
全
体
感
想
自
由
発
表
で
の
感
想
を
聞
い
て
ゐ
ま
す
と
、

講
師
の
方
の
言
葉
や
吉
田
松
陰
の
短
歌
な
ど
、
先
人
の
言
葉
が
し
か
と

参
加
者
の
胸
に
刻
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
、
内
容
の
充
実
し
た

合
宿
だ
っ
た
こ
と
が
偲
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

私
自
身
四
日
目
の
中
島
繁
樹
先
生
の
御
講
義
の
中
で
、
日
本
国
憲
法

第
九
条
の
第
二
項
は

「道
徳
性
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
の
御
言

葉
が
胸
に
残

つ
て
を
り
ま
す
。
先
生
は
こ
の
言
葉
を
精
神
科
学
研
究
所

の
田
所
廣
泰
先
生
、
小
田
村
寅
二
郎
先
生
が
展
開
さ
れ
た
思
想
戦
を
踏

ま

へ
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
点
を
も
つ
と
お
聞
き
で
き
れ
ば

と
思
ひ
ま
し
た
。
憲
法
を
、
戦
争
を
考

へ
て
い
く
、
こ
れ
か
ら
の
拠
り

所
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ひ
ま
す
。

閉
会
式
に
お
け
る
廣
木
寧
運
営
委
員
長
の
挨
拶
を
聞
き
て

先
人
の
汚
名
を
晴
ら
す
営
み
が
合
宿
な
り
と
先
輩
は
の
た
ま
ふ

日
本

の
歴
史

に
思
ひ
を
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
た

（福
岡
県
立
鞍
手
高
校
教
諭
　
日
比
生
哲
也
　
４９
歳
）

先
人
の
言
葉
を
辿
り
つ
つ
日
本
の
歴
史
に
思
ひ
を
寄
せ
る
こ
と
が
で

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
２‐

閉会式。国歌斉唱の後、主催者を代表して磯貝保博副理事長 (右 )は 「合宿教室で学んだこ

とを深め、日本人としての自党を高めて行つて欲しいJと 述べた。次に学生代表挨拶として、

立命館大学二年・藤新朋大君 (左 )が「歴史を通して歴史上の人物と繋がり、歴史を共有する

仲間と繋がり得ることを学んだ。これからも共に歴史を学んで行きませうJと 語つた。
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き
た
こ
と
を
有
難
く
思
ひ
ま
す
。

中
島
繁
樹
先
生
の
引
用
さ
れ
た
十
七
条
憲
法

や

「大
日
本
帝
国
憲
法

発
布

の
上
諭
」

に
通
底
す
る
も

の
、
日
本
に
脈

々
と
受
け
継
が
れ
て
き

た
心

の
在
り
や
う
を
さ
ら
に
味
は

っ
て
い
き
た

い
と
感
じ
ま
し
た
。

合
宿
地
に
向
か
ふ

七
沢
の
森
の
小
径
を
蝉
の
音
に
囲
ま
れ
歩
く
汗
拭
ひ
つ
つ

学

ぶ
こ
と

の
楽
し
さ
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
た

（出
光
興
産
欄
　
広
島
秀
明
　
５５
歳
）

新
た
に
お
会
ひ
で
き
た
方
も
あ
り
、
意
義
深
い
研
修
と
な
っ
た
。
國

武
忠
彦
先
生
の
ご
講
義

「神
武
天
皇
」
を
拝
聴
し
て
、
先
生
が

『古
事

記
』
が
い
か
に
読
ん
で
楽
し
い
物
語
で
あ
り
、
そ
こ
に
語
れ
ら
て
ゐ
る

精
神
性
は
現
在
ま
で
連
綿
と
し
て
続
い
て
ゐ
る
こ
と
を
語
ら
れ
、
も
う

一
度

『古
事
記
』
を
じ
っ
く
り
読
ん
で
み
た
い
と
思

っ
た
。
ま
た
、
竹

田
恒
泰
氏
の
現
代
語
訳
が
出
版
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
今
回
教

へ
て
も

ら

っ
た
の
で
、
合
せ
て
読
ん
で
み
た
い
。
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
改
め

て
知
る
こ
と
が
出
来
た
合
宿
教
室
で
し
た
。

わ
が
国
は
知
ら
す
国
な
り
古
代
よ
り
皇
祖
の
御
心
照
ら
す
ご
と
く
に

古
事
記
を
読
む
楽
し
さ
が
体
感
さ
れ
た

（日
産
自
動
車
閉
　
奈
良
崎
修
二
　
５７
歳
）

五
年
ぶ
り
の
参
加
で
、
素
晴
ら
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
國
武
忠
彦
先
生
の
古
事
記
の
ご
講
義
は
、
そ
の
内
容
も
さ
る
事
な

が
ら
、
先
生
の
古
事
記
の
物
語
や
言
葉
に
触
れ
る
喜
び
、
嬉
し
さ
、
楽

し
さ
が
本
当
に
体
感
さ
れ
る
様
な
ご
講
義
で
、
学
生
諸
君
も
、
「も

っ

と
聞
き
た
い
」
と
感
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
慰
霊
祭
の
準
備
の
お
手
伝
ひ
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
雨
に

祟
ら
れ
る
事
も
な
く
、
お
祭
り
そ
の
も
の
も
大
変
厳
か
に
斎
行
さ
れ
て

良
か
つ
た
と
思
ひ
ま
す
。

國
武
忠
彦
先
生
の
古
事
記
の
ご
講
義
を
聞
き
て

古
へ
の
文
に
伝
は
る
物
語
若
き
ら
を
前
に
語
り
ゆ
か
れ
ぬ

皇
国
の
初
め
に
神
の
物
語
あ
り
と
目
を
輝
か
せ
語
り
給
ひ
ぬ

あ
り
が
た
し
嬉
じ
と
言
ひ
て
若
き
ら
に
古
へ
の
ふ
み
誦
み
聞
か
せ
給
ふ

美
し
き
ふ
み
の
調
べ
と
豊
か
な
る
言
葉
の
ひ
び
き
伝
へ
む
と
さ
れ
ぬ

原
文
を
読
み
た

い
と
思

っ
た

（い
講
談
社
　
藤
井
　
二貝
　
６２
歳
）

山
口
秀
範
氏
の
講
義
は
、
中
江
藤
樹
、
熊
沢
蕃
山
の
人
と
な
り
が
よ

く
表
れ
て
ゐ
る
文
章
を
紹
介
さ
れ
、

つ
ね
に
足
り
な
い
点
は
な
い
か
と

反
省
し
て
生
き
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
に
受
け
止
め
ま
し
た
。

國
武
忠
彦
先
生
の
御
講
義
は
、
記
紀
に
見
え
る
天
皇
の
本
質
と
も
い
へ

る
も
の
で
、
鏡
に
よ
っ
て
身
を
正
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
、
民
草
を
し
ろ
し

め
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
語
ら
れ
、
鏡
が
三
種
の
神
器
の
ひ
と
つ
と
な

っ

て
ゐ
る
意
味
を
説
か
れ
ま
し
た
。
又
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
天
孫
降
臨
の

折
に
、
「
爾

皇
孫
、
就
で
ま
し
て
治
せ
。
行

薙
」
と
お

っ
し
や
ら
れ
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て
ゐ
た
こ
と
は
初
め
て
知
り
、
語
調
が
よ
く
、
原
文
を
読
み
た

い
と
思

ひ
ま
し
た
。

松
本
洋
治
先
輩
に
車
で
お
送
り
い
た
だ
き
て

天
草
の
島
育
ち
に
て
海
釣
り
が
趣
味
と
な
り
し
と
語
る
先
輩
は
も

小
学
の
教
師
を
長
く
勤
め
た
ま
ふ
思
ひ
出
を
い
つ
か
聞
か
む
と
思
ふ

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
２２

閉会式。廣木寧合宿運営委員長 (右 )は、どうか日本人の正しい姿を後世に伝へてくれ、さ

う言ふ声が先生方の諸講義から、あるいはレジュメの中から聞えてきたのではないですか、と

語りかけた。福岡大学二年 岡部智哉君 (左 )の 閉会宣言で合宿教室の幕は閉ぢた。

「

覺
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合
宿
中
に
創
作
さ
れ
た

「短
歌
詠
一早
」

―

し
き

し
ま

の
み
ち

―



短
歌
創
作
に
つ
い
て

こ
の
合
宿
教
室
で
は
、
例
年
、
主
催
者
を
含
め
て
参
加
者
の
全
員
が
、
短
歌
を
作
る
こ
と
に
し
て
を
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
の
合
宿
教
室
の

大
き
な
研
修
課
題
の

一
つ
で
あ
り
、
今
回
も
多
く
の
短
歌
が
創
作
さ
れ
ま
し
た
。

短
歌
は
、
現
代
に
お
い
て
は
、
人
々
の
日
常
生
活
に
は
馴
染
み
の
薄
い
も
の
と
な
り
、
文
学
的
趣
味
の

一
つ
と
し
て
し
か
受
け
容
れ
ら
れ
な

く
な

っ
て
し
ま

っ
て
を
り
ま
す
。
従
っ
て
、
こ
の
合
宿
教
室
に
初
め
て
参
加
す
る
学
生
青
年
諸
君
に
と

っ
て
、
短
歌
創
作
は
大
き
な
戸
惑
ひ
で

あ
り
、
か
な
り
の
負
担
で
さ

へ
あ
る
か
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
す
が
、
合
宿
日
程
を
追
ふ
に
つ
れ
、
自
ら
の
心
の
動
き
を
言
葉
に
す
る
こ
と
の

む
づ
か
し
さ
、
ま
ご
こ
ろ
の
籠

っ
た
言
葉
の
奥
深
い
味
は
ひ
を
多
少
な
り
と
も
体
験
し
て
行
く
中
で
、
次
第
に
、
そ
の
意
味
が
把
握
さ
れ
て

行

っ
た
様
に
思
は
れ
ま
す
。

そ
も
そ
も
日
本
人
は
、
千
数
百
年
の
音
か
ら
、
「万
葉
集
」
に
見
ら
れ
る
や
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
身
分

・
職
業
の
人
々
が
、
学
問
知
識
の
深
浅
、

老
若
男
女
の
相
違
を
越
え
て
、
五
七
五
七
七
の
定
型
の
中
に
、
折
々
の
自
己
の
思
ひ
を
素
直
に
う
た
ひ
上
げ
て
き
ま
し
た
。
自
己
の
内
心
を
赤

裸
々
に
短
歌
の
上
に
表
現
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
厳
し
い
内
省
を
伴
ふ
も
の
で
す
。

い
は
ば
短
歌
創
作

の
過
程
で
、
厳
し
い
心
の
鍛
錬
が
行
は

れ
る
の
で
す
。
そ
こ
で
私
達
の
祖
先
は
、
短
歌
を
詠
む
こ
と
を
人
生
の
修
行
の

一
つ
の
手
段
と
考

へ
て

「
し
き
し
ま
の
道
」
と
呼
ん
で
き
ま
し

た
。
日
本
人
は
、
短
歌
を
詠
み
交
は
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
に
と

っ
て
最
も
大
切
な
心
の
働
き
、
情
意
を
厳
し
く
鍛
へ
合

っ
て
き
た
の
で
す
。

先
祖
の
歌
を
学
ぶ
こ
と
は
、
私
達

一
人

一
人
の
心
の
中
に
先
祖
の
姿
を
蘇
ら
せ
る
作
業
で
あ
り
、
自
分
が
紛
れ
も
な
く
先
祖
と

つ
な
が
り
を

も

っ
た
日
本
人
で
あ
る
こ
と
の
発
見
で
あ
り
、
ま
た
自
覚
な
の
で
は
な
い
で
せ
う
か
。
現
代
の
教
育
で
は
、
知
識
の
集
積
や
論
理
の
整
合
に
重

き
が
置
か
れ
、
人
間
に
と

っ
て
最
も
根
源
的
な
心
の
問
題
が
な
ほ
ざ
り
に
さ
れ
て
を
り
ま
す
。
本
合
宿
で
は
、
か
う
し
た
現
代
教
育
の
東
縛
を

自
ら
感
知
し
、
そ
こ
か
ら

一
歩
で
も
抜
け
出
さ
う
と
す
る
営
み
が
、
こ
の
短
歌
創
作
と
そ
の
後
の
参
加
者
同
士
の
相
互
批
評
に
よ
っ
て
集
中
的

に
な
さ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。
心
の
奥
底
に
眠

っ
て
ゐ
る
ま
ご
こ
ろ
を
呼
び
覚
ま
し
、
人
の
ま
ご
こ
ろ
に
敏
感
に
感
じ
る
、
素
朴
に
し
て
溢
れ
る
人
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間
性
を
取
り
戻
さ
う
と
す
る
試
み
が
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
実
現
さ
れ
て
ゆ
く
こ
の
貴
重
な
経
験
は
、
参
加
者
全
員
に
と

っ
て
、
忘
れ
が
た

い

印
象
と
し
て
心
の
奥
深
く
刻
み
込
ま
れ
る
に
違
ひ
あ
り
ま
せ
ん
。

合
宿
二
日
目
の
午
後
、
国
民
文
化
研
究
会
会
員

の
久
米
秀
俊
氏

（大
阪
湾
広
域
臨
海
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
り
短
歌
導

入
講
義
が
な
さ

れ
、
短
歌
を
作
る
上
で
の
基
本
的
ル
ー
ル
が
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
夕
刻
ま
で
に
各
人
が
創
作
し
た
第

一
回
目
の
短
歌
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
慌
た
だ
し
い
日
程
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
短
歌
で
は
あ
り
ま
す
が
、
作
者
の
集
中
さ
れ
た
内
心
の
働
き
が
は
し
ば
し
に
表
現
さ
れ
て
を
り
、

作
歌
上

の
巧
拙
を
越
え

て
、
強
く
惹
か
れ
る
も

の
が
籠

っ
て
を
り
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
短
歌
は
、
同
時
に
国
民
文
化
研
究
会
会
員
に
よ
る
選

歌

・
印
刷
の
た
め
の
清
書
作
業
を
通
じ
て
、
翌
日
に
は
歌
稿
と
な

っ
て
参
加
者
全
員
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
歌
稿
を
も
と

に
国
民
文
化
研

究
会
会
員

の
須
田
清
文
氏

（
羽
後
信
用
金
庫
）
に
よ

っ
て
、
短
歌
全
体
批
評
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
を
交

へ
た
御
話

の
中
に
も

一
語

一

語
に
含
ま
れ
る
作
者
の
心
を
全
身
を
も

つ
て
偲
ば
れ
、
直
さ
れ
て
ゆ
く
姿
に
、
参
加
者
は
短
歌
批
評
の
あ
り
方
を
自
然
に
感
得
し
た
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
各
班
ご
と
に
班
員
全
員
に
よ
る
相
互
批
評
が
行
は
れ
、
各
自

の
短
歌
の
表
現
を
よ
り
正
確
に
添
削
し
合
ふ
こ
と
を
通
じ
お
互
ひ
に

友
達

の
心
に
触
れ
合
ふ
こ
と
が
出
来
、
合
宿
生
活
に
お
い
て
、
寝
食
を
共
に
し
、
胸
中
を
披
涯
し
合

っ
て
来
た
友
情
の
結
び
付
き
が
、　
一
段
と

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

短
歌
創
作
を
通
し
て
展
開
さ
れ
た
、
ま
こ
と
に
稀
な
精
神
生
活

の
体
験
は
、
参
加
者
ひ
と
り
ひ
と
り
に
、
言
ひ
知
れ
ぬ
喜
び
を
も
た
ら
す
こ

と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ

に
収
録
さ
れ
た
歌

の
数

々
は
、
班
員

の
心
を
集
結
し

て
推
敲

・
添
削
さ
れ
た
も

の
で
す
。
そ

の
表

現
形
式

に
お

い
て
は
稚
拙
な
と
こ
ろ

も
見
受

け
ら
れ
ま
す
が
、

こ
れ
ら

の
短
歌

の
中
か
ら
瑞

々
し

い
貴
重
な
魂

の
輝
き
を
お
読

み
と
り
下
さ
れ
ば

、
と
心
か
ら
祈
念

す

る
次
第
で
す
。
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価舗
蟄
詠
一早
（し
き
し
ま
の
み
ち
）
合
宿
第
一回
目
の創
作
作
品
（
胡捌翻一職鼎暖仁贖臨劇藤如崚耕鶏ぼ嚇ポ
）

第

一
班

國
學
院
大
學
　
院
　
一
一年
　
相
澤
　
守

大
津
波
に
失
せ
し
息
子
思
ひ
て
和
歌
詠
み
し
母
の
悲

し
み
胸
に
迫
り
ぬ大
阪
大
学
　
経
　
四
年
　
谷
村
　
遼

石
段
を
素
足
で
登
る
友
あ
り
て
我
も
負
け
じ
と
歩
み

す
す
め
る
九
州
産
業
大
学
　
経
　
一二
年
　
緒
方
雄
樹

雨
降
山
登
山
に
て

思
ふ
よ
り
遥
か
に
険
し
き
山
道
に
足
重
け
れ
ど
下
社

を
目
指
す

福
岡
大
学
　
経
　
一
一年
　
岡
部
智
哉

ご
講
義
の
た
び
に
友
ら
と
卓
囲
み
偉
人
を
語
る
集
ひ

楽
し
き

熊
本
大
学
　
法
　
一
年
　
浅
山
弘
明

石
段
を
登
れ
ど
登
れ
ど
ま
た
石
段
溜
め
息
漏
る
る
も

歩
み
は
止
め
ず
福
岡
大
学
　
経
　
一
年

木
村

太

一

素
足
に
て
山
路
踏
み
ゆ
く
足
裏
に
自
然
の
力
ひ
し
と

伝
は
る

日
本
青
年
協
議
会
　
佐
瀬
竜
哉

久
米
秀
俊
さ
ん
の
短
歌
創
作
導
入
講
義
を

聞
き
て

写
生
と
は
人
を
思
ひ
て
友
恋
ふ
る
そ
が
こ
こ
ろ
と
ぞ

師
は
示
さ
れ
ぬ

大
山
登
山

い
づ
く
ま
で
積
み
重
な
り
し
石
段
を
ひ
た
登
り
ゆ
く

神
宮
目
指
し
て

い
に
し
へ
の
修
験
者
も
ま
た
こ
の
道
を
登
り
ゆ
き
じ

か
険
し
き
こ
の
道

若
き
ら
の
後
に
つ
づ
く
も
少
し
づ
つ
離
さ
れ
ゆ
く
が

悔
し
か
り
け
り

帥
寺
子
屋
モ
デ
ル
　
山
口
秀
範

男
坂
の
険
し
き
階
段
下
り
つ
つ
も
心
去
ら
ざ
り
今
宵

の
講
義
の

集
ひ
来
し
若
き
友
ら
の
胸
内
に
学
ぶ
喜
び
伝
へ
て
し

が
な
（二
回
目
の
作
品
）

部
屋
で
閉
会
式
を
待
ち
つ
つ

朝
か
ら
の
雨
上
が
り
ぬ
と
知
ら
れ
け
り
窓
の
外
繁
く

虫
の
音
起
こ
り
て

熱
帯
夜
を
忘
れ
て
三
泊
取
り
組
み
て
夏
の
集
ひ
は
今

果
て
む
と
す

「学
生
班
長
」
思
ひ
が
け
ず
も
努
め
た
り
若
き
友
ら

の
気
付
き
を
念
じ
て

日
の
本
に
生
ま
れ
し
誇
り
と
喜
び
を
確
と
得
た
り
と

口
々
語
り
ぬ

こ
の
縁
お
ろ
そ
か
に
せ
で
己
が
じ
し
励
み
給

へ
や
み

国
の
支
へ
と

第

二
班

東
京
大
学
大
学
院
　
理
　
一
年
　
高
木
　
悠

阿
夫
利
神
社
下
社
よ
り
徒
歩
に
て
男
坂
を

下
り
ゆ
く
折
に

険
し
か
る
石
段
績
き
て
足
元
を
確
か
め
確
か
め
下
り

て
ゆ
き
ぬ

眼
の
下
の
木
々
の
間
ゆ
涼
し
げ
な
水
の
流
る
る
音
の

一聞
え
ぬ

水
の
音
を
耳
を
澄
し
て
聞
き
を
れ
ば
し
ば
し
暑
さ
を

忘
る
る
心
地
す
熊
本
大
学
　
教
　
四
年
　
一
口
田
　
智

武
士
道
に
教
へ
ら
れ
た
る
義
と
礼
と
ふ
誇
れ
る
文
化

守
り
抜
き
た
し立
命
館
大
学
　
文
　
一
一年
　
藤
新
朋
大
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大
山
阿
夫
利
神
社
下
社
に
歩
き
詣
で
て

大
山
の
名
水
を
汲
み
載
け
ば
我
が
心
ま
で
潤
ひ
に
け

専
修
大
学
　
法
　
四
年
　
奈
良
崎
恵
祐

星
空
を
期
待
し
て
空
を
見
上
げ
し
折
に

星
々
は
見
え
ね
ど
月
に
照
ら
さ
れ
て
雲
の
浮
ぶ
は
美

し
か
り
け
り

福
岡
大
学
　
経
　
一二
年
　
小
林
拓
海

祖
国
想
ふ
心
を
語
る
友
達
の
あ
り
し
を
知
り
て
我
は

う
れ
し
き

福
岡
大
学
　
経
　
一
一年
　
ユエ
川
謙
志
郎

は
て
し
な
く
続
く
石
段
我
が
足
で
登
る
と
思
へ
ば
た

め
息
の
出
づ
亜
細
亜
大
学
　
法
　
一
年
　
最
知
雄
飛

体
調
の
思
は
し
く
な
く
先
行
く
を
諦
め
渋
々
下
山
す

る
な
り

福
岡
大
学
　
商
　
一
年
　
藤
　
武
史

初
め
て
の
合
宿
参
加
で
思
は
ず
も
お
さ
な
な
じ
み
と

会
ふ
は
な
つ
か
し

公
益
財
団
法
人
交
通
事
故
総
合
分
析
セ
ン
タ
ー

小
田
村

初
男

こ
の
夏
は
い
と
暑
き
日
の
う
ち
つ
づ
き
大
雨
も
あ
り

て
常
の
年
な
ら
ず

合
宿
に
集
ひ
し
友
ら
と
大
山
の
雨
降
り
神
社
に
参
り

て
祈
る

水
源
に
雨
降
ら
せ
た
ま

へ
暑
き
日
は
や
は
ら
げ
た
ま

へ
な
過
ぎ
た
ま
ひ
そ

下
る
道
き

つ
き
男
坂
に
入
り
た
る
も
皆
に
励
ま
さ
れ

無
事
下
り
た
り

第

三
班

興
銀
リ
ー
ス
的
　
小
柳
志
乃
夫

大
山
登
山

若
き
ら
に
後
れ
は
す
ま
じ
と
山
道
を
登
り
ゆ
き
け
り

息
切
ら
せ

つ
ヽ

大
汗
を
し
た

ヽ
ら
せ
つ
つ
石
段
を
登
れ
ど
社
は
未
だ

見

えヽ
ざ
る

登
り
こ
し
阿
夫
利
神
社
の
み
社
の
後
ろ
の
森
に
雲
立

て
る
見
ゆ

神
奈
川
大
学
　
法
　
四
年
　
市
川
絢
也

庭
本
秀

一
郎
先
生
の
ご
講
義
を
き
き
て

大
切
な
事
は
仕
事
と
自
信
も
ち
語
れ
る
人
に
我
も
な

り
た
し

大
阪
大
学
　
経
　
四
年
　
青
野
　
遼

忠
義
も
て
命
捧
げ
し

士

の
心
知
る
べ
く
学
び
行
き

た
し

中
央
大
学
　
文
　
四
年
　
度
木
摩
理
勢

命
も
い
ら
ず
名
も
い
ら
ず
と
ふ
西
郷
の
強
き
覚
悟
に

心
動
き
ぬ

福
岡
大
学
　
経
　
一
一年
　
池
田
拡
輔

山
降
り
て
広
き
湯
船
に
ゆ
っ
た
り
と
体
伸
ば
し
て
心

地
良
き
か
な

追
手
門
学
院
大
学
　
社
会
　
一
一年
　
絹
田
　
暁

汗
か
き
つ
じ
め
じ
め
と
す
る
山
道
を
登
れ
ば
社
に
涼

風
の
ふ
く

拓
殖
大
学
　
政
経
　
一
年
　
大
貫
大
樹

み
社
に
近
づ
く
に
つ
れ
涼
し
さ
に
汗
の
冷
き
り
風
呂

待
ち
遠
し

福
岡
大
学
　
経
　
一
年
　
田
中
京
介

サ
ン
グ
ル
で
険
し
き
岩
の
山
道
を
登
れ
ば
我
に
力
み

な
ぎ
る

日
本
青
年
協
議
会
　
外
村
聖
典

大
山
に
登
り
て

実
朝
も
祈
り
し
と
聞
く
竜
王
寺
の
御
前
に
た
ど
り
つ

き

一
息
入
れ
ぬ

実
朝
の
和
歌
を
仰
ぎ
し
亡
き
大
人
も
お
と
づ
れ
し
こ

と
あ
り
し
か
と
思
ふ

（※
茶
谷
武
大
人
命
）

第

四
班

北
濱
　
道

伊
藤
哲
夫
先
生
の
御
講
義
に
て
先
生
の
飲
み
屋

で
の
韓
国
人
女
性
と
の
や
り
と
り
を
伺
ひ
て

こ
れ
ま
で
は
我
が
国
人
は
本
当
に
向
き
合
ひ
話
す
人
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な
く
不
満
と

先
生
は
彼
女
に
対
し
誤
魔
化
さ
ず
歴
史
事
実
を
示
し

ま

し

き

と

そ
の
人
は
初
め
て
ま
と
も
に
相
手
さ
れ
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
た
り
と
い
ふ

歴
史
的
事
実
を
お
さ
へ
我
も
又
話
せ
る
や
う
に
な
り

た
し
と
思
ふ
専
修
大
学
　
経
営
　
一
一年
　
一一戸
田
和
久

大
山
の
男
坂
に
て

石
段
の
険
し
き
坂
を
下
り
ゆ
け
ば
し
だ
い
に
我
が
足

弱
り
ゆ
き
け
り大
阪
大
学
　
経
　
四
年
　
山石
井
中
　
健

境
内
の
し
じ
ま
の
中
に
遠
く
よ
り
雷
の
音
か
す
か
に

聞
こ
ゆ

不
気
味
な
る
雷
の
音
響
く
な
り
霧
に
か
す
め
る
雨
降

の
山
に

福
岡
大
学
　
経
　
四
年
　
西
脇
悠
平

大
山
登
山
の
帰
り
の
バ
ス
に
て

帰
り
道
共
に
登
り
し
仲
間
ら
と
話
は
づ
み
て
笑
み
が

こ
ぼ
れ
る
九
州
工
業
大
学
　
工
　
一
年
　
梶
栗
正
大

庭
本
秀

一
郎
先
生
の
講
演
を
聞
い
て

武
士
道
の
心
を
持
ち
て
先
人
の
守
り
し
日
本
に
我
は

生
か
さ
る

福
岡
大
学
　
経
　
一
一年
　
田
中
貴
大

霧
の
中
初
め
て
登
る
雨
降
山
汗
ふ
き
い
で
て
雨
ほ
し

き
か
な
宮
崎
公
立
大
学
　
人
文
　
一
年
　
田
中
亮
佑

遠
き
地
に
出
会
ひ
し
友
と
机
囲
み
新
し
き
こ
と
学
ぶ

は
嬉
し

原
土
井
病
院
　
小
柳
左
門

一
年
に

一
度
の
会
ひ
の
友
な
れ
ど
会

へ
ば
た
ち
ま
ち

心
ほ
ぐ
る
る

語
り
ゆ
け
ば
な
つ
か
し
き
か
な
さ
ま
ざ
ま
に
過
し
じ

昔
よ
み
が
へ
り
く
る

○

国
御
岳
杉
の
林
に
霧
立
ち
て
声
う
る
は
し
く
山
鳥
は

晴
く
登
り
来
し
阿
夫
利
の

社

神
さ
び
て
み
山
の
社
は
霧

に
か
す
め
り

第

五
班

大
阪
湾
広
域
臨
海
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
　
久
米
秀
俊

大
山
に
歩
き
て
登
り
し
折
り

二
千
年
余
り
古
人
ら
登
り
こ
し
古
道
を
登
り
ぬ
若
き

ら
と
と
も
に

進
む
友
の
汗
の
落
ち
た
る
石
段
を
登
り
ぬ
我
も
汗
落

と
し
つ
つ

若
き
ら
に
負
け
じ
と
古
道
を
登
り
ゆ
く
も

い
つ
し
か

遅
れ
肩
で
息
す
る

古
へ
ゆ
歌
に
詠
ま
れ
し
阿
夫
利
山
を
登
り
得
し
か
も

予
報
違
ひ
て

國
學
院
大
學
　
神
道
文
化
　
研
究
生
　
上
野
竜
太
朗

「大
山
」
散
策

久
々
の
大
山
登
山
に
吾
の
身
体
耐
へ
ら
れ
る
か
と
不

安
の
つ
の
る

石
段
を

一
段

一
段
登
る
ご
と
膝
を
励
ま
し
耐
へ
よ
と

祈
る
石
段
に
か
じ
り
つ
く
ご
と
下
社
ま
で
登
り
て
友
の
見

ゆ
る
は
う
れ
し
き京
都
大
学
　
工
　
一
年
　
安
永
知
生

こ
れ
か
ら
の
自
分
に
と
っ
て
の

「合
宿
」

宣
誓
で
今
始
ま
り
し
吾
道
は
青
き
楓
の
如
く
な
り
け

明
星
大
学
　
情
報
　
一一一年
　
岡
松
　
優

大
山
散
策
に
て

大
山
の
山
道
歩
き
思
ひ
出
す
昔
遊
び
し
故
郷
の
山
を

京
都
大
学
　
経
　
一二
年
　
山
内
　
遼

タ
イ
に
旅
立
た
れ
る
庭
本
秀

一
郎
先
輩
を
思
ひ
て

異
国
へ
と
旅
立
つ
先
輩
も
見
つ
ら
ん
か
無
事
を
祈
り

て
見
上
ぐ
る
空
を
筑
波
大
学
　
人
文
　
二
年
　
下
村
貴
宏

石
段
を
登
り
つ
つ
ふ
と
見
上
ぐ
れ
ば
深
緑
の
山
に
霧

の
か
か
れ
り
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福
岡
大
学
　
経
　
一
一年
　
一二
谷
晃
希

大
山
散
策
に
て

ひ
と
休
み
す
れ
ば
涼
し
き
風
吹
き
て
蝉
の
声
聞
こ
え

せ
せ
ら
ぎ
み
ゆ
る

元
富
山
県
立
富
山
工
業
高
校
教
諭
　
山序
本
　
弘

大
山
散
策

若
き
ら
も
老
い
も
ま
じ
り
て
相
模
な
る
阿
夫
利
み
山

路
今
登
り
ゆ
く

ひ
と
坂
を
登
れ
ば
ま
た
も
ひ
と
坂
と
果
て
し
も
な
き

に
石
段
続
く

若
き
ら
も
息
の
乱
る
る
こ
の
坂
を
汗
ぬ
ぐ
ひ
つ
ヽ
吾

も
た
ど
る
な
り

四
年
前
互
み
に
声
を
掛
け
合
ひ
て
登
り
し
友
ら
思

ヘ

ば
な
つ
か
し

○

山
行
き
も
果
て
た
る
ひ
と
日
夕
暮
れ
て
小
雨
の
中
に

鐘
ヶ
嶽
立
つ

第
十

一
班

い
Ｉ
Ｈ
Ｉ
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
　
内
海
勝
彦

大
山
登
山

大
山
の
険
し
き
道
を
班
員
の
背
中
を
見
つ
ゝ
息
切
ら

し
ゆ
く

登
れ
ど
も
社
は
遠
く
い
つ
し
か
に
乙
女
ら
の
姿
見
え

ず
な
り
け
り

下
山
か
と
迷
ひ
し
時
に
思
は
ず
も
乙
女
ら
の
声
真
近

に
聞
ゆ

声
聞
け
ば
力
湧
き
出
で
立
ち
上
が
る
共
に
社
に
詣
で

む
も
の
と

苦
労
し
て
登
り
し
後
に
班
員
と
眺
む
る
景
色
忘
れ
が

た
き
に

東
北
大
学
　
理
　
一
一年
　
工
藤
員
秀
子

生
温
き
山
風
ふ
き
て
空
見
れ
ば
雲
た
れ
こ
め
て
ま
ぢ

か
に
見
ゆ
る
学
習
院
大
学
　
文
　
一
一年
　
富
永
曜
子

実
朝
を
思
ひ
て

も
の
の
ふ
は
連
な
る
石
段
颯
爽
と
登
り
ゆ
き
け
ん
遥

け
き
昔
に

社
近
く
霧

の
か
か
れ
る
山
の
中
も

の
の
ふ
登
り
し

古
　
思
ふ
御
社
前
の
売
店
で
大
山
の
清
水
を

い
た
だ
き
て

し
み
と
ほ
る
冷
た
き
清
水
ふ
る
ま
ひ
し

女

の
優
し

さ
嬉
し
か
り
け
り

中
村
学
園
大
学
　
教
　
一
一年
　
古
賀
明
香
里

御
社
を
目
指
し
て
上
を
見
上
ぐ
れ
ば
立
ち
は
だ
か
る

は
け
は
し
き
山
道

中
村
学
園
大
学
　
栄
養
　
一
一年
　
矢
羽
田
　
葵

大
山
の
こ
ご
し
き
岩
が
根
踏
み
こ
ゆ
る
友
の
背
見
れ

ば
力
湧
き
出
づ

九
州
工
業
大
学
　
工
　
一
一年
　
高
野
真
理

お
み
く
じ
を
ひ
き
た
き
思
ひ
に
社
ま
で
飛
ぶ
が
こ
と

く
に
走
り
出
し
た
り

ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
高
等
学
校
二
年

ス
ク
ィ
ラ
チ
ォ
テ
ィ
　
茉
莉
菜

来
む
夏
も
会
は
む
と
言
ひ
し
友
達
の
姿
は
見
え
ず
さ

び
し
か
り
け
り

高
知
市
立
旭
中
学
校
教
諭
　
　
岡
　
つ
ぐ
み

野
外
研
修
大
山
散
策
に
て

大
山
の
ゆ
く
手
に
見
ゆ
る
階
段
の
高
さ
に
出
づ
る
驚

き
の
声

元
地
方
公
務
員
　
　
井
原
　
稔

岩
肌
の
大
き
山
道
あ

へ
ぎ

つ
つ
目
指
す
は
阿
夫
利
下

の
御
社

先
を
行
く
若
き
友
ら
に
遅
れ
じ
と
わ
が
身
励
ま
し
歩

を
進
め
行
く

音
に
聞
く
大
山
阿
夫
利
の
御
社
に
六
十
路
を
越
え
て

初
に
詣
で
ぬ

第
十

二
班

元
神
奈
川
県
立
小
田
原
高
校
教
諭
　
原
川
猛
雄

阿
夫
利
神
社
下
社
に
て

神
さ
ま
の
お
は
す
が
ご
と
く
山
肌
は
霧
に
お
ほ
は
れ

お
ご
そ
か
に
見
ゆ
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谷
間
よ
り
吹
き
あ
ぐ
る
風
ひ
ん
や
り
と
汗
ば
む
肌
に

心
地
良
き
か
な

木
の
間
よ
り
鳥
の
さ
へ
づ
り
心
地
よ
く
た
た
ず
み
を

り
て
し
ば
し
聞
き
入
る

書
道
塾
講
師
　
坂
本
和
代

伊
藤
哲
夫
先
生
の
講
義
を
拝
聴
し
て

ゆ
る
ぎ
な
き
御
國
造
り
は
天
皇
の
御
民
を
思
ふ
無
私

の
御
心大
山
登
山
に
て

雨
降
山
ゆ
わ
き
て
流
る
る
清
き
水
に
鏡
の
ご
と
く
我

身
う
つ
れ
り

Ｍ
Ｈ
Ｄ
男
塾
＆
女
塾
　
中
村
尚
美

班
別
研
修
に
て

愛

し
や
乙
女
等
御
国
を
思
ひ
つ
つ
語
る
言
葉
に
心

打
た
る
る

０
キ
ョ
ー
ワ
　
渡
邊
由
美
子

み
や
し
ろ
に
着
き
て
う
し
ろ
を
振
り
向
け
ば
見
渡
す

景
色
に
心
打
た
る
る

石
段
に
登
り
て
や
し
ろ
に
た
ど
り
着
け
ば
迎
へ
て
く

れ
じ
親
子
獅
子
像

三
朋
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
∩
　
加
藤
祐
子

新
し
き
友
と
過
ご
せ
し

一
刻
は
学
生
時
代
に
戻
り
し

心
地
す

日
本
青
年
協
議
会
　
椛
島
明
実

野
外
研
修
に
て

深
き
霧
に
つ
つ
ま
れ
し
み
山
を
眺
む
れ
ば
社
の
神
の

お
は
し
ま
す
ご
と

男
坂
を
み
な
の
身
な
が
ら
下
り
け
れ
ば
両
の
脚
ひ
ざ

ふ
る
へ
く
る
な
り

短
歌
創
作
導
入
講
義
を
受
け
て

悲
し
み
を
悲
し
み
の
ま
ま
に
あ
り
あ
り
と
言
の
葉
に

す
る
詩
人
に
な
り
た
し

竹
村
　
茜

佐
々
木
恵
美
さ
ん
の
和
歌
に
ふ
れ
て

悲
し
み
を
悲
し
み
だ
け
で
終
は
ら
せ
ず
む
か
ひ
あ
は

れ
し
御
心
し
の
び
ぬ

は
か
り
し
れ
ぬ
痛
み
か
か

へ
て
詠
ま
れ
た
る
う
た
に

目
頭
あ

つ
く
な
り
ぬ
る

正
岡
子
規
に
ふ
れ
て

自
ら
の
生
涯
賭
し
て
う
た
ご
こ
ろ
よ
み
が
へ
ら
せ
た

る
思
ひ
学
び
て

先
人
の
熱
き
信
念
受
け
つ
ぎ
て
極
め
ゆ
き
な
む
し
き

し
ま
の
道
日
本
語
教
師
　
ス
ク
ィ
ラ
チ
ォ
テ
ィ
　
の
り
子

厚
木
合
宿
に
向
か
ふ
車
中
に
て

打
ち

つ
く
る
フ
ロ
ン
ト
グ
ラ
ス
の
雨
は
じ
き
集
ひ
の

や
ど

へ
ひ
た
走
り
ゆ
く

元
小
田
原
市
立
矢
作
小
学
校
校
長
　
岩
越
豊
雄

名
に
し
お
ふ
阿
夫
利
神
社
の
う
ら
山
の
木
々
を
潤
し

霧
立
ち
の
ぼ
る

龍
王
に
雨
や
め
た
ま
へ
と
祈
り
た
る
阿
夫
利
の
山
は

霧
に
と
ざ
せ
り

第

二
十

一
班

羽
後
信
用
金
庫
　
須
田
清
文

七
沢
に
集
ひ
て
会
ひ
し
は
じ
め
て
の
友
の
言
葉
に
耳

を
す
ま
し
ぬ

心
こ
め
書
か
れ
し
文
を
み
友
ら
と
声
を
あ
は
せ
て
読

み
進
む
か
な

い
か
な
ら
む
思
ひ
こ
め
ら
る
る
文
な
る
か
と
作
者
の

心
し
の
び
つ
つ
読
む

夜
の
研
修
終
了
後
移
動
の
折
に

七
沢
の
夜
空
さ
や
か
に
雲
去
り
て
望
月
の
か
げ
て
り

わ
た
る
か
な

い
ま
る
ぶ
ん
　
猪
狩
武
男

大
山
の
険
し
き
道
を
登
り
行
け
ば
汗
噴
き
出
し
ぬ
夏

の
盛
り
に

下
山
す
る
ケ
ー
プ
ル
カ
ー
の
車
窓
よ
り
紅
葉
見
つ
け

秋
を
感
ず
る

凸
版
印
刷
帥
　
川
村
雄
規

合
宿
所
に
向
か
っ
て
木
々
に
囲
ま
れ
た

一
本
道

を
歩
き
な
が
ら

終
は
り
ゆ
く
夏
の
寂
し
さ
打
ち
消
し
ぬ
山
を
包
み
し

蝉
の
鳴
き
声
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衛
藤
晟

一
事
務
所
　
末
永
　
直

伊
藤
哲
夫
先
生
の
講
義
を
受
け
て
後
の

班
別
研
修
に
て

班
友
と
五
箇
条
の
御
誓
文
と
も
に
声
に
出
し
読
み
上

げ
ゆ
け
ば
心
清
し
き

大
山
阿
夫
利
神
社
下
社
殿
前
に
て

坂
登
り
石
段
踏
み
越
え
や
う
や
く
に
御
社
の
前
に
巡

り
着
き
た
り

下
山
し

「鈴
川
」
上
に
架
か
る

「く
も

い
ば

し
」
を
通
り
し
折
に

幾
す
ぢ
も
水
滝
の
ご
と
落
ち
て
溜
ま
り
川
の
流
れ
と

な
り
て
せ
せ
ら
ぐ

何
人
も
学
問
の
道
を
邪
魔
し
得
ぬ
三
泊
四
日
の
合
宿

教
室

学
校
法
人
中
村
学
園
　
白
濱
裕
介

先
人
の
声
は
心
に
響
き
き
て
夜
空
を
見
上
げ
吾
が
師

を
想
ふ
平
塚
八
幡
宮
つ
る
み
ね
幼
稚
園
　
遠
山
和
也

大
山
阿
夫
利
神
社
登
山
に
て

せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
聴
き
つ
つ
山
道
を
友
と
登
れ
ば
心

癒
さ
る

元
福
岡
県
立
筑
紫
丘
高
校
　
総
括
教
頭
　
小
林
　
至

大
山
阿
夫
利
神
社
登
山

若
き
友
と
御
社
目
指
し
階
段
を
汗
を
流
し
つ
登
る
は

楽
し

若
き
友

の
登
る
ペ
ー
ス
も
速
き
事
に
我
も
負
け
じ
と

つ
い
て
登
り
ぬ

御
社
に
近
づ
き
た
れ
ば
相
共
に
ペ
ー
ス
も
落
ち
て
息

の
あ
が
れ
り

我
が
身

の
苦
し
さ
負
け
ぬ
と
声
を
出
し
共
に
励
ま
し

登
り
ゆ
く
な
り

第

二
十

二
班

日
本

ユ
ニ
シ
ス
帥
　
大
町
憲
朗

大
山
阿
夫
利
神
社
を
目
指
し
て

み
友
ら
と
語
り
合
ひ
つ
つ
登
り
ゆ
け
ば
疲
れ
も
忘
れ

う
れ
し
さ
湧
き
く
る

ケ
ー
ブ
ル
駅
め
ざ
し
登
れ
ど
階
段
の
は
て
な
く
続
き

言
葉
少
な
し

汗
か
き
て
登
り
来
た
れ
ば
我
が
疲
れ
も
ふ
き
と
び
に

け
り
涼
し
き
風
に

元
日
産
自
動
車
帥
　
古
川
　
修

合
宿
初
日
の
班
別
自
己
紹
介

（研
修
）
に
て

み
ど
り
濃
き
丹
沢
の
里
七
沢
に
友
ら
と
集
ひ
て
学
ぶ

は
尊
し

な

つ
か
し
き
友
の
面
輪
に
笑
み
あ
ふ
れ
語
り
て
ゆ
け

ば
心
な
ご
み
ぬ

を
ち
こ
ち
ゆ
集
ひ
し
友
の
語
り
ゆ
く
あ
つ
き
思
ひ
に

′ヽし
つヽ
た
る
る

自
然
企
画
　
伊
藤
重
義

大
山
の
ケ
ー
ブ
ル
を
降
り
し
そ
の
と
き
に
冷
気
吹
き

き
て
熱
さ
忘
る
る

溝
口
敏
盛

天
地
の
恵
み
溢
る
る
日
の
本
の
吾
が
国
は
神
仏
は
そ

こ
か
し
こ

元
大
日
本
イ
ン
キ
ｍ
　
中
塚
　
毅

阿
夫
利
社
に
登
り
来
れ
ば
谷
間
よ
り
吹
き
来
る
風
の

心
地
よ
き
か
な

古
賀
　
智

う
れ
し
さ
は
同
じ
お
も
ひ
の
は
ら
か
ら
と
夜
お
そ
く

ま
で
語
り
合
ふ
こ
と

元
山
口
県
立
熊
毛
南
高
校
教
諭
　
賓
邊
矢
太
郎

短
歌
創
作
導
入
講
義
を
き
く

歌
つ
く
る
手
引
き

つ
ば
ら
か
に
語
り
ま
す
君
が
面
輪

の
い
き
い
き
と
し
て

松
山
に
生
れ
て
育
ち
し
君
な
れ
ば
子
規
を
し
た
ひ
き

し
思
ひ
切
な
ら
ん

（二
回
目
の
作
品
）

「
し
ひ
て
筆
を
と
り
て
」
を
よ
み
て

病
床
に
ふ
し
て
な
が
む
る
庭
の
花
ひ
と

つ
ひ
と

つ
名

を
呼
び
て
別
れ
告
ぐ

来
ん
春
に
ふ
た
た
び
は
逢

へ
ぬ
さ
び
し
さ
に
た

へ
て

草
花
の
墓
碑
名
刻
む

０
ラ
ド
　
一月
田

一
郎
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日
の
本
よ
か
く
あ
れ
か
し
と
説
く
人
の
熱
き
思
ひ
の

我
が
胸
を
打
つ

福
島
義
榮

武
士
道
を
説
く
若
き
師
の
迫
力
に
こ
こ
ろ
打
た
れ
て

高
ま
り
来
る
な
り

第

二
十

三
班

い
寺
子
屋
モ
デ
ル
　
横
畑
雄
基

阿
夫
利
神
社
よ
り
下
山
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

出
発
間
際
の
折
に

「鹿
が
を
る
、
三
頭
を
る
」
と
声
あ
り
て
我
は
驚
き

か
け
よ
ら
む
と
す

い
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
　
平
野
耕
治

す
ば
ら
し
き
こ
の
国
柄
と
御
言
葉
を
か
た
り
伝
へ
む

五
ロヱ
Ｊ五
口十
＾
ヘ

日
本
大
学
教
授
　
夜
久
竹
夫

大
山
に
向
か
ふ
間
際
の
に
は
か
雨
久
し
き
登
山
に
心

躍
れ
り

雨
降
山
三
十
年
ぶ
り
に
訪
ぬ
れ
ば
変
ら
ぬ
茶
店
な
つ

か
し
き
か
な

亜
細
亜
大
学
講
師
　
水ヽ
井
鉄
郎

大
山
の
清
き
名
水
喉
走
り
登
り
し
あ
と
の
暑
さ
忘
る

る

中
島
法
律
事
務
所
　
中
島
繁
樹

山
登
る
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
窓
外
に
腕
を
い
だ
し
て
涼

風
受
け
き神
奈
川
県
立
小
田
原
高
校

（定
時
制
）
教
諭

中
村
正
和

國
武
忠
彦
先
生

「古
事
記
」
の
ご
講
義
後
の

班
別
討
議
を
終

へ
て

わ
れ
は
今
友
の
言
葉
に
力
え
て
誠
の
道
を
尽
さ
ん
と

思
ふ

い
講
談
社
　
藤
井
　
工貝

山
道
を
登
り
て
ゆ
け
ば
あ
ざ
や
か
に
さ
る
す
べ
り
の

花
う
る
は
し
く
咲
く

一
枝
に
白
き
花
あ
り
う
す
桃
も
濃
き
紅
も
あ
り
め
づ

ら
し
き
か
な

川
久
保
　
勲

國
思
ふ
心
あ
ふ
る
る
同
胞
と
語
り
合
へ
た
る
時
ぞ
尊

し

維
新
政
党

・
新
風
　
佐
藤
昭
夫

丹
沢
の
キ
ュ
ー
ハ
に
眠
る
海
鷲
と
集
ひ
し
若
人
歳
は

同
じ
か

第

二
十
四
班Ｆ

Ｔ
Ｉ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
　
伊
藤
俊
介

（二
回
目
の
作
品
）

慰
霊
祭
に
て
小
柳
雄
平
兄

・
武
田
有
朋
兄
と
共

に
膳
部
を
務
め
る

七
沢
の
静
け
き
夜
の
斎
庭
に
て
友
ら
と
共
に
御
霊
に

仕
ふ
神
供
を
捧
げ
持
ち
つ
つ
そ
ろ
そ
ろ
と
歩
み
進
め
て
友

に
手
渡
す

献
餞
は
無
事
に
終
ふ
れ
ど
撤
餞
の
残
れ
る
を
思
ひ
手

に
汗
に
じ
む

神
餞
を
下
げ
受
け
る
手
の
汗
ば
み
て
ぎ
こ
ち
な
け
れ

ど
務
め
果
た
し
ぬ

務
め
終

へ
安
堵
し
た
り
て
我
ら
三
人
笑
み
を
こ
ぼ
し

つ
ね
ぎ
ら
ひ
あ
へ
り

警
視
庁
　
大
橋
広
和

（二
回
目
の
作
口Ｕ

慰
霊
祭

七
沢
の
静
け
き
森
で
御
友
ら
と
先
生
方
の
御
霊
を
偲

ぶ

卸
ロ
ゼ
ッ
タ
　
高
木
雅
史

（二
回
目
の
作
口じ

慰
霊
祭

祭
り
に
て
手
長
務
め
し
友
ら
見
て
時
す
ぎ
た
り
と
切

に
感
ず
る

伊
佐
ホ
ー
ム
ズ
い
　
小
柳
雄
平

（二
回
目
の
作
品
）

合
宿
に
参
加
す
る
日
の
朝

し
ら
み
ゆ
く
い
へ
ぢ
に
ひ
か
る
月
か
げ
を
あ
ふ
げ
ば
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ち
か
ら
の
湧
き
く
る
こ
こ
ち
す

事
務
局
に
て
長
内
俊
平
先
生
ゆ
届
き
し
便
り
を

見
つ
け
し
折
に

七
沢
の
集
ひ
に
た
び
し
歌
ふ
み
の
水
く
き
に
わ
が
師

の
み
す
が
た
を
思
ふ西
日
本
電
信
電
話
的
　
武
田
有
朋

（二
回
目
の
作
品
）

慰
霊
祭

み
ま
つ
り
の
庭
の
準
備
を
す
る
折
に
気
に
か
か
り
た

る
天
候
の
こ
と

予
報
で
は
雨
の
降
ら
む
か
判
じ
か
ね
準
備
の
ま
に
ま

気
を
も
み
て
を
り

幸
ひ
に
雨
降
ら
ず
し
て
み
ま
つ
り
は
外
に
て
し
づ
か

に
行
は
れ
け
り

み
ま
つ
り
を
終
へ
て
ほ
ど
な
く
大
雨
の
降
り
き
て
友

と
驚
き
合
へ
り

み
ま
つ
り
を
つ
つ
が
な
く
終
へ
え
た
り
し
を
天
の
恵

み
と
あ
り
が
た
く
思
ふ

中
外
鉱
業
船
　
濱
崎
史
嘉

（二
回
目
の
作
品
）

バ
ス
停
よ
り
合
宿
所
ま
で
の
道
を
歩
き
て

雨
雲
の
ま
だ
晴
れ
き
ら
ず
小
雨
降
り
雫
の
お
つ
る
街

道
の
木
々

第

二
十

五
班

元
中
京
コ
カ

・
コ
ー
ラ
　
高
村
光
紀

久
し
振
り
に
ま
み
え
し
友
は
い
き

い
き
と
ま
な
こ

か
ゞ
や
か
す
若
き
頃
の
如
く

病
ひ
と
の
た

ゝ
か
ひ
の
さ
ま
こ
と
も
な
げ
に
話
す
る

友
の
心
頼
も
し

こ
の
集
ひ
五
十
年
過
ぎ
て
も
再
会
あ
れ
ば
友
と
の
縁

し
更
に
覚
え
り

国
民
文
化
研
究
会

東
海
ゴ
ム
エ
業
帥
　
上
村
和
男

福
田
兄
を
偲
ぶ

ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
声
き
き
つ
坂
道
を
登
り
て
く
れ
ば

亡
き
友
偲
ば
ゆ

亡
き
友
と
学
び
の
庭
に
集
ひ
来
し
か
の
日
も
暑
さ
厳

し

き

日

な

り

き

元
日
商
岩
井
帥
　
澤
部
壽
孫

八
月
二
十
三
日
、
高
村
光
紀
君
と
五
十
年
ぶ
り

に
会
ふ

は
る
ば
る
と
名
古
屋
ゆ
来
た
る
我
が
友
の
み
姿
見
え

て
嬉
し
か
り
け
り

髪
白
く
身
は
や
や
痩
せ
て
み
ゆ
れ
ど
も
友
の
面
輪
は

若
き
日
の
ま
ま

五
十
年
も
会
は
ざ
り
し
友
と
語
ら
ふ
に
昨
日
会
ひ
た

る
心
地
こ
そ
す
れ

足
を
病
む
横
浜
の
友
も
加
は
り
て
タ
ベ
語
ら
ふ
ひ
と

と
き
楽
し

（亀
井
孝
之
君
）

杖

つ
き
て
長
き
坂
道
登
り
来
し
と
友
の
語
れ
ば
涙
ぐ

ま
し
も

（同
右
）

雲
仙
と
大
阿
蘇
の
地
に
共
々
に
学
び
し
日
々
の
甦
り

来
る
か
か
る
友
あ
り
た
れ
ば
こ
そ
若
き
日
の
誓
ひ
違

へ
ず

行
き
来
し
我
は

元
い
講
談
社
　
磯
貝
保
博

大
山
神
社
に
て

登
り
来
て

一
息

つ
け
ば
涼
風
に
ひ
た
ひ
の
汗
も
引
き

て
う
れ
し
き

時
折
り
に
遠
く
雷
鳴
響
き
け
り
山
頂
近
く
は
雨
激
し

き
か

枷
伊
勢
利
　
今
林
賢
郁

ケ
ー
ブ
ル
に
乗
ら
で
そ
の
ま
ま
女
坂
の
ぼ
り
ゆ
く
な

お
じ
ｉ

た
０
　

」
。
島
津
正
敷

・
伊
藤
哲
朗

。
今
林

り
老
人
三
人

（圭

賢
郁
）

な
な
そ
ザ
　
　
　
ト
な
り
ぬ
と
語
ら
ひ
つ
老
人
は
ゆ
く

七
十
歳
も
真
近
に

軽
や
か
に
し
て

山
道
は
次
第
に
け
は
し
く
な
り
ゆ
き
て
息
あ

へ
ぎ

つ

つ
石
段
踏
み
ゆ
′

い
た
だ
き
に
近
づ
く
頃
は
も
若
き
ら
は
わ
れ
ら
に
迫
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り
抜
き
去
り
ゆ
き
ぬ

昭
和
音
楽
大
学
名
誉
教
授
　
回
武
忠
彦

福
田
忠
之
兄
を
偲
び
て

も
ろ
と
も
に
語
ら
ひ
学
び
過
ご
し
た
る
君
逝
き
ま
し

て
ふ
た
月
の
経

つ

君
去
り
て
あ
し
た
夕
べ
に
現
は
る
る
君
の
面
影
な
つ

か
し
き
か
な

な
つ
か
し
き
君
の
ふ
る
さ
と
厚
木
な
り
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
よ
み
が

へ
り
く
る

夏
の
夜
の
厚
木
の
森
に
月
い
で
て
な
つ
か
し
き
か
な

君
の
ふ
る
さ
と

な
つ
か
し
き
君
の
姿
の
見
ゆ
る
か
な
か
が
や
く
月
を

あ
か
ず
眺
め
て
元
福
岡
県
立
直
方
高
校
教
諭
　
小
野
吉
宣

朝
の
つ
ど
ひ
の
折
に

日
の
丸
を
二
人
の
学
生
肘
の
ば
し
心
を
込
め
て
静
静

揚
ぐ
る

ひ
る
が
へ
る
日
の
九
仰
ぎ
君
が
代
を
腹
の
底
ひ
ゆ
歌

へ
る
嬉
じ
大
山
阿
夫
利
神
社
に
参
り
て

雷
鳴
は
遠
く
に
去
り
て
雨
上
が
り
大
山
神
社
の
杉
木

立
映
ゆ

実
朝
の

「
雨
や
め
た
ま

へ
」
の
言
霊
は
天
に
届
く
や

霧
立
ち
の
ぼ
る

（二
回
目
の
作
品
）

合
宿
も
最
後
の
夜
な
り
慰
霊
祭
近
づ
き
に
け
り
身
形

正
し
ぬ

西
空
に
黒
雲
の
あ
り
雨
の
来
ぬ
こ
と
を
祈
り

つ
静
か

に
過
ご
す

祭
り
の
場
ア
ケ
ボ
ノ
杉
の
大
木
が
取
り
囲
み
を
り
お

ご
そ
か
に
建
つ

天
上
ゆ
み
親
の
み
霊
は
降
り
給
ひ
我
等
が
上
を
見
護

り
給

ヘ

い
柴
田
　
柴
田
悌
輔

合
宿
教
室
に
参
加
す
べ
く
七
沢
に
向
ふ

お
ぼ
ろ
げ
な
記
憶
を
あ
て
に
車
に
て
七
沢
の
里
を
走

り
ゆ
き
け
り

ひ
さ
び
さ
に
会
は
ん
と
思
ふ
友
が
き
の
顔
思
ひ
出
し

心ヽ
は
づ
み
ぬ

（二
回
目
の
作
品
）

「古
事
記
」
の
講
義
を
聞
い
て

い
に
し
へ
ゆ
語
り
伝
は
る
神
々
の
話
を
た
だ
に
聞
き

い
り
て
を
り

い
に
し
へ
に
生
く
る
人
ら
の
心
に
は
お
ほ
ら
か
な
る

も
の
あ
る
を
知
り
ぬ
る

吾
れ
も
又
い
に
し
へ
に
つ
ら
な
る
も
の
と
し
て
心
広

く
に
生
き
ん
と
ぞ
思
ふ元
皇
宮
警
察
本
部
　
亀
井
孝
之

合
宿
地
に
向
か
ひ
し
路
に
迷
ひ
て

運
転
手
に
地
図
を
示
し
て
乗
り
た
る
に
着
き
じ
所
は

合
宿
地
に
あ
ら
ず

乗
り
来
た
る
タ
ク
シ
ー
す
で
に
走
り
去
り
呼
ぶ
こ
と

か
な
は
ず
途
方
に
暮
る
る

仕
方
な
く
地
図
を
頼
り
に
歩
く
か
と
思
ひ
し
時
に
携

帯
音
の
鳴
る

救
は
る
る
思
ひ
を
感
じ
発
信
者
を
見
れ
ば
約
束
せ
し

友
の
名
あ
り
き

（高
村
光
紀
君
）
東
京
大
学
　
伊
藤
哲
朗

四
十
年
振
り
に
合
宿
教
室
に
参
加
し
て

四
十
年
の
時
を
隔
て
て
合
宿
に
来
た
れ
ば
昔
の
日
々

の
戻
り
来

若
き
日
の
音
の
こ
と
ど
も
思
ひ
出
ず
我
今
あ
る
も
そ

の
日
々
の
あ
り
て

若
き
日
の
昔
と
同
じ
心
持
ち
心
新
た
に
御
講
義
受
け

な
む
大
山
の
険
し
き
岩
根
の
山
道
を
若
き
友
ら
と
登
る
や

楽
し
汗
し
つ
つ
登
る
山
道
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
声
聞
こ
え
暑

さ
忘
る
も

（二
回
目
の
作
品
）

先
生
の
御
講
義
聞
け
ば
新
た
な
る
学
び
の
道
の
見
え

来
る
を
思
ふ
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ア
ル
バ
イ
ト福

岡
県
立
春
日
高
校

一
年
　
藤
　
啓
太

山
頂
に
た
ど
り
着
い
た
は
い
い
も
の
の
足
が
痛
く
て

下
山
で
き
な
い

運
営
本
部

い
寺
子
屋
モ
デ
ル
　
廣
木
　
寧

厚
木
合
宿
に
て
学
生
発
表
を
予
定
し
て
ゐ
た

福
大
生
の
山
野
成
範
君
が
事
故
に
遭
ふ
と
の

知
ら
せ
を
聞
き
て

吾
の
も
と
に
原
稿
も
ち
て
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
な
ひ
し

こ
と
三
度
と
な
り
ぬ

ド
イ
ツ
に
て
彼
我
の
文
化
に
相
異
あ
る
こ
と
に
気
づ

き
ぬ
と
き
み
は
語
り
ぬ

帰
国
し
て

日
本
の
文
化
に
こ
が
れ
し
き
み
が
思
ひ
国
歌
を
き
き

て
ほ
と
ば
し
り
出
ぬ

こ
ぞ
の
夏
阿
蘇
の
つ
ど
ひ
の
は
じ
ま
り
に
君
が
代
歌

ひ
ぬ
涙
な
が
ら
に

厚
木
な
る
七
沢
に
い
そ
ぐ
き
み
が
バ
イ
ク
の
博
多
の

街
に
て
事
故
に
遭
ひ
ぬ
と

電
話
に
て
詫
び
を
告
げ
く
る
き
み
の
脚
は
ギ
ブ
ス
に

お
ほ
は
れ
う
ご
か
れ
ず
あ
る
と

（二
回
目
の
作
品
）

庭
本
秀

一
郎
く
ん
の
講
義
で
新
渡
戸
稲
造
の

『武
士
道
』
を
よ
み
て

わ
が
国
に
宗
教
な
し
と
憂
ひ
た
る
ベ
ル
ギ
ー
の
碩
学

何
や
知
り
け
む

古
ゆ
わ
が
国
民
の
表
は
し
し
そ
の
宗
教
情
操
に
ふ
れ

て
言
ふ
べ
し

他
を
い
れ
て
こ
こ
ろ
の
う
ち
を
み
が
き
こ
し
わ
が
国

民
の
心
知
る
べ
し

他
を
知
ら
ず
み
づ
か
ら
を
こ
そ
正
し
き
と
告
り
た
る

西
洋
人
の
お
ご
り
か
な
し
き

千
葉
県
木
更
津
県
税
事
務
所
　
秋
山
信
之

（二
回
目
の
作
品
）

久
し
ぶ
り
に
会
ひ
た
る
友
等
笑
顔
に
て
迎
へ
て
く
れ

し
は
有
難
き
か
な

熊
本
県
立
熊
本
高
校
教
諭
　
久
保
田
　
真

明
後
日
転
勤
先
の
タ
イ
の
地
へ
立
つ
と
い
ふ
日
に
演

壇
に
立
つ

な
り
は
ひ
に
勤
し
み
な
が
ら
思
索
せ
し
あ
と
た
ど
り

つ
つ
語
り
ゆ
く
な
り

か
く
ば
か
り
長
く
も
語
り
合
ひ
た
る
は
久
し
振
り
な

り
電
気
消
し
て
も

「元
気
で
」
と
言
へ
ば

「行
っ
て
来
ま
す
」
と
ぞ
返

し
て
君
は
ド
ア
を
開
め
行
く

（二
回
目
の
作
口Ｕ

憲
法
を
か
く
ま
で
深
く
考
ふ
る
こ
と
な
か
り
し
と
教

へ
子
は
言
ふ

全
国
に
真
摯
に
学
ぶ
友
ど
ち
の
あ
り
し
と
喜
ぶ
宮
崎

の
友
大
学
に
帰
り
て
の
ち
も
抱
き
た
る
疑
間
を
忘
れ
ず
学

び
励
ま
む

指
揮
班

Ｉ
Ｍ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
　
最
知
浩

一

一
年
の
準
備
整
へ
七
沢
に
今
日
合
宿
を
始
め
む
と
す

るを
ち
こ
ち
ゆ
集
ひ
し
友
ら
と
先
人
の
残
じ
給
ひ
し
み

言
葉
学
ぶ

（二
回
目
の
作
口じ

合
宿
に
参
加
し
て
く
れ
し
友

ヘ

仕
事
終

へ
電
車
乗
り
継
ぎ
合
宿
に
駆
け
つ
け
た
ま
ひ

し
友
あ
り
が
た
し

バ
ス
停
ゆ
む
じ
暑
き
道
歩
き
来
し
友

の
ワ
イ
シ
ャ
ツ

汗
に
ま
み
れ
て

び
つ
し
よ
り
と
し
ぼ
れ
る
ご
と
く
汗
を
か
き
友
は
坂

道
歩
い
て
来
し
か

三
十
年
前
九
州
各
地
で
こ
の
友
と
学
び
し
頃
の
思
ひ

だ
さ
る
る

-85-



こ
れ
か
ら
も
共
に
学
ば
む
先
人
の
残
し
給
ひ
し
言
の

葉
読
み
て

若
築
建
設
い
　
池
松
伸
典

指
揮
班
の
役
日
で
大
山
登
山
口
に
待
機
せ
し
折

大
山
の
御
社
目
指
し
山
坂
を
友
ら
の
登
る
姿
思
は
る

大
山
は
も
や
も
か
か
れ
ば
山
坂
に
雨
降
ら
ぬ
か
と
気

に
か
か
り
け
り

福
岡
労
働
局
　
古
川
広
治

澤
部
和
道
兄

（ア
サ
ヒ
飲
料
勤
務
）
の

ジ
ュ
ー
ス
の
差
し
入
れ

あ
た
り
ま
へ
の
や
う
に
差
し
入
れ
し
て
く
れ
じ
友
の

気
持
ち
を
あ
り
が
た
く
思
ふ

作
曲
家

・
桐
朋
学
園
大
学
講
師
　
武
澤
陽
介

懐
か
し
き
人
と
再
び
語
り
合
ふ
楽
し
き
時
に
暑
さ
忘

る
る
（二
回
目
の
作
品
）

美
し
き
君
の
御
歌
に
触
れ
し
時
あ
り
し
姿
ぞ
偲
ば
る

る

な

り

事
務

局

国
民
文
化
研
究
会
事
務
局
長
　
奥
冨
修

一

緑
濃
き
山
ふ
と
こ
ろ
の
学
び
舎
に
四
年
ぶ
り
に
ぞ
我

は
き
に
け
る

日
ぐ
ら
し
の
声
も
聞
え
て
夕
暮
れ
の
空
に
満
ち
た
る

月
の
影
か
な

元
い
竹
中
工
務
店
　
稲
津
利
比
古

厚
木
合
宿
所
に
て

七
沢
の
山
並
み
霧
雨
に
煙
る
な
か
日
暮
じ
鳴
き
て
今

宵
暮
れ
行
く

日
暮
し
の
鳴
く
音
聞
き
つ
ヽ
合
宿
の
友
ら
の
帰
館
を

待
ち
わ
び
に
け
り元
新
潟
工
科
大
学
教
授
　
大
岡
　
弘

四
年
ぶ
り
に
同
じ
山
道
を
下
り
て

時
た
つ
は
速
き
も
の
か
な
な
つ
か
し
き
道
下
り
つ
つ

往
時
思
ひ
ぬ

帰
り
の
バ
ス
窓
外
を
見
て

阿
夫
利
山
ふ
り
さ
け
み
れ
ば
頂
き
を
隠
す
が
ご
と
く

霧
立
ち
の
ぼ
る

（二
回
目
の
作
品
）

大
人
迎
へ
慣
れ
ぬ
司
会
を
つ
と
め
た
る
今
日
の
み
祭

と
は
に
忘
れ
じ

元
川
崎
重
工
業
い
　
山
本
博
資

い
に
し
へ
ゆ

「雨
降
山
」
て
ふ
大
山
は
小
雨
あ
が
り

て
遠
雷
聞
え
く

丹
沢
の
山
脈
に
連
な
る
大
山
の
秀
麗
な
す
が
た
を
あ

ふ
ぎ
見
あ
か
ぬ

（二
回
目
の
作
品
）

日
の
本
の
国
の
柱
を
ゆ
る
ぎ
な
く
か
た
め
る
こ
と
は

つ
と
め
な
り
け
り

つ
た

へ
こ
し
ふ
み
を
ら
ひ
ら
き
て
日
の
本
の
国
柄
学

べ
と
子
孫
に
伝
ふ

公
益
財
団
法
人
ユ
ネ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー
　
当局
逹
〓
止
絣
黙

今
林
賢
郁
さ
ん
、
伊
藤
哲
朗
さ
ん
と

大
山
を
登
る

緑
濃
き
阿
夫
利
の
峯
を
友
ど
ち
と
息
は
づ
ま
せ

つ
つ

登
り
詰
め
た
り

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
窓
ゆ
流
れ
来
る
涼
風
を
は

ヽ
に
受

け
つ
ヽ
大
山
を
下
れ
り

（二
回
目
の
作
品
）

夜
は
ふ
け
て
杉
の
木
立
に
囲
ま
れ
し
ゆ
に
は
の
庭
は

静
か
な
り
け
り

お
ご
そ
か
に
慰
霊
の
祭
の
は
じ
ま
り
て
け
い
ひ

つ
の

声
響
き
渡
り
ぬ

鳥
栖
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
西
山
八
郎

合
宿
の
営
み

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
担
ひ
て
努
め
ま
す
友
ら
の
姿
に
励

ま
さ
れ
け
り

あ
ま
た
な
る
友
ら
の
務
め
に
支

へ
ら
れ
学
び
の
集
ひ

は
営
ま
れ
を
り

（二
回
目
の
作
品
）

休
憩
し
外
に
出
づ
れ
ば
雨
あ
が
り
そ
よ
ふ
く
風
の
心

地
よ
き
か
な

輸
ラ
ッ
ク
　
高
橋
俊
太
郎

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
ス
送
迎
時
の
交
通
整
理
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の
た
め
坂
の
途
中
で
待
機
せ
し
折
に

七
沢
へ
続
く
坂
道
の
途
中
に
て
一
人
静
か
に
せ
み
し

ぐ
れ
聞
く

（二
回
目
の
作
品
）

合
宿
終
へ
体
力
的
に
は
疲
れ
し
が
気
力
を
得
た
り
て

日
々
に
戻
ら
ん

合
宿
終
へ
安
ど
の
思
ひ
で
君
が
代
を
声
高
ら
か
に
歌

ひ
あ
げ
た
り国
民
文
化
研
究
会
　
事
務
　
栗
方
恵
美
子

和
歌
詠
め
ず
頭
抱

へ
て
黙
り
こ
む
楽
し
き
は
ず
の
夏

合
宿
の
夜
に

合
宿
地
に
寄

せ
ら
れ
し
歌

福
岡
　
小
林
国
平

初
合
宿
を
送
る
教
へ
子
ヘ

合
宿
へ
の
参
加
を
決
め
し
君
か
ら
の
メ
ー
ル
嬉
し
く

幾
度
と
な
が
む
る

何
事
も
学
び
と
ら
ん
と
前
向
き
に
臨
む
姿
は
今
も
昔

も

阿
蘇
合
宿
短
歌
導
入
講
義
よ
り

一
年

う
れ
し
や
も
今
宵
に
合
せ
開
き
た
る
夕
顔
の
花
我
が

家
の
庭
に

夕
顔
の
命
見
つ
め
て
歌
詠
み
し
祖
父
の
御
霊
が
咲
か

せ
た
か
の
ご
と

東
京
　
坂
東

一
男

久
々
の
合
宿
参
加
に
燃
え
た
れ
ど
体
調
不
良
に
行
け

ず
悔
し
き

を
ち
こ
ち
ゆ
集
ひ
来
た
れ
る
若
き
ら
の
酷
暑
に
耐

ヘ

る
学
び
尊
し

青
森
　
長
内
俊
平

「第
五
八
回
全
國
學
生
青
年
合
宿
教
室
」
に
集
ひ

ま
せ
る
皆
様
に

日

本

武

尊
の

ヨ
ロ妻
は
や
―！
」
と
歎
か
れ
給
ひ
し

足
柄
峠
望
む
里
に
集
ひ
給
ふ
み
友
ら
を
ぞ
思
ふ
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あ

と

が

き

初
冬
の
候
、
皆
様
に
は
そ
の
後
如
何
お
過
し
で
せ

う
か
。
厚
木
市

「七
沢
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」

で
共
に
学
び
、
語
り
合
っ
た

「合
宿
教
室
」
か
ら
早

四
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
」ゝ
の
度
や
う
や
く
こ
の
「感

想
文
集
」
を
皆
様
の
お
手
元
に
お
届
け
出
来
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

「感
想
文
集
」
は
、
天
口
宿

教
室
」
の
最
後
に
走
り
書
き
し
て
い
た
だ
い
た
感
想

文
と
短
歌
を
編
集
し
た
も
の
で
す
。

編
集
作
業
は
、
ま
づ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
の
班
長
又

は
班
付
の
方
々
に
、
感
想
文
と
第
二
回
目
の
創
作
短

歌
を
添
削

・
編
集
し
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
た
。
皆
さ
ん
お

一
人
お

一
人
の
お
心
こ
も
る
文
章

・
短

歌
を
丹
念
に
読
み
返
し
、
編
集
す
る
こ
と
は
、
神
経
、

時
間
の
掛
か
る
作
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
お

一
人
お

一
人
の
み
づ
み
づ
し
い
心
の
動
き
を
お
偲
び
で
き
る
、

心
楽
し
く
嬉
し
い
時
間
で
し
た
。

本
感
想
文
集
編
集
方
針
は
以
下
の
通
り
で
す
。

一

「感
想
文
」
に
つ
い
て

執
筆
者
の
お
心
の
う
ち
が
最
も
よ
く
表
れ
て
ゐ
る

箇
所
を
摘
要
し
、
表
題
も
付
け
ま
し
た
。
逆
に
文
意

の
不
明
瞭
な
と
こ
ろ
は
、
執
筆
者
の
お
気
持
ち
を
辿

り
な
が
ら
、
原
文
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
損
は
れ
な
い
や

う
加
筆
し
ま
し
た
。
な
ほ
、
「か
な
づ
か
ひ
」
に
つ

い
て
は
、
原
文
を
尊
重
し
、
漢
字
お
よ
び
文
法
上
の

誤
り
に
つ
い
て
は
訂
正
し
て
を
り
ま
す
。

一
一

「短
歌
」
に
つ
い
て

合
宿
で
は
二
回
に
わ
た
っ
て
短
歌
を
作
り
ま
し
た

が
、
第

一
回
目
の
も
の
は
班
別
相
互
批
評
に
て
添
削

さ
れ
、
全
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

一
首
以
上
を
も
れ
な
く

巻
末
の

「短
歌
詠
草
」
に
収
め
ま
し
た
。
ま
た
、
感

想
文
の
執
筆
の
折
に
作

っ
て
い
た
だ
い
た
第
二
回
目

の
短
歌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
文
の
末
尾
に
入
れ
ま

し
た
。
こ
ち
ら
の
表
記
は
全
員
歴
史
的
か
な
づ
か
ひ

に
統

一
し
、
文
法
上
の
誤
り
等
は
感
想
文
と
同
様
に

訂
正
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の

「感
想
文
集
」
作
成
の
た
め
に
は
、
班
長
お

よ
び
班
付
の
方
々
以
外
に
も
多
く
の
ご
協
力
を
頂
き

ま
し
た
。
お
忙
し
い
生
業
の
傍
ら
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
伊
藤
俊
介
、
高
木
雅
史
、
武
田
有
朋
、
濱
崎

史
嘉
、
佐
野
宣
志
、
の
各
氏
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
の
写
真
は
カ
メ
ラ
マ
ン
中
澤

武
之
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
出
来
上

が
っ
た

「感
想
文
集
」
を
、
ご
精
読
下
さ
い
ま
す
や

う
切
願
い
た
し
ま
す
。

本
文
集
を
読
み
進
む
に
つ
れ
て
、
「合
宿
教
室
」

の
様
々
な
感
動
が
鮮
明
に
甦

っ
て
く
る
事
と
存
じ
ま

す
。
お
読
み
の
後
は
、
是
非
と
も
班
長
、
班
付
、
班

友
、
更
に
は
他
班
の
方
へ
も
、　
一
筆
お
便
り
を
差
し

上
げ
て
い
た
だ
き
、
今
後
も
互
ひ
に
励
ま
し
合
ひ
学

ん
で
ゆ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

（北
濱
　
道
　
記
）
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